
 
 

 

 

 

 

本宮市地域防災計画 
資 料 編 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
令和４年３月 

本宮市防災会議 



 

 

 

 I 

本 宮 市 地 域 防 災 計 画（資料編） 

目  次 

 

第１章 総 則 

第１ 本宮市の災害  

１ 災害の発生状況（過去の災害記録）（資料 1）                       1 

２ 地震の発生状況（震度４以上 

（東日本大震災以降震度５弱以上）：福島県）（資料 2）           6 

第２ 防災上の自然的・社会的条件  

１ 人口分布（資料 3）                            17 

２ 危険物取扱施設（販売・事業所）（資料 4）                 18 

３ 本宮市土砂災害警戒区域一覧表（資料 5）                  22 

４ がけ崩れ危険箇所（資料 6）                        24 

５ 山地災害危険箇所（資料 7）                        24 

６ 砂防指定地（県地域防災計画より）（資料 8）                   25 

７ 重要水防箇所一覧表（資料 9）                      25 

８ 池沼調書（資料 10）                           28 

９ 指定文化財（資料 11）                          31 

第３ 防災関係機関一覧  

 １ 関係指定行政機関及び関係指定地方行政機関（資料 12）          34 

 ２ 福島県の機関等（資料 13）                                                34 

 ３ 関係指定公共機関（資料 14）                                              35 

 ４ 関係指定地方公共機関（資料 15）                                         36 

５ 公共的団体・防災関係機関（資料 16）                                     36 

６ 隣接市町村（資料 17）                                                   37 

 

第２章 災害予防対策 

第１ 指定避難所一覧 

  １ 指定避難所（資料 18）                                                  39  

第２ 指定緊急避難場所一覧 

 １ 指定緊急避難場所（資料 19）                                       41 

 ２ 指定緊急避難場所における対象とする異常現象（資料 20）             44 

 ３ 福祉避難所（拠点施設）（資料 21）                                              47 

第３ 福祉施設・介護施設 

   １ 特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）（資料 22）             48 

 ２ 介護老人保健施設（資料 23）                                              48 

 ３ 認知症高齢者グループホーム（資料 24）                                   49 

  ４ ケアハウス（資料 25）                          49 

 ５ 老人デイサービスセンター（資料 26）                                     50 

 ６ 障がい者（児）施設（資料 27）                                           51 



 

 

 

 II 

７ 障がい者（児）グループホーム（資料 28）                                   51 

 ８ 保育所（資料 29）                                                    52 

９ 放課後児童クラブ（資料 30）                                        52 

10 児童館（資料 31）                                                  52 

 第４ 教育施設 

  １ 幼稚園（資料 32）                           53 

  ２ 小学校（資料 33）                           53 

  ３ 中学校（資料 34）                           53 

  ４ 県立高等学校（資料 35）                         53 

 第５ 大規模集客施設（学校等を除く） 

  １ 病院（資料 36）                             54 

  ２ 駅（資料 37）                              54 

  ３ 店舗等（資料 38）                            54 

 第６ 避難要領 

  １．水害 

（１）避難指示等の発令の判断基準（資料 39）                       55 

（２）情報の入手先一覧（資料 40）                             56 

 （３） 避難指示等の伝達方法  

① 避難指示等の伝達内容                         56 

② 避難指示等の伝達手段・伝達先                     57 

③ 浸水想定区域内の要配慮者利用施設（資料 41）              58 

  ２．土砂災害 

（１）対象とする災害及び警戒すべき地域                                  59 

 （２）避難すべき区域 

① 土石流危険渓流（資料 42）                     59 

② 急傾斜地崩壊危険箇所（資料 43）                   60 

③ 火山災害危険箇所                      60 

（３）避難指示等の発令の判断基準（資料 44）                       60 

  （４）避難指示等の伝達方法 

① 避難指示等の伝達内容                         61 

② 避難指示等の伝達手段・伝達先                     62 

 第７ 防災行政無線施設等 

    １ 休日及び勤務時間外通報連絡表（資料 45）               63 

   ２ 消防施設及び消防団員等の現有勢力（資料 46）               63 

第８ 自主防災組織等 

  １ 自主防災組織状況（資料 47）                       64 

  ２ 日赤奉仕団（資料 48）                         65 

第９ 市内事業所保有車両 

１ 協力事業所（福島県トラック協会県中支部抜粋）（資料 49）                        66 

２ 人員輸送関係（資料 50）                                                 68 



 

 

 

 III 

第 10 自衛隊による災害派遣活動（資料 51）                    69 

 

第３章 災害応急対策 

第１ 医療・救護関係 

   １ 病院・医療機関（資料 52）                        71 

   ２ 安達歯科医師会本宮地区（資料 53）                    71 

   ３ 医薬品・衛生材料・消毒薬剤調達先（資料 54）             71 

   ４ 福島県災害時医薬品等供給マニュアル（抜粋）（資料 55）           73 

第２ 清掃・衛生施設・関連業者関係 

   １ 焼却施設（リサイクルプラザ併設）（資料 56）                75 

   ２ 資源施設（資料 57）                          75 

    ３ 埋立処分場（資料 58）                          75 

   ４ し尿処理場（資料 59）                          76 

   ５ 火葬場（資料 60）                           76 

   ６ 産業廃棄物処理許可業者（資料 61）                    76 

   ７ し尿収集許可業者（資料 62）                         76 

   ８ 葬儀社（資料 63）                           77 

   ９ 水道工事業者（資料 64）                         77 

   10 建設業者（資料 65）                           77 

 第３ 災害救助法による救助の程度・方法及び期間早見表（資料 66）         78 

 第４ 震度階級（資料 67）                           86 

 

第４章 条例・規程・協定等 

第１ 防災関係 

１ 本宮市防災会議条例（資料 68）                     91 

２ 本宮市防災会議委員名簿（資料 69）                                    92 

３ 本宮市災害対策本部条例（資料 70）                   93 

４ 本市における災害相互応援協定締結状況（資料 71）                94 

別表（第３条関係） 

１ 圏域全体の経済成長のけん引に関する取組                 105 

２ 高次の都市機能の集積・強化に関する取組                              106 

３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上に関する取組         107 

 

第５章 本宮市水防計画 

 第１ 総則  

１ 目的                109 

   ２ 水防計画                          109 

第２ 水防組織 

   １ 水防本部                        109 

   ２ 水防本部の組織                    110 



 

 

 

 IV 

第３ 重要水防区域                        112 

第４ 水防施設 

   １ 水防倉庫の資器材備蓄基準                112 

   ２ 調達可能水防資材                      113 

    ３ 輸送                          113 

   ４ 費用負担と公用負担                   113 

 第５ 水位、雨量の観測所  

   １ 水位観測所               115 

   ２ 雨量観測所                      115 

 第６ 気象情報、水防情報の連絡  

   １ 水防通信連絡                116 

   ２ 通報と伝達の系統図                 117 

第７ 水防警報 

   １ 国土交通大臣が行う水防警報                118 

第８ 水防活動 

   １ 水防巡視                119 

   ２ 出勤及び水防作業                       120 

    ３ 水防通報及び避難場所                     120 

   ４ 水防解除                          121 

   ５ 水防活動の報告                      121 

第９ 水防演習 

   １ 実施期日                121 

   ２ 実施内容                       121 

別表－１ 直轄管理河川                122 

別表－２ 県管理河川               123 

別表－３ 市管理河川                123 

別表－４ 溜池                124 

 



本宮市地域防災計画（資料編） 

第１章 総 則 

1  

第１章 総 則 

第１ 本宮市の災害 

１．災害の発生状況（過去の災害記録）（資料１）                     

１／５ 

西 暦 年  号 月  日 事 柄 概        要 

１７８０ 安永 ９ １１月１７日 大 火 本宮町全町焼失 

１７８７ 天明 ７ ２月 ２日 暴風雨 本宮町北町・南町地区 52戸全壊 

１７９４ 寛政 ６ ３月 ４日 大 火 南町 100軒焼失 

１７９６ 寛政 ８ ２月 大 火 南町西側 62軒焼失 

１７９８ 寛政１０ ７月１０日 大 火 南町両側並びに中の橋まで焼失 

１８０６ 文化 ３ ２月１６日 大 火 南町・北町で 500戸焼失 

１８１０ 文化 ７ ３月２１日 大 火 
石雲寺より出火、南町大内屋の辺々残り、南町・北町

全焼 

１８１２ 文化 ９ １２月 ８日 火 山 岳山噴火 

１８２２ 文政 ５ ６月２８日 大雨洪水 本宮没水 

１８４３ 天保１４ ９月 洪 水 
本宮中の橋が浮き上がり、酒屋の重石を乗せ、なお足

りず酒大桶に水を入れ乗せる 

１８４４ 天保１５ ２月２３日 大 風 二本松より本宮までに 200軒潰れる 

１８５２ 嘉永 ５ １２月１２日 大 雪 積雪 3尺 5寸、領内死者 10人 

１８５８ 安政 ５ ６月１４日 洪 水 流家 3軒、安達太良川増水、大町石坂まで浸る 

１８６４ 元治 元 ８月 ８日 大洪水 町内舟通行 

１８６８ 明治 元 ８月１３日 大 火 会津兵放火により南町・北町・大町の一部焼失 

１８８４ 明治１７ ２月 ４日 大 火 大町 42戸焼失 

１８８６ 明治１９ ９月 ８日 大雨洪水 流家有り 

１８８９ 明治２１ ３月１６日 大 火 荒町 130戸、高木 8戸 

１８９１ 明治２３ ８月 ７日 大雨洪水 流失 111戸、浸水 817戸、水位 32尺 

１８９７ 明治２９ ９月 ７日 大雨洪水 本宮浸水 620戸 

１８９８ 明治３０ ９月 ９日 大雨洪水 本宮 3橋流失 580戸浸水 

１９０３ 明治３５ ９月２８日 大 風 被害戸数 1,100戸 

１９１３ 大正 ２ ８月２７日 大雨洪水 本宮 500戸浸水 

１９１４ 大正 ３ ４月 ８日 大 雪 積雪 3尺、潰れ家出ず 

１９１４ 大正 ３ ８月３０日 大雨洪水 死者 2人、上の橋流失 260戸 

１９１５ 大正 ４ １２月１８日 大 風 潰れ家出ず 

１９１６ 大正 ５ ５月 ８日 大 風 潰れ家出ず 

１９２０ 大正 ９ １０月 １日 洪 水 上の橋流失 

１９２１ 大正１０ １月１３日 大 風 潰れ家出ず 

１９２３ 大正１２ ６月２２日 洪 水 下の橋一部流失 

１９２７ 昭和 ２ ８月 地 震 人夫生き埋め、詳細不明 

１９２９ 昭和 ４ ５月２４日 大洪水 上、下両橋流失 

１９３８ 昭和１３ ６月３０日 大洪水 被害戸数 500戸 
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（資料１）                                       ２／５ 

西 暦 年  号 月  日 事 柄 概        要 

１９３８ 昭和１３ ９月１０日 大洪水 被害戸数 598戸 

１９３８ 昭和１３ ９月１４日 火 災 上町住家 5戸焼失 

１９４１ 昭和１６ ７月２２日 大洪水 被害戸数 1,163戸、水位 9.62ｍ 

１９４８ 昭和２３ ９月１６日 大洪水 被害戸数 450戸 

１９５４ 昭和２９ ７月２４日 火 災 太郎丸地内罹災 7世帯 

１９５７ 昭和３２ １月２８日 火 災 被害戸数 4戸 

１９５８ 昭和３３ ９月２７日 洪 水 台風 22号水位 5.8ｍ 

１９６６ 昭和４１ ６月２９日 洪 水 台風 4号被害 37戸、浸水面積 379.9ｈａ 

１９６６ 昭和４１ ９月２５日 洪 水 台風 26号被害 72戸、浸水 247.2ｈａ 

１９６７ 昭和４２ ２月２８日 大 火 42戸焼失 

１９７０ 昭和４５ １月３１日 大 風 被害戸数 110戸 

１９７５ 昭和５０ ７月 ７日 大洪水 
罹災 124世帯、道路被害 39箇所、がけ崩れ 

6箇所、農地 162.2ｈａ、被害総額 196,707千円 

１９７８ 昭和５３ ６月１２日 地 震 宮城沖地震 軽傷 2人、住家一部破損 89戸 

１９７８ 昭和５３ ６月２７日 洪 水 罹災 6世帯、道路 6カ所、河川 1カ所、農地 32ｈａ 

１９８０ 昭和５５ １２月２４日 大 雪 

積雪 60ｃｍ、道路各所で麻痺、一部破損 239棟、 

通信施設不通 330回線、送電線・電柱等倒壊 135本、

松・杉等倒壊、被害総額 755,620千円 

１９８１ 昭和５６ ８月２２日 洪 水 
罹災 155世帯、被害額 348,351千円、 

総雨量 145ｍｍ、水位 5.45ｍ 

１９８２ 昭和５７ ７月２３日 地 震 
茨城沖地震  

震度 4、水道管被害額 80千円 

１９８２ 昭和５７ ９月１２日 大洪水 
罹災 275世帯、総雨量 128ｍｍ（時間最大 47ｍｍ）、 

水位 6.55ｍ 

１９８６ 昭和６１ ８月 ５日 大洪水 罹災 928世帯、被害額 1,349,179千円、水位 8.48ｍ 

１９８９ 平成 元 ８月 ６日 風水害 罹災 4世帯、被害額 22,856千円 

１９８９ 平成 元 ８月２７日 風水害 罹災 5世帯、被害額 5,600千円 

１９９１ 平成 ３ ９月１９日 洪 水 
罹災 4世帯、被害額 8,420千円、水位 6.54ｍ、 

総雨量 108.5ｍｍ 

１９９１ 平成 ３ １０月１３日 洪 水 道水路の破損、被害額 2,320千円 

１９９４ 平成 ６ ９月１９日 洪 水 
罹災 6世帯、土砂崩 2カ所、総雨量 58ｍｍ（時間最

大雨量 46ｍｍ） 

１９９８ 平成１０ 

８月２７日 

～ 

８月３０日 

大洪水 

豪雨（台風 4号）、罹災 197世帯、道路 72カ所、 

河川・水路 36カ所、農地 53.3ｈａ、 

被害額 103,310千円、総雨量 387ｍｍ 
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西 暦 年  号 月  日 事 柄 概        要 

２００２ 平成１４ ７月１１日 大洪水 
台風 6号、罹災 93世帯、道路 10カ所、河川・水路 
5カ所、農地39ｈａ、被害額64,570千円、総雨量200
ｍｍ 

２００４ 平成１６ ２月２３日 暴 風 
建物：住家 3棟 2世帯 60㎡、農林業用施設：ビニー

ルハウス倒壊等 25棟 8,669㎡、被害額 911千円 

２００７ 平成１９ 

１月 ７日 

～ 

１月 ８日 

暴 風 
建物：住家 10棟 10世帯、非住家 18棟、公共施設：
建物 6 カ所、道路 10 カ所、その他 10 カ所、農業用
施設 136カ所、被害額 141,147千円 

２０１０ 平成２２ ７月 ６日 大雨洪水 
土砂崩れ 3ヵ所、道路法面崩壊・砕石流出 25カ所、

水路へ土砂流入・護岸洗掘 3ヵ所、通行止め 6カ所 

２０１１ 平成２３ ３月１１日 地 震 

東北地方太平洋沖地震  

人的被害なし、住家：全壊 16棟、半壊 222棟、一部

損壊 3,240棟、非住家被害 988棟、公共建物 13棟、

道路：通行止め 17カ所、路面関係：段差・陥没・亀

裂・洗掘 219カ所、法面関係：一部崩落 11カ所、側

溝・路肩関係：土砂堆積・崩壊 9カ所 

２０１１ 平成２３ 

９月２０日 

～ 

９月２１日 

洪 水 

台風 15号  

住家：床上下浸水 7 カ所、非住家 11 カ所、道路：通

行止め 6カ所、水位 8.56ｍ 

２０１２ 平成２４ 

４月 ３日 

～ 

４月 ４日 

暴 風 

住家：一部損壊 5棟、土木：倒木等 7カ所、農業用

施設：ビニールハウス倒壊・被害 35棟、倒木・法面

崩落・路面洗掘：8カ所、公共施設等被害：8カ所、

通行止め 1箇所 

２０１２ 平成２４ ６月１９日 洪 水 

台風 4号  

法面崩落 5カ所、その他 2カ所、通行止め 1カ所、被

害額 4,950千円、水位 5.42ｍ 

２０１３ 平成２５ ４月 ８日 暴 風 

住家：一部損壊 1 棟、非住家：一部損壊 3 棟、倒木

等：6 カ所、農業用施設：ビニールハウス被害 25

棟、公共施設等被害：6カ所、推定被害額 5,825千円 

２０１３ 平成２５ ７月２７日 洪 水 

住家：床下浸水 13棟、非住家：一部損壊 1棟、床下
浸水 1 棟、その他浸水 16 棟、土地：土砂崩れ 2 カ
所、道路：土砂崩れ等 29カ所、農業施設：法面崩落
等 6カ所、通行止め 19カ所、水位 4.20ｍ 

２０１３ 平成２５ ８月 ５日 大雨洪水 

住家：半壊 1棟、一部損壊 12棟、床上浸水 4棟、床

下浸水 82 棟、土砂流入 75 棟、非住家：全壊 4 棟、

大規模半壊 4 棟、半壊 2 棟、一部損壊 7 棟、床上浸

水36棟、床下浸水39棟、宅地：土砂崩れ164カ所、

道路：土砂崩れ 45 カ所、護岸崩壊 11 カ所、農林施

設：8カ所、公共施設被害 2カ所、農業施設：169カ

所、上下水道施設：浸水2カ所、倒壊・土砂流入1カ

所、法面崩落 1カ所、教育施設：法面崩落 12カ所、

冠水・雨水進入 2 カ所、路盤破損 1 カ所、橋りょう

崩落 1 カ所、雨水流出 3 カ所、採石流出 1 カ所、普

通財産：法面崩落 10 カ所、採石流出 1 カ所通行止

め：26 カ所、避難所開設 4 カ所、排水ポンプ：常設

4基稼働 
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（資料１）                                       ４／５ 

西 暦 年  号 月  日 事 柄 概        要 

２０１４ 平成２６ 

２月１５日 

～ 

２月１６日 

大 雪 

積雪 90㎝、小学校休校 3日間、中学校休校 2日間、

福祉施設休館 5 カ所、東北本線上下線 2 日間運転見

合わせ 

国道 4 号：トレーラー・トラックの通行不能により

下り車線一時閉鎖、住家：一部損壊 20棟、非住家：

全壊 5棟、一部損壊 11棟、農林施設：雪の重みによ

る倒壊 126棟、通行止め：2カ所、停電 273戸（15日

夜） 

２０１５ 平成２７ ７月１６日 洪 水 
冠水による通行止め 1カ所 

法面崩落による通行止め 1カ所 

２０１６ 平成２８ ８月 ２日 集中豪雨 

１時間当たり 91ｍｍ、14:00～15:10まで 10分間雨量

は連続 10ｍｍ超 

東北本線 郡山～白石間終日運転見合わせ 

自主避難 1世帯4名、床上浸水7棟、床下浸水5棟、

土砂崩れ 1カ所、通行止め 9カ所 

２０１６ 平成２８ ８月１７日 大 雨 

台風７号による大雨 

東北本線 始発から 14:02まで運休、停電 49戸（松沢

地区）、通行止め：市道 1カ所、県道 1カ所 

２０１６ 平成２８ ８月２９日 大 雨 
台風 10号による大雨 

東北本線 16:35～運休、通行止め市道 2カ所 

２０１７ 平成２９ ４月１９日 暴 風 

停電 721戸（仁井田地区外）、自主避難 1名、 

一部損壊 3棟 

公共施設 一部損壊 1棟、その他 2棟 2カ所 

２０１８ 平成３０ １月２２日 大 雪 積雪による通行止め 県道 2カ所 

２０１８ 平成３０ ７月 ２日 大 雨 
停電 179戸（糠沢地区外） 

通行止め 市道 1カ所、倒木 1か所 

２０１８ 平成３０ ７月 ９日 大 雨 通行止め 市道 1カ所 
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（資料１）                                       ５／５ 

西暦 年  号 月日 事柄 概要 

２０１９ 令和元年 

１０月１２日 

～ 

１０月１３日 

大雨洪水 

東日本台風による被害  

7名が犠牲 

降水量：本宮観測所 189ｍｍ 白沢総合支所 209ｍｍ 

阿武隈川の越水と安達太良川の破堤により浸水 

床上浸水1,222棟、床下浸水183棟 うち住家：全壊

265 棟、半壊 639 棟、一部損壊 181 棟、床上浸水 899

棟、床下浸水 146棟 

事業所：床上浸水 267棟、床下浸水 18棟 

公共施設（市役所万世分庁舎、本宮第一保育所、中

央公民館など 11 施設で浸水、スマイルキッズパー

ク、長屋みややま運動場など 5施設で法面崩落） 

市道：213カ所で法面崩落、路面洗堀 

通行止め：県道 12カ所、市道 13カ所 

河川：阿武隈川で護岸洗堀、安達太良川で決壊 

上水道 2 カ所、下水道 6 施設、停電本宮地区を中心

に 821戸、東北本線上り線 6日間、下り線 14日間運

休 

農林業施設：安達疏水土地改良区白沢第一揚水機場

など 66カ所 

農作物：水稲など 15,500㎡ 

避難指示（緊急警戒レベル４）22時 15分発令、 

本宮 1区～9区、高木 1番組～4番組、仁井田 1区、

10区、糠沢 4区、和田 1区 1,908世帯 4,827人 

避難指示（緊急警戒レベル４）13日 0時 50分発令 

旧本宮町全域 8,595世帯 22,806人 

災害発生情報（警戒レベル５）13日 1時 05分発令 

旧本宮町全域 8,595世帯 22,806人 

避難所 17カ所開設 839人避難 

２０２１ 令和３年 ２月１３日 地 震 

福島県沖地震  

23:08発生 マグニチュード 7.3 

本宮市 震度６弱 

倒れてきたタンスによる頭部受傷（軽傷） 1名 

住家の被害 全壊 1棟 半壊 39棟 一部損壊 683棟 
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２．地震の発生状況（震度４以上（東日本大震災以降震度５弱以上）：福島県）（資料２） 

１９２１年１月１日～２０２１年１２月３１日 

１／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

1 １９２１年 ３月 ３日 １２時０２分 ６．６ 福島県沖 
最大震度４ 

４：福島市 

２ １９２３年 ９月 １日 １１時５８分 ７．９ 神奈川県西部 

関東大震災 

最大震度６：熊谷市、千代田区、

甲府市、千葉宮崎測候所 

５：いわき市 

４：福島市 

３ １９２４年 １月１５日 ６時０５分 ６．０ 千葉県東方沖 
最大震度５ 

５：いわき市 

４ １９２４年 ６月２６日 １２時２７分 ５．３ 茨城県南部 
最大震度４ 宇都宮市ほか 

４：いわき市 

５ １９２４年 ８月１５日 ３時０２分 ７．２ 茨城県沖 

最大震度５ 

５：いわき市 

４：福島市 

６ １９２４年 ９月１８日 １０時０８分 ６．５ 茨城県北部 
最大震度４ 熊谷市 

４：いわき市 

７ １９２６年 ８月 ３日 １８時２６分 ６．３ 東京都２３区 
最大震度５ 千代田区 

４：いわき市 

８ １９２７年 ８月 ６日 ６時１２分 ６．７ 宮城県沖 

最大震度５ 石巻市 

５：福島市 

４：いわき市、猪苗代測候所 

９ １９２９年 ４月１８日 ３時３４分 ５．９ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：福島市 

１０ １９２９年 ６月２４日 １１時０４分 ５．８ 福島県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

１１ １９３０年 ６月 １日 ２時５８分 ６．５ 茨城県北部 
最大震度５ 水戸市 

４：福島市 

１２ １９３１年 ６月 ９日 １４時０７分 ６．０ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

１３ １９３３年 ３月 ３日 ２時３０分 ８．１ 三陸沖 

最大震度５ 宮古市、仙台市、石

岡市 

５：福島市、猪苗代測候所 

４：いわき市 

１４ １９３４年 ４月 ７日 ４時０９分 ６．２ 福島県沖 
最大震度４ 

４：福島市、猪苗代測候所 

１５ １９３５年 ７月１９日 ９時４９分 ６．９ 茨城県沖 

最大震度５ 

５：いわき市 

４：猪苗代測候所 

１６ １９３６年１１月 ３日 ５時４５分 ７．４ 宮城県沖 

最大震度５ 仙台市、石巻市 

５：いわき市 

４：福島市、猪苗代測候所 

１７ １９３７年 ７月２７日 ４時５６分 ７．１ 宮城県沖 
最大震度５ 石巻市 

４：福島市 
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（資料２）                                     ２／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

１８ １９３８年 ５月２３日 １６時１８分 ７．０ 茨城県沖 

最大震度５ 水戸市、石岡市 

５：福島市、いわき市、猪苗代測

候所 

１９ １９３８年 ９月２２日 ３時５２分 ６．５ 茨城県沖 
最大震度５ 水戸市 

４：福島市、いわき市 

２０ １９３８年１１月 ５日 １７時４３分 ７．５ 福島県沖 
最大震度５ 仙台市、石巻市 

５：福島市、いわき市 

２１ １９３８年１１月 ５日 １９時５０分 ７．３ 福島県沖 
最大震度５ 仙台市、石巻市 

５：福島市、いわき市 

２２ １９３８年１１月 ６日 １７時５３分 ７．４ 福島県沖 
最大震度５ 

５：福島市、いわき市 

２３ １９３８年１１月３０日 １１時２９分 ６．９ 福島県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

２４ １９３９年 ７月２８日 １４時２１分 ５．６ 福島県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

２５ １９３９年１０月１０日 ２２時５４分 ５．５ 福島県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

２６ １９３９年１０月１１日 ３時３１分 ６．９ 三陸沖 
最大震度４ 花巻通報所 

４：郡山通報所 

２７ １９４０年 ８月１５日 ２３時５３分 ４．７ 茨城県南部 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

２８ １９４１年 ２月 ４日 ２０時５５分 ５．７ 福島県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

２９ １９４２年 ２月２１日 １６時０７分 ６．５ 福島県沖 
最大震度４ 仙台市、石巻市 

４：郡山通報所 

３０ １９４２年 ９月 ９日 １時０７分 ６．２ 茨城県沖 

最大震度５ 

５：郡山通報所、いわき市 

４：福島市、白河市 

３１ １９４２年１１月 ５日 ２１時４２分 ５．３ 福島県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

３２ １９４２年１１月 ７日 ２３時０３分 ５．７ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

３３ １９４２年１１月１６日 ２時１２分 ６・５ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：福島市、いわき市 

３４ １９４３年 ４月１１日 ２３時４６分 ６．７ 茨城県沖 
最大震度４ 石岡市、筑波山測候所 

４：福島市、いわき市 

３５ １９４３年 ７月 １日 １３時３９分 ５．９ 茨城県沖 

最大震度４ 水戸市、石岡市、筑

波山測候所、足尾測候所、横浜市 

４：いわき市 

３６ １９４３年 ８月２２日 １０時２４分 ５．６ 福島県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

３７ １９４６年 １月２２日 １８時０１分 ５．０ 茨城県南部 
最大震度４ 

４：郡山通報所 
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（資料２）                                     ３／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

３８ １９５３年１１月２６日 ２時４８分 ７．４ 関東東方沖 

最大震度５ 千葉富崎測候所、三

宅村 

４：福島市、白河市、いわき市、

会津若松市、猪苗代測候所 

３９ １９５４年 ８月２８日 １９時０１分 ５．９ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：郡山通報所 

４０ １９５６年 ６月２９日 １３時０９分 ５．３ 福島県会津 
最大震度４ 

４：只見通報所 

４１ １９５６年 ９月３０日 ６時２０分 ６．０ 宮城県南部 
最大震度４ 

４：福島市 

４２ １９５９年 １月２２日 １４時１０分 ６．８ 福島県沖 
最大震度４ 仙台市 

４：福島市 

４３ １９５９年 １月２４日 ８時３８分 ６．１ 福島県沖 

最大震度４ 仙台市、水戸市 

４：福島市、郡山通報所、白河

市、いわき市、会津若松市 

４４ １９６２年 ４月３０日 １１時２６分 ６．５ 宮城県北部 

最大震度４ 盛岡市、仙台市、新

座市 

４：福島市 

４５ １９６３年 ８月１５日 １５時１１分 ６．６ 福島県沖 
最大震度４ 仙台市 

４：福島市 

４６ １９６４年 ６月１６日 １３時０１分 ７．５ 新潟県下越沖 

最大震度５ 仙台市、鳴子通報

所、酒田市、長岡市 

５：只見通報所 

４：福島市、郡山通報所、白河

市、いわき市、会津若松市 

４７ １９６５年 ９月１８日 １時２１分 ６．６ 茨城県沖 

最大震度４ 水戸市、石岡市、銚

子市 

４：福島市、郡山通報所、白河

市、いわき市 

４８ １９６５年１１月１４日 １４時５４分 ５．６ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

４９ １９６６年 ４月 ３日 １３時４３分 ５．７ 茨城県沖 

最大震度４ 水戸市、筑波山観測

所 

４：いわき市 

５０ １９６７年１１月１９日 ２１時０７分 ５．９ 茨城県沖 
最大震度４ 石岡市 

４：いわき市 

５１ １９６８年 ５月１６日 ９時４８分 ７．９ 青森県東方沖 

最大震度５ 函館市、苫小牧市、

青森市、八戸市、むつ市 

４：福島市、白河市、いわき市 

５２ １９６８年 ５月１６日 １９時３９分 ７．５ 青森県東方沖 
最大震度５ 浦河町、広尾町 

４：福島市、いわき市 

５３ １９７２年１２月 ４日 １９時１６分 ７．２ 八丈島東方沖 
最大震度６ 八丈島 

４：いわき市 

５４ １９７４年 ７月 ８日 １４時４５分 ６．３ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：福島市、白河市、いわき市 

５５ １９７４年１１月３０日 ７時０５分 ７．３ 鳥島近海 
最大震度４ 館山市、千代田区 

４：福島市 
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（資料２）                                     ４／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

５６ １９７５年 ４月 ８日 １５時２７分 ５．９ 福島県沖 
最大震度４ 

４：福島市 

５７ １９７６年１０月 ６日 ２２時３８分 ５．９ 福島県沖 
最大震度４ 

４：福島市、白河市、いわき市 

５８ １９７８年 ２月２０日 １３時３６分 ６．７ 宮城県沖 
最大震度５ 岩手県大船渡市 

４：福島市、いわき市 

５９ １９７８年 ６月１２日 １７時１４分 ７．４ 宮城県沖 

最大震度５ 宮城県仙台市、岩手

県大船渡市ほか 

５：福島市 

４：会津若松市、いわき市、白河

市 

６０ １９７８年 ６月１４日 ２０時３４分 ６．３ 宮城県沖 
最大震度４ 

４：福島市 

６１ １９８３年 ７月 ２日 ７時０３分 ５．８ 福島県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

６２ １９８６年１０月１４日 ６時１７分 ５．７ 福島県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

６３ １９８７年 ２月 ６日 ２１時２３分 ６．４ 福島県沖 
最大震度４ 

４：白河市、いわき市 

６４ １９８７年 ２月 ６日 ２２時１６分 ６．７ 福島県沖 

最大震度５ 

５：白河市、いわき市 

４：会津若松市 

６５ １９８７年 ２月１３日 １９時０１分 ５．２ 茨城県沖 
最大震度４ 

４：いわき市 

６６ １９８７年 ４月 ７日 ９時４０分 ６．６ 福島県沖 

最大震度５ 

５：いわき市 

４：福島市、白河市 

６７ １９８７年 ４月２３日 ５時１３分 ６．５ 福島県沖 

最大震度５ 

５：白河市 

４：福島市、いわき市 

６８ １９９７年 ２月２０日 ５時２１分 ５．４ 福島県沖 
最大震度４ 

４：川内村 

６９ １９９７年 ５月１２日 ７時５９分 ５．７ 福島県沖 

最大震度４ 

４：郡山市、白河市、棚倉町、船

引町、川内村、浪江町 

７０ １９９８年 ４月 ９日 １７時４５分 ５．４ 福島県沖 
最大震度４ 

４：浪江町 

７１ ２０００年 ７月２１日 ３時３９分 ６．４ 茨城県沖 

最大震度５弱 茨城県水戸市 

４：郡山市、白河市、棚倉町、い

わき市 

７２ ２０００年１１月１６日 １８時３１分 ５．２ 福島県沖 
最大震度４ 

４：浪江町 
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（資料２）                                     ５／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

７３ ２００２年 ２月１２日 ２２時４４分 ５．７ 茨城県沖 

最大震度５弱 茨城県常陸太田

市、城里町 

４：郡山市、表郷村、東村、岩

瀬村、玉川村、浅川町、い

わき市 

（３：本宮町、白沢村） 

７４ ２００２年 ７月２４日 ５時０５分 ５．９ 福島県沖 
最大震度４ 

４：玉川村 

７５ ２００３年 ５月２６日 １８時２４分 ７．１ 宮城県沖 

最大震度６弱 岩手県大船渡

市、一関市、平泉町 

５弱：相馬市、原町市、小高

町、都路村、富岡町 

４：本宮町、福島市、郡山市、

表郷村、いわき市ほか 

７６ ２００３年 ７月２６日 ７時１３分 ６．４ 宮城県中部 

最大震度６弱 宮城県東松島

町、鳴瀬町、美里町 

４：いわき市、新地町 

７７ ２００３年１１月１５日 ３時４３分 ５．８ 茨城県沖 
最大震度４：小高町 

（３：本宮町、白沢村） 

７８ ２００４年 １月２３日 １８時０１分 ５．３ 福島県沖 

最大震度４ 

４：白沢村、二本松市、表郷

村、東村、岩瀬村、東和町 

（３：本宮町） 

７９ ２００４年 ８月１９日 ２０時４０分 ５．０ 福島県沖 

最大震度４ 

４：楢葉町 

（３：本宮町、白沢村） 

８０ ２００４年１０月２３日 １７時５６分 ６．８ 新潟県中越地方 

最大震度７ 新潟県長岡市 

５弱：只見町、西会津町、柳津

町 

４：喜多方市、岩瀬村、いわき

市ほか 

８１ ２００４年１０月２３日 １８時０３分 ６．３ 新潟県中越地方 

最大震度５強 新潟県長岡市、

小千谷市 

４：只見町、西会津町 

（３：白沢村 ２：本宮町） 

８２ ２００４年１０月２３日 １８時１１分 ６．０ 新潟県中越地方 

最大震度６強 新潟県小千谷市 

４：只見町、北塩原村、西会津

町、柳津町 

（３：白沢村 ２：本宮町） 

８３ ２００４年１０月２３日 １８時３４分 ６．５ 新潟県中越地方 

最大震度６強 新潟県長岡市、

小千谷市 

４：塩川町、下郷町、只見町、

西会津町、会津坂下町、柳

津町、三島町、金山町、昭

和村、田島町 

（３：白沢村 ２：本宮町） 

  



本宮市地域防災計画（資料編） 

第１章 総 則 

11  

（資料２）                                     ６／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

８４ ２００４年１０月２３日 ２３時３４分 ５．３ 新潟県中越地方 

最大震度４ 

４：只見町、西会津町 

（２：白沢村 １：本宮町） 

８５ ２００４年１０月２５日 ６時０４分 ５．８ 新潟県中越地方 

最大震度５強 新潟県小千谷

市、魚沼市 

４：只見町、西会津町、田島町 

（２：本宮町、白沢村） 

８６ ２００４年１０月２７日 １０時４０分 ６．１ 新潟県中越地方 

最大震度６弱 新潟県魚沼市 

５弱：只見町 

４：西会津町、南会津町 

（２：本宮町、白沢村） 

８７ ２００４年１１月 ８日 １１時１５分 ５．９ 新潟県中越地方 

最大震度５強 新潟県魚沼市 

４：只見町、西会津町 

（２：白沢村 １：本宮町） 

 

８８ 

 

２００４年１１月 ８日 １１時３２分 ５．１ 新潟県中越地方 

最大震度４ 新潟県長岡市、三

条市、見附市、魚沼市 

４：西会津町 

（１：本宮町、白沢村） 

 

８９ 

 

２００５年 １月 １日 ５時１３分 ５．０ 茨城県沖 

最大震度４ 

４：安達町、中島村、平田村、

滝根町、大越町、都路村 

いわき市 

（３：本宮町、白沢村） 

９０ ２００５年 ４月 ４日 ２時５７分 ５．３ 福島県沖 

最大震度４ 茨城県大子町ほか 

４：双葉町 

（２：本宮町、白沢村） 

９１ ２００５年 ８月１６日 １１時４６分 ７．２ 宮城県沖 

最大震度６弱 宮城県川崎町 

５強：相馬市、鹿島町、新地

町、国見町、川俣町 

５弱：福島市、伊達市、田村市

ほか 

４：本宮町、白沢村 

 

９２ 

 

２００５年１０月１９日 ２０時４４分 ６．３ 茨城県沖 

最大震度５弱 茨城県鉾田市 

４：郡山市、白河市、泉崎村、

中島村ほか 

（３：本宮町、白沢村） 

 

９３ 

 

２００５年１０月２２日 ２２時１２分 ５．６ 福島県沖 

最大震度４ 

４：中島村、田村市、いわき

市、広野町、楢葉町、富岡

町、川内村 

（３：白沢村 ２：本宮町） 

 

９４ 

 

２００５年１２月２８日 １８時４６分 ４．８ 茨城県南部 

最大震度４ 

４：白河市 

（２：本宮町、白沢村） 
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（資料２）                                     ７／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（４以上） 

９５ ２００７年 ７月１６日 １０時１３分 ６．８ 新潟県上中越沖 

最大震度６強 新潟県長岡市、

柏市、刈羽村 

４：会津若松市、喜多方市、西

会津町 

（３：本宮市） 

９６ ２００８年 ６月１４日 ８時４３分 ７．２ 岩手県内陸南部 

最大震度６強 岩手県奥州市 

５弱：新地町 

４：福島市、郡山市、白河市、

二本松市、須賀川市、相馬

市、南相馬市、いわき市、

猪苗代町ほか 

（３：本宮市） 

９７ ２００９年 ２月１７日 ９時１２分 ４．９ 福島県沖 

最大震度４ 

４：相馬市、葛尾村 

（３：本宮市） 

９８ ２００９年１０月１２日 １８時４２分 ４．９ 福島県会津 
最大震度４ 

４：柳津町 

９９ ２００９年１１月２１日 １５時３９分 ４．５ 福島県会津 
最大震度４ 

４：下郷町、南会津町 

１００ ２０１０年 ３月１３日 ２１時４６分 ５．５ 福島県沖 

最大震度４ 

４：本宮市、福島市、郡山市、

白河市、須賀川市、二本松

市ほか 

１０１ ２０１０年 ３月１４日 １７時０８分 ６．７ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：楢葉町 

４：本宮市、福島市、郡山市、白

河市、二本松市、須賀川市、

相馬市、南相馬市、いわき

市、田村市、伊達市ほか 

１０２ ２０１０年 ６月１３日 １２時３２分 ６．２ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：相馬市、浪江町 

４：本宮市、福島市、白河市、

二本松市、南相馬市、いわ

き市、田村市、伊達市、古

殿町ほか 

１０３ ２０１０年 ９月２９日 １６時５９分 ５．７ 福島県中通り 

最大震度４ 

４：郡山市、白河市、須賀川

市、泉崎村、下郷町 

（２：本宮市） 

１０４ ２０１１年 ２月１０日 ２２時０３分 ５．４ 福島県沖 

最大震度４ 

４：富岡町、大熊町、双葉町、

浪江町 

（２：本宮市） 

１０５ ２０１１年 ３月 ９日 １１時４５分 ７．３ 三陸沖 

最大震度５弱 宮城県栗原市、

登米市、美里町 

４：国見町 

（３：本宮市） 
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（資料２）                                     ８／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（５弱以上） 

１０６ 

２０１１年 ３月１１日 

１４時４６分 ９．０ 三陸沖 

東日本大震災 

最大震度７ 宮城県栗原市 

６強：白河市、須賀川市、国見

町、鏡石町、天栄村、楢葉

町、富岡町、大熊町、双葉

町、浪江町、新地町 

６弱：本宮市、福島市、郡山

市、二本松市 

１０７ １４時５４分 ６．１ 
福島県沖 

茨城県北部 

最大震度５弱 

５弱：浪江町 

（３：本宮市） 

１０８ １５時１２分 ６．７ 
福島県沖 

岩手県沖 

最大震度５弱 

５弱：川内村 

（４：本宮市） 

１０９ １５時１５分 ７．６ 茨城県沖 

最大震度６強 茨城県鉾田市 

５弱：白河市、鏡石町 

（４：本宮市） 

１１０ １６時２８分 ６．６ 
岩手県沖 

福島県沖 

最大震度５強 宮城県大崎市 

５弱：富岡町、大熊町、双葉

町、南相馬市 

（４：本宮市） 

１１１ １７時４０分 
６．０ 

 
福島県沖 

最大震度５強 

５強：富岡町 

５弱：田村市、広野町、楢葉

町、浪江町、南相馬市 

（４：本宮市） 

１１２ ２０１１年 ３月１２日 ２２時１５分 ６．２ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：楢葉町、大熊町 

（本宮市：データなし） 

１１３ 

２０１１年 ３月２３日 

７時１２分 ６．０ 福島県浜通り 

最大震度５強 

５強：いわき市 

（３：本宮市） 

１１４ ７時３４分 ５．５ 福島県浜通り 

最大震度５強 

５強：いわき市 

（３：本宮市） 

 

１１５ 
７時３６分 ５．８ 福島県浜通り 

最大震度５弱 

５弱：いわき市 

（３：本宮市） 

１１６ ２０１１年 ３月２３日 １８時５５分 ４．７ 福島県浜通り 

最大震度５強 

５強：いわき市 

（２：本宮市） 
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（資料２）                                     ９／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（５弱以上） 

１１７ ２０１１年 ４月 ７日 ２３時３２分 ７．２ 宮城県沖 

最大震度６強 宮城県栗原市、

仙台市 

５強：桑折町、国見町、田村

市、伊達市、相馬市、新地

町、南相馬市 

５弱：本宮市、福島市、郡山

市、二本松市、川俣町、天

栄村 

１１８ ２０１１年 ４月１１日 １７時１６分 ７．０ 福島県浜通り 

最大震度６弱 

６弱：中島村、古殿町、いわき

市 

５強：白河市、鏡石町、天栄

村、棚倉町、平田村、浅川

町ほか 

５弱：本宮市、郡山市、須賀川

市、二本松市ほか 

１１９ ２０１１年 ４月１１日 １７時１７分 ５．７ 福島県浜通り 

最大震度５弱 

５弱：天栄村 

（３:本宮市） 

１２０ ２０１１年 ４月１１日 １７時２６分 ５．４ 福島県中通り 

最大震度５弱 

５弱：古殿町 

（３:本宮市） 

１２１ ２０１１年 ４月１１日 ２０時４２分 ５．９ 福島県浜通り 

最大震度５弱 

５弱：中島村、浅川町、古殿町 

（３：本宮市） 

１２２ ２０１１年 ４月１２日 １４時０７分 ６．４ 福島県中通り 

最大震度６弱 

６弱：いわき市 

５強：浅川町、古殿町 

５弱：郡山市、白河市、須賀川

市、天栄村、中島村、石川

町、平田村、田村市、楢葉

町 

（４:本宮市） 

１２３ ２０１１年 ４月２３日 ０時２５分 ５．４ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：広野町 

（３：本宮市） 

１２４ ２０１１年 ５月 ６日 ２時０４分 ５．２ 福島県浜通り 

最大震度５弱 

５弱：いわき市 

（２：本宮市） 

１２５ ２０１１年 ５月２５日 ５時３６分 ５．０ 福島県浜通り 

最大震度５弱 

５弱：いわき市 

（１:本宮市） 

１２６ ２０１１年 ６月 ４日 １時００分 ５．５ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：いわき市 

（３：本宮市） 
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（資料２）                                    １０／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（５弱以上） 

１２７ ２０１１年 ７月２５日 ３時５１分 ６．３ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：相馬市、楢葉町 

（４：本宮市） 

１２８ ２０１１年 ７月３１日 ３時５３分 ６．５ 福島県沖 

最大震度５強 

５強：楢葉町、川内村 

５弱：郡山市、白河市、平田

村、田村市、いわき市、広

野町、葛尾村ほか 

（４：本宮市） 

１２９ ２０１１年 ８月１２日 ３時２２分 ６．１ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：富岡町、川内村 

（４：本宮市） 

１３０ ２０１１年 ８月１９日 １４時３６分 ６．５ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：須賀川市、二本松市、天

栄村、相馬市、楢葉町、新

地町 

（４：本宮市） 

１３１ ２０１１年 ９月２９日 ５時０５分 ５．４ 福島県浜通り 

最大震度５強 

５強：いわき市 

（２：本宮市） 

１３２ ２０１２年 １月２３日 ２０時４５分 ５．１ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：川内村 

（３：本宮市） 

１３３ ２０１２年 ４月 １日 ２３時０４分 ５．９ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：楢葉町、富岡町 

（３：本宮市） 

１３４ ２０１３年 ９月２０日 ２時２５分 ５．９ 福島県浜通り 

最大震度５強 

５強：いわき市 

５弱：広野町、楢葉町 

（３：本宮市） 

１３５ ２０１６年１１月２２日 ５時５９分 ７．４ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：いわき市、白河市、須賀

川市、国見町、鏡石町、天

栄村 

（４：本宮市） 

１３６ ２０１７年 ２月２８日 １６時４９分 ５．７ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：相馬市、楢葉町、双葉

町、南相馬市 

（４：本宮市） 

１３７ ２０１７年１０月 ６日 ２３時５６分 ５．９ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：楢葉町、川内村 

（４：本宮市） 

１３８ ２０１９年 ８月 ４日 １９時２３分 ６．４ 福島県沖 

最大震度５弱 

５弱：双葉町 

（４：本宮市） 
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（資料２）                                    １１／１１ 

番号 年 月 日 時  間 Ｍ 震 央 地 域 震 度（５弱以上） 

１３９ ２０２１年 ２月１３日 ２３時０７分 ７．３ 福島県沖 

最大震度６強 

６強：国見町、相馬市、新地町 

６弱：本宮市、福島市、郡山

市、須賀川市、伊達市、桑

折町、川内村、大熊町、双

葉町、浪江町、広野町、川

俣町、天栄村、楢葉町 

５強：白河市、大玉村、二本松

市、鏡石町、泉崎村、中島

村、矢吹町、玉川村、浅川

町 

１４０ ２０２１年 ３月２０日 １８時０９分 ６．９ 宮城県沖 

最大震度５強 宮城県仙台市、

大崎市、石巻市など 

５弱：国見町、田村市、相馬

市、大熊町、双葉町、浪江

町、新地町、飯舘村、南相

馬市 

（４：本宮市） 

１４１ ２０２１年 ５月 １日 １０時２７分 ６．８ 宮城県沖 

最大震度５強 宮城県大崎市、

石巻市、涌谷町など 

５弱：国見町、相馬市、南相馬

市 

（４：本宮市） 
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第２ 防災上の自然的・社会的条件 

１．人口分布（資料３） 

地区別人口                （令和３年１２月３１日現在） 

  行政区名  人 口  世帯数  15歳未満  15～64歳  65～74歳 75～84歳 85歳以上  

1  本宮 1区  429 192 35 250 59 47 38 

2  本宮２区  124 57 12 62 23 13 14 

3  本宮３区  209 89 11 102 50 27 19 

4  本宮４区  190 86 9 97 32 35 17 

5  本宮５区  263 106 19 148 47 32 17 

6  本宮６区  481 194 45 256 71 75 34 

7  本宮７区  111 36 8 59 24 14 6 

8  本宮８区  235 102 17 113 51 32 22 

9  本宮９区  1,141 440 144 696 135 104 62 

10  本宮 10区  1,985 784 281 1,239 249 128 88 

11  本宮 11区  1,506 691 161 931 204 135 75 

12  本宮 12区  1,611 650 242 960 181 114 114 

13  本宮 13区  1,118 444 147 658 190 82 41 

14  本宮 14区  571 226 85 361 65 40 20 

15  青田地区  1,476 558 165 882 242 113 74 

16  荒井地区  1,920 784 227 1,211 238 174 70 

17  仁井田地区  2,263 890 269 1,279 383 198 134 

18  高木地区  3,457 1,322 453 2,032 528 293 151 

19  岩根･関下地区  3,597 1,117 742 2,251 369 140 95 

20  和田地区  1,554 519 156 793 288 165 152 

21  糠沢地区  2,603 852 261 1,646 369 177 150 

22  白岩地区  1,562 499 163 897 252 144 106 

23  長屋地区  630 169 82 345 97 61 45 

24  稲沢地区  690 210 58 357 152 55 68 

25  松沢地区  308 103 16 165 62 32 33 

合  計  30,034 11,120 3,808 17,790 4,361 2,430 1,645 
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２．危険物取扱施設(販売・事業所)（資料４） 

（令和３年１２月３１日現在） １／３ 

番号 事 業 所 名 設 置 場 所 電話 
保有危険物の種類 

区 分 
4-1  4-2  4-3  4-4  

1  (株)ＩＨＩ物流産業システム 荒井字恵向 60-10 36-4764  〇 〇   屋内貯蔵所 

2  
(株)ＩＨＩフォイトペーパーテ

クノロジー 本宮事業所 
荒井字恵向 60-10 36-4769    〇  地下タンク貯蔵所 

3  (有)アイシー産業  
糠沢字東禅寺 31-1、 

14-3、37-5、122-3 他 
44-4108  〇 ○  ○   

製造所  

屋内貯蔵所 

屋外タンク貯蔵所 

移動タンク貯蔵所 

4 (有)アイシー産業 糠沢字山中 126-1 44-4108    〇  屋外貯蔵所 

5  (株)アイソン昭代橋給油所  本宮字東町 1 33-2004  ○  ○     給油取扱所  

6  (株)アイソン  荒井字山神 64-3  33-2002    ○      移動タンク貯蔵所  

7  (株)相原製作所  糠沢字鴨内 234-18  44-4111  ○    ○   
屋内貯蔵所 

一般取扱所  

8  アサヒビール(株)福島工場  荒井字上前畑 1-1 他 33-4111  ○  ○  ○   
屋内貯蔵所  

屋外タンク貯蔵所 

9  
アズビル金門エナジープロダク

ツ(株)白沢工場 
長屋字菖蒲田 1-5  44-4121  〇 〇  〇 〇 屋内貯蔵所 

10  
安達太良サービスエリア上り線

給油所 
本宮字天ヶ 189 33-1245  〇 〇   給油取扱所 

11  
安達太良サービスエリア下り線

給油所 
本宮字天ヶ 173 33-1145  〇 〇   給油取扱所 

12  
安達地方広域行政組合もとみや

クリーンセンター  
本宮字作田 113  33-5499      ○    地下タンク貯蔵所  

13  あだち運送(株) 荒井字青田原 203-2  36-2437   〇        給油取扱所 

14  アルス(株)  本宮字名郷 7  33-2326      ○    地下タンク貯蔵所  

15 (有)アンサード  長屋字征矢田 4-2  44-4248  ○  ○      
移動タンク貯蔵所 

給油取扱所  

16 
伊藤忠エネクスホームライフ東

北(株)福島支店 
仁井田字桝形 38-3  24-7093   〇   移動タンク貯蔵所 

17 (株)岩城屋商店  本宮字荒町 49-8 58  33-2632   ○      
移動タンク貯蔵所 

一般取扱所  

18 (有)エイシー技研  糠沢字小田部 186-1  44-4282   ○ ○  ○    屋内貯蔵所  

19 
ＡＧＣエレクトロニクス(株) 

本宮事業所  
荒井字恵向 121-3  63-5260  ○  ○  ○   

屋内貯蔵所  

一般取扱所 

20 ＮＴＴ本宮ビル 本宮字九縄 27-3  
024- 

531-7481 
 ○         

地下タンク貯蔵所 

（休止） 

21 
(株)ＥＮＥＯＳウイング本宮イ

ンター給油所  
荒井字恵向 121-3  36-1861  ○  ○  ○     給油取扱所 

22 
エネクスフリート(株)本宮イン

ター給油所 
荒井字狐塚 4-5  34-5757  ○  ○  ○     給油取扱所 

23 (有)ＦＲＰ福島 和田字西明内 180-1  44-4377  ○  ○     屋内貯蔵所  

24 大虎運輸東北(株)福島支店 荒井字恵向 32-1 他 63-5065   ○      給油取扱所  

25 医療法人 落合会 東北病院 青田字花掛 20  33-2588       ○         地下タンク貯蔵所 

26 医療法人 落合会 まゆみの里  青田字花掛 20  33-2588      ○    地下タンク貯蔵所  

27 (有)おぬまや  荒井字荒町 21  33-2856    ○      移動タンク貯蔵所  

28 (株)春日工業所 本宮工場  長屋字菖蒲田 1 44-4031  ○ ○      屋内貯蔵所  

29 (株)カトーコーポレーション 本宮字下台 22-3  63-1201  ○  ○  ○  〇    
移動タンク貯蔵所  

給油取扱所 
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（資料４）                                        ２／３ 

番号 事 業 所 名 設 置 場 所 電話 
保有危険物の種類 

区 分 
4-1  4-2  4-3  4-4  

30 カメイ(株)郡山物流センター  糠沢字水上 21-1  44-4630   ○  ○   

屋内貯蔵所(休止) 

屋外貯蔵所(休止)  

屋外タンク貯蔵所 

地下タンク貯蔵所 

31 
カメイ物流サービス(株)郡山営

業所 
糠沢字水上 21-1  44-4630   ○  ○    地下タンク貯蔵所 

32 川名建設工業(株) 本宮字田中 47-2  33-2755 〇 〇 〇  
屋内貯蔵所 

給油取扱所 

33 
元旦ビューティ工業(株)福島工

場 
荒井字諸子沢 50  36-1611 〇    屋内貯蔵所 

34 
(株)キタセキ本宮インター給油

所 
荒井字上沢 25  33-4722 〇 〇 〇  給油取扱所 

35 近物レックス(株)本宮支店 関下字下関下 66-1  24-5350  〇   給油取扱所 

36 (株)源之助ロジステックス 関下字神座 104-1  39-2246 〇 〇   給油取扱所（休止） 

37 郡山チップ工業(株)本宮工場 稲沢字入高野 63-5  44-1612 〇 〇   屋内貯蔵所 

38 コバテック(株) 青田字東万風 46-2  33-3111 〇 〇   屋内貯蔵所 

39 
コメリハートアンドグリーン本

宮店 
高木字平内 7-1  63-2270  〇   一般取扱所 

40 
コメリハートアンドグリーン本

宮仁井田店 
仁井田字西町 38  63-1501  〇   一般取扱所 

41 (株)佐藤製作所福島工場 糠沢字東笹田 66-17  44-3088 〇 〇   屋内貯蔵所 

42 佐藤燃料(株) 荒井字山神 32-3 他 33-2002    〇 屋内貯蔵所 

43 
(株)ＪＡふくしま未来サービス

本宮給油所 
本宮字戸崎 14-1 41 34-3833 〇 〇 〇  

移動タンク貯蔵所 

給油取扱所 

44 医療法人慈久会 谷病院 本宮字南町裡 149 33-2721   〇  地下タンク貯蔵所 

45 白岩生コン(株) 長屋字中島 27-1 44-3997  〇   給油取扱所 

46 白沢光学(株) 糠沢字原 178-イ 44-2372 〇    屋内貯蔵所 

47 (株)スカイ運輸本宮営業所 荒井字狐塚 58-2  36-2533  〇   給油取扱所 

48 仙建工業(株)郡山出張所 本宮字万世 13-5  
024- 

944-1152 
 〇   屋内貯蔵所 

49 センコン物流(株)福島営業所 本宮字中台 1-26  34-3443  〇   給油取扱所 

50 (株)ダイユーエイト本宮店 荒井字久保田 132-10  63-5581  〇   地下タンク貯蔵所 

51 
太陽鉱油(株)本宮インター給油

所 

本宮字山田 51-59  

仁井田字上山田 29-8  
34-1125 〇 〇 〇  

移動タンク貯蔵所 

給油取扱所 

52 
(株)太陽流通サービス郡山営業

所 
荒井字恵向 121-48  63-1653  〇   給油取扱所 

53 (株)タカギセイコー東北工場 本宮字中台 5  34-4515 〇 〇   屋内貯蔵所 

54 (有)武田産業本宮給油所 荒井字山神 42-10  33-3455 〇 〇   
移動タンク 

給油取扱所 

55 (有)東部石産工業所 青田字大作 1 33-4322  〇   給油取扱所 

56 
東北自動車安達太良ＳＡ下り線

非常用発電設備燃料 
本宮字天ヶ 100-2  

024- 

542-0111 
  〇  地下タンク貯蔵所 

57 東北西部運輸(株) 荒井字恵向 121-56  63-5858  〇   給油取扱所 

58 東北大栄工業(株) 本宮字南ノ内 37-1  34-1061 〇    屋内貯蔵所 

59 (株)東北村田製作所 本宮工場 本宮字樋ノ口 2  33-4331 〇 〇 〇 〇 

屋内貯蔵所 

屋外タンク貯蔵所 

一般取扱所 

60 (株)東北村田製作所 本宮工場 本宮字中野 9-1  33-4331 〇 〇 〇 〇 
屋内貯蔵所 

屋外タンク貯蔵所 

一般取扱所 
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（資料４）                                        ３／３ 

番号 事 業 所 名 設 置 場 所 電話 
保有危険物の種類 

区 分 
4-1  4-2  4-3  4-4  

61  東和(株) 本宮字舘町 2-1  34-2718  〇   地下タンク貯蔵所 

62  東和(株) 仁井田字申 70-1  34-2718   〇  
地下タンク貯蔵所 

（休止） 

63  ときわ工業株式会社本宮工場 
稲沢字桑田 46-2  

稲沢字入高野 60-2 
64-2450 〇   〇 屋内貯蔵所 

64  
特別養護老人ホームしらさわ有

寿園 

和田字戸ノ内 158-3 

209 
64-2121  〇   地下タンク貯蔵所 

65  特別養護老人ホームぼたん荘 本宮字上千束 ３  63-2600  〇   
地下タンク貯蔵所 

一般取扱所 

66  (有)根本商店 白岩字桑内 304-3  44-2708 〇 〇   給油取扱所 

67  (有)根本商店 白岩字白田 26-4  44-2708 〇 〇   給油取扱所 

68  橋本産業(株)福島営業所 本宮字石塚 20  33-2750  〇 〇  

屋外タンク貯蔵所 

移動タンク貯蔵所 

一般取扱所 

69  
パナソニック(株)インダストリ

ー社メカトロニクス事業部 
仁井田字一里壇 77  33-5111 〇 〇 〇 〇 屋内貯蔵所 

70  
(株)東日本宇佐美 4号新本宮イ

ンター給油所 
荒井字北ノ内 60-1  34-1720 〇 〇 〇  給油取扱所 

71  福島グラビア(株) 荒井字恵向 88  33-2531 〇 〇  〇 

屋内貯蔵所 

地下タンク貯蔵所 

一般取扱所 

72 福島県立本宮高等学校 高木字井戸上 45  33-2120   〇  地下タンク貯蔵所 

73 (株)福島芝浦電子 糠沢字東笹田 66-5  44-3017  〇 〇  屋内貯蔵所 

74 福島プラスチックス(株) 荒井字恵向 88  36-3931   〇 〇 
屋外タンク貯蔵所 

一般取扱所 

75 福島本木運送(株) 本宮字下台 22-5  33-1121  〇  〇 給油取扱所 

76 ホンダ部品販売(株)福島営業所 荒井字恵向 35-1 他 63-5077 〇 〇 〇 〇 屋内貯蔵所 

77 前田製管(株)郡山工場 関下字向川原 1-1  36-4491   〇  
屋外タンク貯蔵所 

一般取扱所 

78 前山倉庫(株)郡山営業所 荒井字上沢 3-1  36-6623  〇   給油取扱所 

79 
(株)ミツウロコヴェッセル東北

郡山店 
荒井字恵向 60-12  36-4411  〇   

地下タンク貯蔵所 

移動タンク貯蔵所 

一般取扱所 

80 名糖運輸(株)福島営業所 荒井字下原 1  36-2745  〇   給油取扱所 

81 
ヤマトオートワークス(株)福島

工場 
荒井字青田原 1-522  63-2836  〇   給油取扱所 

82 (株)吉川油脂福島本宮工場 本宮字下台 18-13  34-1414   〇  屋外タンク貯蔵所 

83 (株)ライフサポート・エガワ 長屋字長屋平 40  44-4300 〇 〇   給油取扱所 

84 酪王協同乳業(株) 荒井字下原 14  36-3175   〇  屋外タンク貯蔵所 

85 渡辺商店 高木字反田 28-5  34-2165  〇   一般取扱所 

86 渡辺モーター 糠沢字小田部 12-1  44-3672 〇 〇   給油取扱所 

87 
本宮市公共下水道舘町排水ポン

プ場 
本宮字馬場 15-3  34-2729   〇  

地下タンク貯蔵所 

一般取扱所 

88 
本宮市中央公民館・サンライズ

もとみや 
本宮字矢来 39-4  33-2611  〇   地下タンク貯蔵所 

89 本宮市民プール 本宮字舞台 36  34-3003  〇   地下タンク貯蔵所 

90 本宮方部学校給食センター 青田字笠松山 10-1  33-2025   〇  地下タンク貯蔵所 

91 本宮まゆみ小学校 本宮字舞台 1  63-2205  〇   地下タンク貯蔵所 

92 糠沢小学校 糠沢字原 43-1  44-2006  〇   地下タンク貯蔵所 

93 白岩小学校 白岩字馬場 193  44-2005  〇   地下タンク貯蔵所 

94 和田小学校 和田字学校前 1  44-2219  〇   地下タンク貯蔵所 

95 白沢公民館 白岩字堤崎 500  44-2350   〇  地下タンク貯蔵所 
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※ 危険物の種類欄（第２類・第４類・第５類危険物） 

類 別 品                      名 

２  赤りん・金属粉・マグネシウム・硫黄  

４－１  ガソリン・アセトン・溶剤・グラビアインキ・シンナー・塗料・トルイン・トルエン・ベンジン・接着剤ラッカー

シンナー・炭酸プロピレン  

４－２  灯油・軽油・塗料用シンナー・プロセスシンナー・キシレン・ヨードチンキ・コーテング剤・エーテル  

４－３  重油・樹脂硬化剤・エポキシ樹脂・硬化剤・タービン油・ギヤオイル・エンジンオイル・潤滑油・廃油・フェノー

ル・作動油・油圧作動油類・熱媒体油類・アセトン・水素系有機溶剤  

４－４  オイル・流動パラフィン・アルコール類・香料・メタノール・エタノール・ＩＰＡ・植物油・熱媒体油二塩基酸エ

ステル・ＮＭＰ・酢酸エチル  
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３．本宮市土砂災害警戒区域一覧表（資料５） 

             １／２ 

番

号 
住所 区域名 

土砂災害の発生

原因となる自然

現象の種類 

指定区域の種類 告示番号 指定年月日 

1 本宮市青田 平井沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

2 本宮市青田字愛宕 愛宕沢 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

3 本宮市青田字空久保 空久保沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

4 本宮市荒井字羽山 羽山 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

5 本宮市稲沢字雨堤 雨堤 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

6 本宮市稲沢字下後山 下後山 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

7 本宮市稲沢字五百田 五百田１号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

8 本宮市稲沢字根柄 根柄１号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

9 本宮市稲沢字根柄 根柄２号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

10 本宮市稲沢字山道 七久保 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

11 本宮市稲沢字十文字 十文字 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

12 本宮市稲沢字上鹿山内 上鹿山内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

13 本宮市稲沢字上鹿山内 上鹿山内２号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 312号 令和 3年 3月 16日 

14 本宮市稲沢字赤坂 赤坂 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

15 本宮市稲沢字谷戸 谷戸 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

16 本宮市稲沢字堂平 堂平 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

17 本宮市稲沢字鍋ヶ作 下田ノ入 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

18 本宮市稲沢字梅ヶ久保 梅ヶ久保 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 312号 令和 3年 3月 16日 

19 本宮市岩根 下樋沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

20 本宮市岩根 小山１号沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

21 本宮市岩根 小山２号沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

22 本宮市岩根 小山３号沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

23 本宮市岩根 本郷沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

24 本宮市岩根字下樋 下桶 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

25 本宮市岩根字新林 新林沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 290号 令和 1年 9月 27日 

26 本宮市岩根字水池尻 水池尻沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

27 本宮市岩根字大森 大森沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

28 本宮市岩根字大谷地 大谷地沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

29 本宮市岩根字二ッ屋 二ッ屋沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

30 本宮市白岩字塩ノ崎 塩ノ崎 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

31 本宮市白岩字梶内 梶内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 312号 令和 3年 3月 16日 

32 本宮市白岩字岩ノ入 岩ノ入 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

33 本宮市白岩字高槻 高槻 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

34 本宮市白岩字陣場 陣馬 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

35 本宮市白岩字大岩入 大岩入沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 
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（資料５）                                        ２／２ 

番

号 
住所 区域名 

土砂災害の発生

原因となる自然

現象の種類 

指定区域の種類 告示番号 指定年月日 

36 本宮市白岩字竹ノ作 竹ノ作 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

37 本宮市高木字久保 久保 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

38 本宮市高木字大石 大石 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

39 本宮市長屋字宮山 宮山 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

40 本宮市長屋字道内 道内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

41 本宮市糠沢字五味内 五味内１号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

42 本宮市糠沢字五味内 五味内２号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

43 本宮市糠沢字高松 高松 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

44 本宮市糠沢字赤木 赤木１ 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

45 本宮市糠沢字東禅寺 赤木２ 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

46 本宮市糠沢字東禅寺 東禅寺 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

47 本宮市糠沢字東禅寺 東禅寺１号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

48 本宮市糠沢字東禅寺 東禅寺２号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

49 本宮市糠沢字二斗内 二斗内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

50 本宮市糠沢字礼堂 礼堂 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

51 本宮市松沢字古城ヶ谷戸 古城ヶ谷戸 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

52 本宮市松沢字大作田 大作田 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 416号 令和 2年 6月 26日 

53 本宮市松沢字糀屋 糀屋 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

54 本宮市本宮上千束 上千束 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

55 本宮市本宮舘ノ越 舘ノ越 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

56 本宮市本宮舘ノ越 舘ノ越 1号 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

57 本宮市本宮戸崎 戸崎 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

58 本宮市和田字苦木沢 苦木沢 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

59 本宮市和田字戸ノ内 戸ノ内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

60 本宮市和田字上明石内 上明石内１ 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

61 本宮市和田字諏訪 諏訪 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

62 本宮市和田字西明石内 上明石内２ 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

63 本宮市和田字西明内 西明内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 549号 平成 30年 6月 26日 

64 本宮市和田字東明石内 東明石内 土石流 警戒区域 第 676号 平成 30年 8月 31日 

65 本宮市和田字北大沢 北大沢 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 840号 平成 25年 12月 27日 

66 本宮市和田字北大沢 北大沢 土石流 警戒区域／特別警戒区域 第 210号 平成 26年 3月 28日 

67 本宮市和田字戌茂内 戌茂内 急傾斜地の崩壊 警戒区域／特別警戒区域 第 312号 令和 3年 3月 16日 
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４．がけ崩れ危険箇所（資料６） 

番号  地域  字  延長  予想される災害現象  人 家  公共施設  備 考 

１ 本 宮 富ケ峯 ５０ がけ崩れ ２２  人工 

２ 本 宮 坊屋敷 ３０ がけ崩れ ６  自然 

３ 本 宮 立石 １５０ がけ崩れ ４０ 市営住宅・市道 人工 

４ 本 宮 柳ノ内 ２００ がけ崩れ ４５ 市道 自然 

５ 高 木 大 岩 １００ がけ崩れ ７  人工 

６ 本 宮 小 幡 １００ がけ崩れ ５ 市道 人工 

７ 青 田 高日向 １５０ がけ崩れ ７  人工 

  

  

５．山地災害危険箇所（資料７） 

１．山腹崩壊危険地区（県地域防災計画書より）                  

番 号 地区名  所 在 地  人 家  公共施設  備   考  

１００１ 駒 込  高木字駒込       

１００３ 久 保  高木字久保       

１００１ 柄 沢  稲沢字柄沢     森林土木課  

１００２ 宮ノ前  稲沢字宮ノ前     森林土木課  

１００３ 名葉ノ内  稲沢字名葉ノ内  １   森林土木課  

１００４ 水 上  糠沢字水上  ４   森林土木課  

１００５ 埋 内  白岩字埋内  ７   森林土木課  

１００６ 石ケ作  糠沢字石ケ作     森林土木課  

１００９ 江 口  和田字江口  １   森林土木課  

１０１０ 大岩入１  白岩字大岩入  １０    森林土木課  

１０１１ 大岩入２  白岩字大岩入  １０    森林土木課  

１０１２ 高 松  糠沢字高松  ２０  １ 森林土木課  

１０１３ 山 道  稲沢字山道  ３    森林土木課 H5.2.25  

１０１４ 胡桃ケ作  稲沢字胡桃ケ作  ３    森林土木課 H5.2.25  

 

２．崩壊土砂流出危険地区  

番 号 地区名 所 在 地 人 家 公共施設 備   考 

２００１ 大 作  青田字大作        
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６．砂防指定地（県地域防災計画より）（資料８） 

指定番号 水 系 渓  流 所 在 地 告 示 年 月 日 告 示 番 号 

６６７ 阿武隈川  蛇 沢  岩根池ノ入  平成 4年 3月 16日  第 653 号  

 

 

７．重要水防箇所一覧表 （資料９）  

１．国直轄管理河川 阿武隈川【令和３年度評定】     １／２ 

番号 距離標 

重 要 水 防 区 域  予想される 

危険概要及び 

評価種別  

対策水防工法  地区名及び 

左右岸の別  

延 長 

ｍ  

１ 
67.6K+100 

68.0K+125 
本宮左岸 

486 

486 

堤防高 

Ｂ 積土のう 

２ 
68.0K+125 

68.2K+ 50 
本宮左岸 

124 

124 

堤防高 

Ｂ 
積土のう 

３ 68.0K+125 本宮左岸  
昭代橋 

Ｂ 
 

４ 
68.2K+ 95 

68.4K+ 25 
本宮左岸 

128 

128 

堤防高 

Ｂ 
積土のう 

５ 68.4K+ 80 本宮左岸  
安達橋 

Ｂ 
 

６ 
69.4K+ 55 

69.4K+135 
本宮左岸 

82 

82 

堤防高 

Ａ 
積土のう 

７ 
63.6K+175 

64.4K+ 80 

白沢下流 

右岸 

721 

721 

堤防高 

Ａ 
積土のう 

８ 
67.0K+ 50 

68.0K+145 
本宮右岸 

1,071 

1,071 

危険個所 67.2K 

Ｂ 
積土のう 

９ 68.4K+160 本宮右岸  
百目木樋管 

Ａ 
 

１０ 
67.6K+ 90 

67.6K+165 
本宮左岸 

100 

100 
旧河道  

１１ 
68.2K+100 

68.4K+ 20 
本宮左岸 

128 

128 
新堤防  
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１．国直轄管理河川 阿武隈川【令和３年度評定】      ２／２ 

番号 距離標 

重 要 水 防 区 域  予想される 

危険概要及び

評価種別  

対策水防工法  地区名及び 

左右岸の別  
延 長ｍ  

１２ 
68.4K+ 25 

69.0K+ 95 
本宮左岸 

723 

723 
新堤防  

１３ 
69.0K+160 

69.4K+ 55 
本宮左岸 

162 

162 
新堤防  

１４ 
68.0K+145 

68.4K+100 
本宮右岸 

359 

359 
新堤防  

１５ 
68.4K+120 

68.4K+180 
本宮右岸 

59 

59 
旧河道  

１６ 
68.6K+135 

69.8K+ 15 
本宮右岸 

1,001 

979 
新堤防  

１７ 
69.6K+170 

69.6K+190 
本宮右岸 

22 

22 
旧河道  

注）上段は評定延長、下段は重複を除いた延長 
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２．県管理河川  

番

号 
河川名  

消防団 

分団名  

重 要 水 防 区 域  予想される 

危険概要 

戸数・氾濫面積  

被災予想区域  左右岸 

の別  

位 置 延長 

ｍ 地 域 

１ 安達太良川 

本宮 

第 1分団 

第 2分団 

両岸  
本宮字下町 

（千代田橋）  
900 

溢 水 

78 戸・3ha 

本宮字南町裡 

本宮字馬場  

２ 百 日 川 
本宮 

第 2分団 
両岸  

本宮字柳ノ内 

本宮字弁天  
720 

溢 水 

32 戸・2ha 

本宮字柳ノ内 

本宮字弁天  

３ 五 百 川 
本宮 

第 8分団 
両岸  

関下字大柳 

関下字向川原  
600 

溢 水 

 8 戸・8ha 

仁井田字瀬戸川 

仁井田字下ノ原  

４ 五 百 川 

本宮 

第 5分団 

第 6分団 

両岸  
仁井田字一里壇 

荒井字恵畑 
2,500 

溢 水 

11 戸・8ha 

仁井田字一里壇 

荒井字葉山  

５ 仲 川 
白沢 

第 1分団 
両岸  糠沢字小田部 800 溢 水 糠沢字小田部  

６ 朝日出川 
白沢 

第 3分団 
両岸 白岩字田中  溢 水 白岩字田中 

  

 

３．市管理河川  

番

号  
河川名  

消防団 

分団名  

重 要 水 防 区 域  
予想される 

危険概要 
被災予想区域  左右岸 

の別  

位 置  延長 

ｍ 地 域  

１ 作田排水路  
本宮 

第 2分団 
両岸  本宮字作田  600 溢 水 

本宮字作田 

本宮字大貫  

２ 百目木排水路 
本宮 

第 7分団 
両岸  高木字百目木  300 溢 水 

高木字百目木 

高木字舟場  

３ 堂 川 
本宮 

第 6分団 
両岸  仁井田字一里壇  600 溢 水 

仁井田字一里壇 

仁井田字葉山  

４ 矢 沢 川 
本宮 

第 8分団 
両岸  岩根字矢沢  100 洗 掘 

岩根字輪ヶ渕 

岩根字矢沢  

５ 関下排水路 
本宮 

第 8分団 
両岸 関下字下関下  200 洗 掘 

関下字下関下 

関下字緒子沢  
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８．池沼調書（資料 10） 

１／３ 

番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 
受益面積 

（ｈａ） 
型式 

貯水量

（㎥） 
堤 高

（ｍ） 
堤 長

（ｍ） 
要改修 

内 容 

１  蛇ノ鼻上ノ池  阿武隈川・安達太良川 本宮字蛇ノ鼻 71  ６０ 土堰堤 24,000  5.5  81    

２  蛇ノ鼻中ノ池  〃 本宮字蛇ノ鼻 74  ６０ 〃 55,000  6.4  153    

３  蛇ノ鼻下ノ池  〃 本宮字天ケ 63-2  ６０ 〃 19,000  7.0  89    

４  宮ノ池  阿武隈川・瀬戸川 本宮字平井 339  ５ 〃 5,900   2.9  65    

５  兼谷池  阿武隈川 本宮字兼谷  ４ 〃 5,900 3.5  50    

６  ヒシ池  阿武隈川・瀬戸川 本宮字平井 78  ５ 〃 2,900 2.3  66    

７  年中池  〃 青田字年中  １１ 〃 7,000  13.0  90    

８  錫杖池  〃 青田字殕森 538  １１ 〃 3,500  4.5  76    

９  新池  〃 青田字西原  ６ 〃 17,000  8.3  275    

１０  大谷池  〃 青田字大谷 537  ５０ 〃 59,000  3.8  288    

１１  金亀池  〃 青田字右城久保  ５ 〃 2,000  3.1  69    

１２  銭亀池  〃 青田字右城久保  ５ 〃 5,000  3.6  97    

１３  戸張池  〃 青田字戸張  １０ 〃 17,000  5.5  101    

１４  蔵内池  〃 青田字蔵内 38  ７ 〃   2.2  60    

１５  大池  阿武隈川・五百川 岩根字池ノ下 ４０ 〃 59,000  7.5  26   

１６  静ケ池  〃 岩根字深沢  ６ 〃 5,000  4.4  108    

１７  三池  〃 岩根字三合原  ５ 〃 5,000  4.3  124    

１８  荒池  〃 岩根字三合原  ６ 〃 9,000  5.9  108    

１９  二ツ池上  〃 岩根字蛇沢  ５ 〃 10,000  6.7  127    

２０  茗荷池  〃 岩根字入茗荷 ２６ 〃 2,000  5.1  83    

２１  鳥足池  阿武隈川 高木字水境 17  １０ 〃 9,000  6.6  30    

２２  明戸石池  〃 高木字明戸石  ２０ 〃 3,000    53    

２３  大池  〃 高木字重石 1  ２０ 〃 14,000  12.0  67    

２４  重石池  〃 高木字重石 14  ２０ 〃 12,000  12.0  77    

２５  新池  〃 高木字中滝 42  １０ 〃 2,000  4.0  40    

２６  中滝池  〃 高木字中滝 40  １０ 〃 7,000  7.0  47    

２７  滝ノ入池  〃 高木字中滝 33  １０ 〃 3,000  5.5  89    

２８  中前田池  阿武隈川・五百川 岩根字中前田 37  ２２ 〃 2,600 2.2  50    

２９  東前田池  〃 岩根字東前田 39  ２ 〃 1,000 2.0  22    

３０  二ツ池下  〃 岩根字蛇沢  ５ 〃 6,500  5.2  95    

３１  長筬池  阿武隈川・瀬戸川 青田字長筬 31  ２ 〃 2,100  3.2  60    

３２  小池  〃 青田字小池 47-1  ２ 〃 800 1.8  45    

３３  作田上ノ池  阿武隈川 字作田 1  ２ 〃 1,100 2.2  38    

３４  作田下ノ池  〃 字作田 23   ２ 〃 1,300  2.7  34    



本宮市地域防災計画（資料編） 

第１章 総 則 

29  

（資料 10）                                       ２／３ 

番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 
受益面積 

（ｈａ） 
型式 

貯水量

（㎥） 
堤 高

（ｍ） 
堤 長

（ｍ） 
要改修 

内 容 

３５  寺池  〃 高木字舟場 56 ２ 〃 2,000 2.6  66    

３６  白旗溜池  阿武隈川・仲川 和田字白旗 28  ２３５ 〃 11,900  7.2  95    

３７  真光寺大池  〃 和田字西明内 144  ２ 〃 4,300  3.5  66    

３８  返シ内池  〃 和田字返シ内 38  ５ 〃 4,300  3.5  58    

３９  中島池  〃 和田字戸ノ内 177  ３ 〃 1,700  4.0  24    

４０  小舘池  阿武隈川 ･浅川 和田字小舘 132  ５ 〃 4,100  3.0  35    

４１  桜内池  阿武隈川・仲川 和田字久保入 56  ３ 〃 2,800  4.0  35    

４２  荒池  〃 糠沢字礼堂 23  ７ 〃 9,000  3.0  90    

４３  礼堂池  〃 糠沢字礼堂  ２ 〃 1,200  3.8  44    

４４  八幡田池  〃 糠沢字葭池 164  ３ 〃 2,600  4.0  45    

４５  池端池  〃 糠沢字羽黒 337  ２ 〃 500 2.0  34    

４６  東笹田池  〃 糠沢字東笹田 65  ４ 〃 1,500  2.5  47    

４７  尽沢池  〃 糠沢字石ケ作 61  ３ 〃 1,700  3.3  34    

４８  西笹田池  〃 糠沢字西笹田 115  ９ 〃 7,100  2.6  60    

４９  狢池  〃 糠沢字高松 226  ４ 〃 500 3.0  32    

５０  高松池  阿武隈川 糠沢字高松 100  ４ 〃 300  2.7  31    

５１  長屋平大池  阿武隈川・白岩川 長屋字大池 18  ２０ 〃 29,600  4.3  94    

５２  滝池  〃 長屋字滝池 18  １５ 〃 21,900  4.8  81    

５３  田平池  〃 長屋字田平 20  １６ 〃 16,100  4.8  76    

５４  谷戸池  〃 長屋字桑原前 1  ５ 〃 4,000  4.3  47    

５５  沢口池  〃 白岩字沢口 227  ６３ 〃 19,500 7.0 71    

５６  屋戸池  〃 白岩字高槻 28  ７ 〃 4,300  2.8  35    

５７  鏡田池  〃 白岩字寺内 55  ２ 〃 3,800  3.2  65    

５８  梶内池  〃 白岩字梶内 2  ８ 〃 1,800  4.0  31    

５９  狐石池  〃 白岩字梶内 191  ８ 〃 6,900  4.5  52    

６０  蟹沢池  〃 白岩字梶内 227  ４ 〃 1,100  4.5  48    

６１  栗ノ木平池  〃 白岩字柳内 58  ２ 〃 9,700  4.6  91    

６２  赤池  〃 白岩字柳内 445  ４ 〃 6,100  3.5  55    

６３  屋戸ケ入池  〃 白岩字柳内 678  ２ 〃 1,100  3.2  23    

６４  金池  〃 白岩字黒内 152  ２ 〃 1,500  3.7  33    

６５  芦ケ沼池  〃 白岩字宮ノ下 13  １０ 〃 11,400  4.0  105    

６６  竹ノ作池  阿武隈川・朝日出川 白岩字竹ノ作 188  ５ 〃 3,200  3.3  37    

６７  大岩入池  〃 白岩字大岩入 153  １０ 〃 15,000  13.5  44    

６８  陣場池  〃 白岩字陣場 18  ３ 〃 1,800  3.2  33    

６９  平郎内池  阿武隈川・白岩川 松沢字平郎内 86  ２ 〃 1,000  2.7  30    
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（資料 10）                                       ３／３ 

番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 
受益面積 

（ｈａ） 
型式 

貯水量

（㎥） 
堤 高

（ｍ） 
堤 長

（ｍ） 
要改修 

内 容 

７０  安達疏水溜池  阿武隈川・仲川 和田字西明内 128  ３７ 〃 34,800  11.0  78    

７１  大谷戸溜池  〃 和田字大谷戸 65  ３ 〃 2,700  18.5  42    

７２  菖蒲田池  阿武隈川・白岩川 長屋字井ノ上後 55  ３ 〃 800 3.0  31    

７３  埋内中池  〃 白岩字埋内 860  ２ 〃 500 1.6  39    

７４  塩ノ崎池  〃 白岩字塩ノ崎 993  １３ 〃 3,800  4.6  80    

７５  岳山池  〃 白岩字塩ノ崎 992  ４ 〃 3,000  6.6  54    

７６  雨堤池  阿武隈川・朝日出川 稲沢字雨堤 127  ３ 〃 100 2.5  32    

７７  大柳池  〃 稲沢字飛内 212  ４ 〃 500 3.0  43    

７８  上喜多池  〃 稲沢字上喜多 174  ６ 〃 700 3.6 49    

７９  道法内池 阿武隈川・白岩川 長屋字道法内 6 ５  9,100 4.0 69  

８０  鴨内池 阿武隈川・仲川 糠沢字鴨内 １  600 3.5 36  

８１ 熊野前池 〃 和田字西明内 ２  700 2.0 31  

８２ 五味池 阿武隈川・白岩川 白岩字沢口 357 １  1,100 2.7 63  

８３ 小田部池 阿武隈川・仲川 糠沢字小田部 81 １  500 2.5 26  

８４ 諏訪池 〃 和田字諏訪 24 １  200 2.0 24  

８５ 団子森池 阿武隈川・朝日出川 稲沢字後品竹 175 １  500 1.8 30  

８６ 長屋荒池 阿武隈川・白岩川 長屋字荒池 １  1,000 2.4 60  

８７ 長作池 阿武隈川・仲川 和田字返シ内 ２  2,200 3.5 40  

８８ 堤崎 阿武隈川・白岩川 白岩字堤崎 798 １  1,000 2.2 50  

８９ 堀ノ内ため池 阿武隈川・仲川 和田字掘ノ内 2 ３  2,000 7.7 51  

９０ 白久保池 阿武隈川・白岩川 白岩字梶内 585 ２   1.0 45  

９１ 宮前池 阿武隈川・小浜川 稲沢字階 29   60 2.9 13  

９２ 松ケ作池 阿武隈川・白岩川 白岩字松ケ作   2,900 5.0 53  

９３ 狐石上池 〃 白岩字梶内 585 ２   1.0 45  
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９．指定文化財（資料 11） 

（令和３年１２月３１日現在） １／３  

市 指 定  

番号  種 別  名    称  員数  所 在 地  備   考  

１ 史 跡 庚申檀古墳（史跡） １ 本宮字竹花 
昭和４５年３月３１日指定 

前方後円墳 

２ 史 跡 天王檀古墳（史跡） １ 本宮字南ノ内 昭和６０年１２月２５日指定 

３ 名 勝 岩井の清水 １ 青田字岩井 昭和４５年３月３１日指定 

４ 天然記念物 田中の肥上げ桜 １ 仁井田字田中 
昭和５２年５月２６日指定 

県内１０指に入るエドヒガンの大樹 

５ 天然記念物 日輪寺の枝垂桜 １ 本宮字山田 
昭和５２年５月２６日指定 

双樹のシダレサクラ 

６ 天然記念物 安達太良神社の森 １ 本宮字舘ノ越 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎮守の森、スギ、ケヤキの大樹群 

７ 天然記念物 殕森のツバキ １ 青田字殕森 
昭和６０年１２月２５日指定 

５本に幹別れしたヤマツバキの大樹 

８ 天然記念物 寺下のかさ松 １ 仁井田字寺下 
昭和６０年１２月２５日指定 

笠松形アカマツ 

９ 天然記念物 苗代田神社のモミ １ 岩根字小屋舘山 
昭和６０年１２月２５日指定 

樹高４５ｍの高樹 

１０ 天然記念物 仁井田のモミジ １ 仁井田字西町 
平成８年３月２８日指定 

樹齢約２５０年仁井田の不動堂脇 

１１ 天然記念物 誓伝寺のキャラボク １ 本宮字南山神 
平成８年３月２８日指定 

樹齢約３００年 昭和３年に薬師堂より移植 

１２ 天然記念物 本陣のクロマツ １ 本宮字舘町 

平成８年３月２８日指定 

樹齢約２００年 北本陣に所在していた。 

令和３年６月本宮小学校に移植 

１３ 天然記念物 羽黒神社の森 １ 関下字羽黒 平成８年３月２８日指定 

１４ 天然記念物 竹花のカキノキ １ 本宮字竹花 
平成８年３月２８日指定 

樹齢約２００年甘柿としては珍しい大木 

１５ 工芸品 高木寺の鰐口 １ 高木字舟場 
昭和４５年３月３１日指定 

室町時代大永４年（１５２４年）１２月の銘 

１６ 考古資料 太郎丸観音堂供養塔 １ 本宮字太郎丸 
昭和６０年１２月２５日指定 

浮彫阿弥陀三尊來迎塔婆 

１７ 考古資料 太郎丸観音堂供養塔（２） １ 本宮字太郎丸 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正応３年（１２９０年） 

１８ 考古資料 太郎丸供養塔 １ 本宮字太郎丸 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正安３年（１３０１年） 

１９ 考古資料 日輪寺供養塔 １ 本宮字山田 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代嘉元２年（１３０４年） 

２０ 考古資料 舘供養塔 １ 青田字舘 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正応４年（１２９１年） 

２１ 考古資料 神宮寺供養塔（１） １ 荒井字荒井 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代元亨４年（１３２４年） 

２２ 考古資料 神宮寺供養塔（２） １ 荒井字荒井 
昭和６０年１２月２５日指定 

南北朝時代観応２年（１３５１年） 

２３ 考古資料 神宮寺供養塔（３） １ 荒井字荒井 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正安４年（１３０２年） 

２４ 考古資料 白山供養塔（３） １ 荒井字白山 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正安２年（１３００年） 

２５ 考古資料 荒井観音堂供養塔（６） １ 荒井字五百川 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正和２年（１３１３年） 

２６ 考古資料 荒井観音堂供養塔（８） １ 荒井字五百川 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代嘉元２年（１３０４年） 

２７ 考古資料 五百川供養塔Ａ １ 仁井田字五百川 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正安元年(１２９９年) 
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市 指 定  

番号  種 別  名    称  員数  所 在 地  備   考  

２８ 考古資料 五百川供養塔Ｂ（１） １ 仁井田字五百川 
昭和６０年１２月２５日指定 

南北朝時代文和４年（１３５５年） 

２９ 考古資料 五百川供養塔Ｃ（１） １ 仁井田字五百川 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正和元年（１３１２年） 

３０ 考古資料 申供養塔Ａ １ 仁井田字申 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正応５年（１２９２年） 

３１ 考古資料 申供養塔Ａ（４） １ 仁井田字申 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代 正応４年（１２９１年） 

３２ 考古資料 申供養塔Ｂ（１） １ 仁井田字申 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正応３年（１２９０年） 

３３ 考古資料 申供養塔Ｃ（１） １ 仁井田字申 
平成１３年１２月１２日指定 

鎌倉時代正安４年（１３０２年） 

３４ 考古資料 不動堂供養塔（１） １ 仁井田字西町 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正応１年（１２８８年） 

３５ 考古資料 不動堂供養塔（２） １ 仁井田字西町 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正応４年（１２９１年） 

３６ 考古資料 不動堂供養塔（３） １ 仁井田字西町 
昭和６０年１２月２５日指定 

浮彫阿弥陀三尊浮彫像 

３７ 考古資料 新昌寺供養塔（２） １ 仁井田字東町 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代正安４年（１３０２年） 

３８ 考古資料 田中稲荷供養塔 １ 仁井田字田中 
昭和６０年１２月２５日指定 

南北朝時代観応２年（１３５１年） 

３９ 考古資料 高木寺供養塔 １ 高木字舟場 
昭和６０年１２月２５日指定 

鎌倉時代永仁６年（１２９８年） 

４０ 考古資料 石網供養塔 １ 関下字石網 
昭和６０年１２月２５日指定 

浮彫阿弥陀三尊浮彫像 

４１ 無形民俗文化財 諏訪神社獅子舞 １ 長屋字諏訪 昭和４８年３月３０日指定 

４２ 無形民俗文化財 八ッ田内七福神 １ 白岩字塩ノ崎 昭和４８年３月３０日指定 

４３ 無形民俗文化財 稲沢御田植踊 １ 稲沢字団子森 昭和５０年５月１日指定 

４４ 無形民俗文化財 春日神社太々神楽 １ 稲沢字春日 昭和５６年１０月２１日指定 

４５ 無形民俗文化財 鹿島神社太々神楽 １ 松沢字宮前 平成６年５月１日指定 

４６ 無形民俗文化財 高松神社太々神楽 １ 糠沢字高松 平成１７年１２月７日指定 

４７ 無形民俗文化財 和田神社太々神楽 １ 和田字中ノ宮 平成１８年６月６日指定 

４８ 無形民俗文化財 長屋神社太々神楽 １ 長屋字宮前 平成１８年６月６日指定 

４９ 無形民俗文化財 荒井神社太々神楽 １ 荒井字荒井 平成１９年１２月２８日指定 

５０ 美術工芸品 館ヶ岡板碑 １ 和田字館ヶ岡 昭和４８年３月３０日指定 

５１ 美術工芸品 境ノ内五輪塔 １ 和田字境ノ内 昭和４８年３月３０日指定 

５２ 美術工芸品 浮彫三尊來迎版碑 １ 白岩字馬場 昭和５０年１２月２２日指定 

５３ 美術工芸品 鹿島神社の絵馬 １ 松沢字宮前 昭和５４年５月１日指定 

５４ 美術工芸品 桜本の臼石 １ 和田字桜本 昭和５４年５月１日指定 

５５ 史跡 城ノ内古戦場 １ 糠沢字城ノ内 昭和４８年３月３０日指定 

５６ 史跡 高松山 １ 糠沢字高松 昭和４８年３月３０日指定 
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（資料 11）                                      ３／３  

市 指 定  

番号  種 別  名    称  員数 所 在 地  備   考  

５７ 史跡 白旗山古墳 １ 和田字白旗 昭和５０年１０月１日指定 

５８ 史跡 糠塚古墳 １ 糠沢字耕網 昭和５４年５月１日指定 

５９ 史跡 花水廃寺跡 １ 和田字西明内 昭和５４年５月１日指定 

６０ 天然記念物 戸ノ内八幡桜 １ 糠沢字羽黒 昭和５４年５月１日指定 

６１ 天然記念物 浮島神社の大欅 １ 白岩字宮ノ下 昭和６０年４月１日指定 

６２ 天然記念物 金礼寺の枝垂れ銀杏 １ 白岩字根岸 昭和６０年４月１日指定 

６３ 天然記念物 宮久保の大桜 １ 長屋字鼓石 昭和６１年７月２５日指定 

６４ 天然記念物 竹ノ作の桜 １ 白岩字竹ノ作 平成６年５月２６日指定 

６５ 名勝 わんだの清水 １ 和田字刑部内 昭和５４年５月１日指定 

６６ 無形民俗文化財 北部先囃子 １ 本宮 平成２１年１１月１８日指定 

６７ 無形民俗文化財 南部先囃子  本宮 平成２１年１１月１８日指定 

６８ 無形民俗文化財 東部太鼓台  高木 平成２１年１１月１８日指定 

福島県指定 

１ 
重要文化財 

（彫刻） 

木造毘沙門天及吉祥天善膩

師童子立像 
３体 和田字東屋口 昭和３０年２月４日指定福島県 

２ 
名勝及び天然記

念物 
岩角山 １ 和田字東屋口 昭和３０年２月４日指定福島県 

３ 重要無形文化財 白岩の太々神楽 １ 白岩字宮ノ下 昭和５２年７月５日指定福島県 

４ 
重要文化財 

（考古資料） 
天王檀古墳出土品 一括 本宮字南町裡 平成２年３月２３日指定福島県 

５ 天然記念物 塩ノ崎の大ザクラ １ 白岩字塩ノ崎 平成１７年４月１５日指定福島県 

国登録文化財 

１ 建造物 
蛇の鼻御殿 本館 １ 

本宮字蛇ノ鼻 平成８年１２月２０日国登録 

蛇の鼻御殿 蔵座敷 １ 

２ 有形民俗文化財 白沢の養蚕関係用具 ３３１ 
白岩字堤崎 

（白沢ふれあい文

化ホール） 

 

 

 

  



本宮市地域防災計画（資料編） 

第１章 総 則 

34  

 

第３ 防災関係機関一覧  

１．関係指定行政機関及び関係指定地方行政機関（資料 12） 

 名 称 所在地 電 話 備 考 

1 内閣府 東京都千代田区永田町 1-6-1 03-5253-2111 大臣官房 総務課 

2 防衛省 東京都新宿区谷本村町 5-1 03-3268-3111 防衛政策局運用政策課 

3 総務省消防庁 東京都千代田区霞ヶ関 2-1-2 03-5253-5111 

防災課 

国民保護室 

4 農林水産省  東京都千代田区霞ヶ関 1-2-1  03-6744-2142  大臣官房地方課災害総合対策室 

5 国土交通省  東京都千代田区霞ヶ関 2-1-3  03-5253-8111  水管理・国土保全局防災課 

6 陸上自衛隊福島駐屯地  福島市荒井字原宿１  024-593-1212  第 44普通科連隊第 3科  

7 
東北地方整備局福島河川

国道事務所  
福島市黒岩字榎平 36  024-546-4331    

8 
東北地方整備局福島河川

国道事務所郡山出張所  
郡山市富久山町久保田字中台 12  024-943-6591    

9 
東北財務局福島財務事務

所  
福島市松木町 13-2  024-535-0301    

10 東北農政局  仙台市青葉区本町 3-3-1  022-263-1111    

11 
仙台管区気象台福島地方

気象台  
福島市松木町 1-9  024-534-2161    

12 
関東森林管理局福島森林

管理署玉井森林事務所  
大玉村玉井字薄黒内 17-1  0243-48-3725    

 

 

２．福島県の機関等（資料 13）      

  名 称  所在地  電 話  備 考  

1 危機管理部災害対策課  福島市杉妻町 2-16  024-521-7194  80 -200 -2633  

2 県北地方振興局県民環境部県民生活課  福島市杉妻町 2-16  024-521-2709  80 -200 -4485  

3 二本松土木事務所  二本松市金色 424-1  0243–22-1151    

4 県北保健福祉事務所  福島市御山町 8-30  024-521-2604    

5 県北農林事務所農業振興普及部  福島市杉妻町 2-16  024-535-0393  80 -200 -4505  

6 郡山北警察署本宮分庁舎  本宮市本宮字万世 172-1  0243-33-3110    

※衛星系番号は、福島県総合情報通信ネットワークシステム防災電話機  
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３．関係指定公共機関（資料 14）   

  名 称  所在地  電 話  備 考  

1  
東日本旅客鉄道株式会社 

仙台支社福島支店  
福島市栄町 1-1  024-522-1233    

2  ＪＲ本宮駅  本宮市本宮字九縄 25  0243-33-3223    

3  
東日本電信電話株式会社 

福島支店  
福島市山下町 5-10  024-531-7481  設備部災害対策室  

4  
エヌ・ティ・ティコミニュ

ケーションズ(株)東北支店  

仙台市青葉区二日町 1-23 アー

バンネット勾当台 4・5F  
022-774-5001   

5  
(株)ＮＴＴドコモ東北支社 

福島支店  
福島市吉倉字名倉 29-1  024-544-6101    

6  ＫＤＤＩ(株)東北支社  仙台市青葉区一番町 4-1-25 022-262-0698   

7  
ソフトバンクモバイル(株) 

ビジネスコールセンター  
東京都港区東新橋 1-9-1  0800-919-3909    

8  日本銀行福島支店  福島市本町 6-24  024-521-6363    

9  日本赤十字社福島県支部  福島市永井川字北原田 17  024-545-7997    

10  ＮＨＫ福島放送局  福島市早稲町 1-2  024-526-4333    

11  
東日本高速道路株式会社 

福島管理事務所  
福島市飯坂町平野字前原 11  024-542-0111    

12  日本通運株式会社郡山支店  郡山市大町 2-2-1  024-932-1211    

13  
東北電力ネットワーク(株)

郡山電力センター 
郡山市細沼町 1-5  024-932-6314    

14  日本郵政(株)本宮郵便局  本宮市本宮字中條 1-3  0243-33-2602    
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４．関係指定地方公共機関（資料 15） 

  名   称  所 在 地  電 話  備 考  

1  福島交通株式会社  福島市東浜町 7-8  024-533-2131    

2  福島テレビ株式会社  福島市御山町 2-5  024-536-8000    

3  株式会社福島中央テレビ  郡山市池ノ台 13-23  024-923-3300    

4  株式会社福島放送  郡山市桑野 4-3-6  024-933-1111    

5  株式会社テレビユー福島  福島市西中央 1-1  024-531-5111    

6  株式会社ラジオ福島  福島市下荒子 8  024-531-4336    

7  株式会社エフエム福島  郡山市神明町 4-4  024-991-9000    

8  FM Mot.Comもとみや  本宮市本宮字九縄 19-1  0243-63-0008    

9  株式会社福島民報社  福島市太田町 13-17  024-531-4111    

10  株式会社福島民友新聞社  福島市柳町 4-29  024-523-1191    

11  
公益社団法人福島県トラック協

会県中支部  

郡山市喜久田町卸三丁目 5 

県中研修センター内  
024-963-0780    

  

  

５．公共的団体・防災関係機関（資料 16） 

  名        称  住      所  電 話 番 号  

1  （一社）安達医師会  二本松市大壇１２１－８  0243-22-0366  

2  ふくしま未来農業協同組合  福島市北矢野目字原田東 1-1 024-554-5500 

3  本宮市商工会  本宮市本宮字千代田８７－１  0243-33-2541  

4  本宮市金融団  本宮市本宮字下町２９－７  0243-34-3150  

5  （社）福島県ＬＰガス協会郡山支部  郡山市安積町日出山４－４１  024-943-8585  

6  本宮ハイヤータクシー代表  本宮市本宮字上町３１  0120-55-1616 
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６．隣接市町村（資料 17） 

  名   称  所 在 地  電 話  備 考  

1  福島市（危機管理室）  福島市五老内町 3-1  024-525-3793  80-240-01  

2  二本松市（市民部生活環境課）  二本松市金色 403-1  0243-55-5102  80-241-01  

3  伊達市（市民生活部防災危機管理課）  伊達市保原町字舟橋 180  024-575-1197    

4  桑折町（総務課）  桑折町大字谷地字道下 22-7  024-582-2111  80-242-01  

5  国見町（住民防災課）  国見町大字藤田字一丁田二 1-7  024-585-2111  80-244-01  

6  川俣町（総務課）  川俣町字五百田 30  024-566-2111  80-249-01  

7  大玉村（住民福祉部住民生活課）  大玉村玉井字星内 70  0243-24-8091  80-252-01  

8  郡山市（総務部防災危機管理課）  郡山市朝日一丁目 23-7  024-924-2161    

9  三春町（総務課）  三春町字大町 1-2  0247-62-1114    
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第２章 災害予防対策 

 第１ 指定避難所一覧 

１．指定避難所（資料 18） 

１／２ 

番 

号 
名   称 所 在 地 

電 話 

番 号 

収容 

人員 
対 象 地 域 面積㎡ 

耐

震 

蓄

電 

1 本宮小学校体育館 本宮字舘ノ越 48 33-2044 307 本宮地域 921 ○ ○ 

2 本宮まゆみ小学校体育館 本宮字舞台 1 63-2205 294 本宮・青田地域 884 ○ × 

3 
※本宮第一中学校体育館 

本宮字懸鉄 15 33-2249 
648 

本宮地域 
1,944 〇 〇 

※本宮第一中学校柔剣道場 116 350 ○ × 

4 まゆみ保育所 本宮字反町 12-1 33-1611 145 本宮地域 435 〇 × 

5 ※本宮第２児童館 本宮字花町 33-1 33-5244 29 本宮地域 89 × × 

6 ※中央公民館 本宮字矢来 39-1 33-2611 169 本宮地域 509 × × 

7 ※サンライズもとみや 本宮字矢来 39-4 33-4412 98 本宮地域 295 ○ ○ 

8 
※本宮市地域交流センター 

(モコステーション) 
本宮字九縄 19-1 33-6688 101 本宮地域 304 〇 × 

9 
多世代交流施設 あぶくま憩

の家 
本宮字立石 39-2 33-1838 211 本宮以北地域 633 ○ × 

10 
※本宮市民元気いきいき応援

プラザ（えぽか） 
本宮字千代田 60-1 63-2780 332 本宮地域 997 ○ × 

11 総合体育館 高木字黒作 1 34-2131 567 本宮・高木地域 1,702 ○ × 

12 たかぎ保育所 高木字大学 80-1 33-5131 138 高木地域 415 〇 × 

13 ※高木地区公民館 高木字舟場 8-1 33-2408 120 高木地域 360 〇 × 

14 本宮高等学校 高木字井戸上 45 33-2120 680 高木地域 2,040 ○ × 

15 青田農構センター 青田字来ノ池 55 33-2684 260 青田地域 782 ○ × 

16 五百川小学校体育館 荒井字西畑 1-1 33-2461 270 
青田・荒井・仁井田地

域 
812 ○ × 

17 
本宮第二中学校体育館 

荒井字団子森 28 33-3235 
326 

青田・荒井・岩根地域 
980 ○ × 

本宮第二中学校柔剣道場 96 288 ○ × 

18 荒井地区公民館 荒井字茶園 5 33-2012 70 荒井地域 211 × × 

19 
高齢者ふれあいプラザ 

(荒井) 
荒井字南ノ内 65 34-1616 26 荒井地域 78 ○ ○ 

20 
五百川幼保総合施設 

(おひさま幼保園) 
荒井字山神 23-1 33-4370 264 荒井地域 793 ○ × 

21 ※仁井田地区公民館 仁井田字寺下 15 33-2661 52 仁井田地域 158 × × 

22 岩根小学校体育館 岩根字下年神 12 39-2010 371 岩根地域 1,113 ○ × 

23 岩根農構センター 岩根字上土渕 6 39-2111 102 岩根地域 308 × × 

24 
高齢者ふれあいプラザ 

(岩根) 
岩根字下年神 137-1 39-2772 25 岩根地域 75 ○ ○ 

25 糠沢小学校体育館 糠沢字原 23 44-2006 186 糠沢地域 560 ○ ○ 
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（資料 18）                                     ２／２ 

番 

号 
名   称 所 在 地 

電 話 

番 号 

収容 

人員 
対 象 地 域 面積㎡ 

耐

震 

蓄

電 

26 白沢公民館糠沢分館 糠沢字原 241 44-2355 75 糠沢地域 227 ○ × 

27 白沢保育所 糠沢字五味内 211 44-3117 71 糠沢・和田地域 215 ○ × 

28 
スマイルキッズパーク 

(プリンス・ウィリアムズ・パーク) 
糠沢字石神 50 44-2500 94 糠沢・和田地域 283 ○ × 

29 
多世代交流施設 あだたら

憩の家 
和田字石上 127 44-2133 87 糠沢・和田地域 261 ○ ○ 

30 和田小学校体育館 和田字学校前 1 44-2219 162 和田地域 488 ○ ○ 

31 白沢公民館和田分館 和田字久保 171 44-3521 79 和田地域 237 ○ × 

32 白沢中学校体育館 白岩字柳内 835 44-2009 317 糠沢・和田・白岩地域 952 ○ 〇 

33 白沢公民館 白岩字堤崎 500 44-2350 168 糠沢・和田・白岩地域 506 ○ ○ 

34 白沢体育館 白岩字堤崎 318-1 44-4255 625 白岩地域 1,876 ○ × 

35 白岩小学校体育館 白岩字馬場 193-1 44-2005 272 白岩地域 816 ○ × 

36 白沢公民館白岩分館 白岩字関根 73-3 44-2092 78 白岩地域 235 ○ × 

37 岳山ふれあい実習館 白岩字大岩入 181 44-4531 31 白岩・松沢地域 95 ○ × 

38 白沢公民館長屋分館 長屋字小山 34 44-2382 54 長屋地域 164 ○ × 

39 ※長屋体育館 長屋字小山 34-1 44-2350 183 長屋地域 550 ○ × 

40 白沢公民館稲沢分館 稲沢字見切田 53 44-2007 84 稲沢地域 254 ○ × 

41 稲沢体育館 稲沢字見切田 55 44-2350 194 稲沢地域 583 ○ × 

42 白沢公民館松沢分館 松沢字池平 36 44-3013 115 松沢地域 345 ○ × 

 

耐震の欄は、耐震構造のものは○、耐震化診断の必要なものは×とする。 

蓄電の欄は、太陽光による蓄電設備を備えているものは〇、備えていないものは×とする。 

※名称欄の※は、水害や土砂災害、火山災害などの危険性が想定されている。 

※本宮高等学校 体育館 1,503 ㎡、第２体育館 811㎡、（武道館 350 ㎡） 

※各施設は、体育館・軽運動場・大広間・遊戯室等を充てる。 

※収容人員は、1 人 3 ㎡を基準に算出。 
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第２ 指定緊急避難場所一覧 

１．指定緊急避難場所（資料 19) 

 １／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 

電 話 

番 号 
収容人員 対 象 地 域 面積㎡ 

耐

震 

蓄

電 

1 
本宮小学校体育館 

本宮字舘ノ越 48 33-2044 
307 

本宮地域 
921 ○ ○ 

本宮小学校校庭 3,600 10,800 － － 

2 
本宮まゆみ小学校体育館 

本宮字舞台 1 63-2205 
294 

本宮・青田地域 
884 ○ × 

本宮まゆみ小学校校庭 4,633 13,900 － － 

3 

※本宮第一中学校体育館 

本宮字懸鉄 15 33-2249 

648 

本宮地域 

1,944 〇 〇 

※本宮第一中学校柔剣道場 116 350 ○ × 

※本宮第一中学校校庭 11,266 33,800 － － 

4 まゆみ保育所 本宮字反町 12-1 33-1611 145 本宮地域 435 ○ × 

5 ※本宮第２児童館 本宮字花町 33-1 33-5244 29 本宮地域 89 × × 

6 ※中央公民館 本宮字矢来 39-1 33-2611 169 本宮地域 509 × × 

7 ※サンライズもとみや 本宮字矢来 39-4 33-4412 98 本宮地域 295 ○ ○ 

8 
※本宮市地域交流センター 

(モコステーション) 
本宮字九縄 19-1 33-6688 101 本宮地域 304 ○ × 

9 多世代交流施設 あぶくま憩の家 本宮字立石 39-2 33-1838 211 本宮以北地域 633 ○ × 

10 
※本宮市民元気いきいき応援プラザ

(えぽか) 
本宮字千代田 60-1 63-2780 332 本宮地域 997 ○ × 

11 総合体育館 高木字黒作１ 34-2131 567 本宮・高木地域 1,702 ○ × 

12 たかぎ保育所 高木字大学 80-1 33-5131 138 高木地域 415 〇 × 

13 
※高木地区公民館 

高木字舟場 8-1 33-2408 
120 高木地域 360 〇 × 

※高木地区公民館駐車場 333 高木地域 1,000 － － 

14 本宮高等学校 高木字井戸上 45 33-2120 680 高木地域 2,040 ○ × 

15 青田農構センター 青田字来ノ池 55 33-2684 260 青田地域 782 ○ × 

16 
五百川小学校体育館 

荒井字西畑 1-1 33-2461 
270 青田・荒井・仁井

田地域 

812 ○ × 

五百川小学校校庭 3,766 11,300 － － 

17 

本宮第二中学校体育館 

荒井字団子森 28 33-3235 

326 
青田・荒井・岩根

地域 

980 ○ × 

本宮第二中学校柔剣道場 96 288 ○ × 

本宮第二中学校校庭 9,800 29,400 － － 

18 荒井地区公民館 荒井字茶園 5 33-2012 70 荒井地域 211 × × 

19 高齢者ふれあいプラザ(荒井) 荒井字南ノ内 65 34-1616 26 荒井地域 78 ○ ○ 

20 

五百川幼保総合施設 

(おひさま幼保園) 荒井字山神 23-1 33-4370 
264 

荒井地域 
793 ○ × 

五百川幼保総合施設園庭 366 1,100 － － 
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（資料 19）                                      ２／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 

電 話 

番 号 
収容人員 対 象 地 域 面積㎡ 

耐

震 

蓄

電 

21 ※仁井田地区公民館 仁井田字寺下 15 33-2661 52 仁井田地域 158 × × 

22 
岩根小学校体育館 

岩根字下年神 12 39-2010 
371 

岩根地域 
1,113 ○ × 

岩根小学校校庭 4,533 13,600 － － 

23 岩根農構センター 岩根字上土渕 6 39-2111 102 岩根地域 308 × × 

24 高齢者ふれあいプラザ(岩根) 岩根字下年神 137-1 39-2772 25 岩根地域 75 ○ ○ 

25 
糠沢小学校体育館 

糠沢字原 23 44-2006 
186 

糠沢地域 
560 ○ ○ 

糠沢小学校校庭 1,833 5,500 － － 

26 白沢公民館糠沢分館 糠沢字原 241 44-2355 75 糠沢地域 227 ○ × 

27 白沢保育所 糠沢字五味内 211 44-3117 71 糠沢・和田地域 215 ○ × 

28 
スマイルキッズパーク 

(プリンス・ウィリアムズ・パーク) 
糠沢字石神 50 44-2500 94 糠沢・和田地域 283 ○ × 

29 多世代交流施設 あだたら憩の家 和田字石上 127 44-2133 87 糠沢・和田地域 261 ○ 〇 

30 
和田小学校体育館 

和田字学校前 1 44-2219 
162 

和田地域 
488 ○ 〇 

和田小学校校庭 2,066 6,200 － － 

31 白沢公民館和田分館 和田字久保 171 44-3521 79 和田地域 237 ○ × 

32 
白沢中学校体育館 

白岩字柳内 835 44-2009 
317 糠沢・和田・白岩

地域 

952 ○ ○ 

白沢中学校校庭 5,900 17,700 － － 

33 白沢公民館 白岩字堤崎 500 44-2350 168 
糠沢・和田・白岩

地域 
506 ○ ○ 

34 白沢体育館 白岩字堤崎 318-1 44-4255 625 白岩地域 1,876 ○ × 

35 
白岩小学校体育館 

白岩字馬場 193-1 44-2005 
272 

白岩地域 
816 ○ × 

白岩小学校校庭 2,233 6,700 － － 

36 白沢公民館白岩分館 白岩字関根 73-3 44-2092 78 白岩地域 235 ○ × 

37 岳山ふれあい実習館 白岩字大岩入 181 44-4531 31 白岩・松沢地域 95 ○ × 

38 白沢公民館長屋分館 長屋字小山 34 44-2382 54 長屋地域 164 ○ × 

39 ※長屋体育館 長屋字小山 34-1 44-2350 183 長屋地域 550 ○ × 

40 白沢公民館稲沢分館 稲沢字見切田 53 44-2007 84 稲沢地域 254 ○ × 

41 稲沢体育館 稲沢字見切田 55 44-2350 194 稲沢地域 583 ○ × 

42 白沢公民館松沢分館 松沢字池平 36 44-3013 115 松沢地域 345 ○ × 

43 兼谷公園 本宮字兼谷 169-6 24-5405 1,166 本宮地域 3,500 ― ― 

44 ※花山公園 本宮字舘ノ越 234-3  24-5405 2,100 本宮地域 6,300 ― ― 

45 ※みずいろ公園 本宮字馬場 27-10 24-5405 6,433 本宮地域 19,300 ― ― 

46 ※東町裏公園 本宮字東町裏 96 24-5405 333 本宮地域 1,000 ― ― 

47 弁天公園 本宮字弁天 1-1 24-5405 2,366 本宮地域 7,100 ― ― 

48 ※名郷公園 本宮字名郷 12-4 24-5405 4,033 本宮地域 12,100 ― ― 

49 青田運動場 青田字来ノ池 55 24-5405 4,466 青田地域 13,400 ― ― 

50 荒井運動場 荒井字茶園 5 24-5405 5,000 荒井地域 15,000 ― ― 
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（資料 19）                                     ３／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 

電 話 

番 号 
収容人員 対 象 地 域 面積㎡ 

耐

震 

蓄

電 

51 沢田緑道 荒井字北ノ内 60-8 24-5405 1,833 荒井地域 5,500 ― ― 

52 恵向公園 荒井字恵向 121-6 24-5405 13,333 荒井地域 40,000 ― ― 

53 ※仁井田運動場 仁井田字寺下 15 24-5405 3,000 仁井田地域 9,000 ― ― 

54 河川防災ステーション 高木字高木地内 024-943-6591 1,000 高木地域 3,000 ― ― 

55 明戸石公園 高木字井戸上 43-5 24-5405 2,400 高木地域 7,200 ― ― 

56 井戸上公園 高木字井戸上 43-10 24-5405 1,266 高木地域 3,800 ― ― 

57 本宮運動公園 高木字黒作１ 24-5405 12,333 高木地域 37,000 ― ― 

58 神座運動広場 関下字東原 5-1 33-2611 4,533 岩根地域 13,600 ― ― 

59 屋内運動場(まゆみアリーナ) 関下字東原 5-1 33-2611 406 岩根地域 1,219 ― ― 

60 みずきが丘第 1 公園 岩根字みずきが丘 1-557 24-5405 1,200 岩根地域 3,600 ― ― 

61 みずきが丘第 2 公園 岩根字みずきが丘 1-585 24-5405 566 岩根地域 1,700 ― ― 

62 しらさわグリーンパーク 糠沢字石神 61 44-2350 14,333 糠沢地域 42,000 ― ― 

63 高松ふれあい広場 糠沢字高松 86 24-5386 21,100 糠沢地域 63,300 ― ― 

64 春公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 1-49 24-5311 566 糠沢地域 1,700 ― ― 

65 夏公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-74 24-5311 333 糠沢地域 1,000 ― ― 

66 秋公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-71 24-5311 633 糠沢地域 1,900 ― ― 

67 けやき公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-70 24-5311 533 糠沢地域 1,600 ― ― 

68 岩角農村公園 和田字東屋口 26-3 24-5386 6,933 和田地域 20,800 ― ― 

69 和木沢運動場 和田字大木内 93-1 44-2350 2,200 和田地域 6,600 ― ― 

70 白沢運動場 白岩字堤崎 494-44 44-2350 8,000 白岩地域 24,000 ― ― 

71 ふれあい夢広場 白岩字堤崎 494-44 44-2350 666 白岩地域 2,000 ― ― 

72 岳山ふれあい広場 白岩字大岩入 124 24-5386 333 白岩地域 1,000 ― ― 

73 長屋ふれあい広場 長屋字舘 7-36 24-5386 5,600 長屋地域 16,800 ― ― 

74 長屋みややま運動場 長屋字宮山 21-5 44-2350 4,733 長屋地域 14,200 ― ― 

75 稲沢ふれあい広場 稲沢字高野 96 24-5386 7,166 稲沢地域 21,500 ― ― 

76 稲沢運動場 稲沢字五百田 43 44-2350 3,400 稲沢地域 10,200 ― ― 

77 松沢運動場 松沢字宮前 35-1 44-2350 2,133 松沢地域 6,400 ― ― 

78 松沢児童遊び場 松沢字池平 38 44-2350 466 松沢地域 1,400 ― ― 

 
蓄電の欄は、太陽光による蓄電設備を備えているものは〇、備えていないものは×とする。 

※名称欄の※は、水害や土砂災害、火山災害などの危険性が想定されている。 

※指定緊急避難場所は、地震発生直後の緊急時や火災が延焼拡大し危険が迫っている場合、避難者が一時的

に避難するための場所。 

※収容人員は、1 人 3 ㎡を基準に算出。 

※それぞれの指定緊急避難場所における対応する異常現象については次項のとおり。  
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２．指定緊急避難場所における対象とする異常現象(資料 20) 

１／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 洪水 

崖崩れ 

土石流 

地滑り 

地震 火災 内水 火山 
収容 

人員 

1 
本宮小学校体育館 

本宮字舘ノ越 48 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 307 

本宮小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3,600 

2 
本宮まゆみ小学校体育館 

本宮字舞台 1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 294 

本宮まゆみ小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,633 

3 

※本宮第一中学校体育館 

本宮字懸鉄 15 

× ○ ○ ○ ○ × 648 

※本宮第一中学校柔剣道場 × ○ ○ ○ ○ × 116 

※本宮第一中学校校庭 × ○ ○ ○ ○ × 11,266 

4 ※まゆみ保育所 本宮字反町 12-1 〇 ○ ○ ○ ○ × 145 

5 ※本宮第２児童館 本宮字花町 33-1 × ○ × ○ ○ ○ 29 

6 ※中央公民館 本宮字矢来 39-1 × ○ × ○ ○ ○ 169 

7 ※サンライズもとみや 本宮字矢来 39-4 × ○ ○ ○ ○ × 98 

8 
※本宮市地域交流センター 

(モコステーション) 
本宮字九縄 19-1 × 〇 〇 〇 〇 〇 101 

9 多世代交流施設 あぶくま憩の家 本宮字立石 39-2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 211 

10 
※本宮市民元気いきいき応援プラザ 

(えぽか） 
本宮字千代田 60-1 × ○ ○ ○ ○ × 332 

11 総合体育館 高木字黒作１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 567 

12 たかぎ保育所 高木字大学 80-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 138 

13 
※高木地区公民館 

高木字舟場 8-1 
× ○ ○ ○ ○ ○ 120 

※高木地区公民館駐車場 × ○ ○ ○ ○ ○ 333 

14 本宮高等学校 高木字井戸上 45 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 680 

15 青田農構センター 青田字来ノ池 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 260 

16 
五百川小学校体育館 

荒井字西畑 1-1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 270 

五百川小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3,766 

17 

本宮第二中学校体育館 

荒井字団子森 28 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 326 

本宮第二中学校柔剣道場 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 96 

本宮第二中学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9,800 

18 荒井地区公民館 荒井字茶園 5 ○ ○ × ○ ○ ○ 70 

19 高齢者ふれあいプラザ(荒井) 荒井字南ノ内 65 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 

20 

五百川幼保総合施設 

(おひさま幼保園) 荒井字山神 23-1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 264 

五百川幼保総合施設園庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 366 

21 ※仁井田地区公民館 仁井田字寺下 15 × ○ × ○ ○ × 52 

22 
岩根小学校体育館 

岩根字下年神 12 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 371 

岩根小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,533 
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（資料 20）                                     ２／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 洪水 

崖崩れ 

土石流 

地滑り 

地震 火災 内水 火山 
収容 

人員 

23 岩根農構センター 岩根字上土渕 6 ○ ○ × ○ ○ ○ 102 

24 高齢者ふれあいプラザ(岩根) 岩根字下年神 137-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 

25 
糠沢小学校体育館 

糠沢字原 23 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 186 

糠沢小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,833 

26 白沢公民館糠沢分館 糠沢字原 241 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 75 

27 白沢保育所 糠沢字五味内 211 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 71 

28 
スマイルキッズパーク 

(プリンス・ウィリアムズ・パーク) 
糠沢字石神 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 94 

29 多世代交流施設 あだたら憩の家 和田字石上 127 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 87 

30 
和田小学校体育館 

和田字学校前 1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 162 

和田小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,066 

31 白沢公民館和田分館 和田字久保 171 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 79 

32 
白沢中学校体育館 

白岩字柳内 835 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 317 

白沢中学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5,900 

33 白沢公民館 白岩字堤崎 500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 168 

34 白沢体育館 白岩字堤崎 318-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 625 

35 
白岩小学校体育館 

白岩字馬場 193-1 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 272 

白岩小学校校庭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,233 

36 白沢公民館白岩分館 白岩字関根 73-3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78 

37 岳山ふれあい実習館 白岩字大岩入 181 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 31 

38 白沢公民館長屋分館 長屋字小山 34 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 54 

39 ※長屋体育館 長屋字小山 34-1 ○ × ○ ○ ○ ○ 183 

40 白沢公民館稲沢分館 稲沢字見切田 53 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 84 

41 稲沢体育館 稲沢字見切田 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 194 

42 白沢公民館松沢分館 松沢字池平 36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 115 

43 兼谷公園 本宮字兼谷 169-6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,166 

44 ※花山公園 本宮字舘ノ越 234-3 ○ × ○ ○ ○ ○ 2,100 

45 ※みずいろ公園 本宮字馬場 27-10 × ○ ○ ○ × ○ 6,433 

46 ※東町裏公園 本宮字東町裏 96 × ○ ○ ○ × ○ 333 

47 弁天公園 本宮字弁天 1-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,366 

48 ※名郷公園 本宮字名郷 12-4 ○ ○ ○ ○ × ○ 4,033 

49 青田運動場 青田字来ノ池 55 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,466 

50 荒井運動場 荒井字茶園 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5,000 

51 沢田緑道 荒井字北ノ内 60-8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,833 

52 恵向公園 荒井字恵向 121-6 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 13,333 
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（資料 20）                                     ３／３ 

番 

号 
名   称 所 在 地 洪水 

崖崩れ 

土石流 

地滑り 

地震 火災 内水 火山 
収容 

人員 

53 ※仁井田運動場 仁井田字寺下 15 × ○ ○ ○ ○ × 3,000 

54 河川防災ステーション 高木字高木地内 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,000 

55 明戸石公園 高木字井戸上 43-5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,400 

56 井戸上公園 高木字井戸上 43-10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,266 

57 本宮運動公園 高木字黒作１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 12,333 

58 神座運動広場 関下字東原 5-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,533 

59 屋内運動場（まゆみアリーナ） 関下字東原 5-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 406 

60 みずきが丘公園第１ 岩根字みずきが丘 1-557 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 1,200 

61 みずきが丘公園第２ 岩根字みずきが丘 1-585 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 566 

62 しらさわグリーンパーク 糠沢字石神 61 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 14,333 

63 高松ふれあい広場 糠沢字高松 86 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 21,100 

64 春公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 1-49 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 566 

65 夏公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-74 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 333 

66 秋公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-71 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 633 

67 けやき公園(光が丘団地内) 糠沢字光が丘 3-70 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 533 

68 岩角農村公園 和田字東屋口 26-3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6,933 

69 和木沢運動場 和田字大木内 93-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,200 

70 白沢運動場 白岩字堤崎 494-44 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8,000 

71 中央児童遊び場 白岩字堤崎 494-44 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 666 

72 岳山ふれあい広場 白岩字大岩入 124 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 333 

73 長屋ふれあい広場 長屋字舘 7-36 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 5,600 

74 長屋みややま運動場 長屋字宮山 21-5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 4,733 

75 稲沢ふれあい広場 稲沢字高野 96 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7,166 

76 稲沢運動場 稲沢字五百田 43 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 3,400 

77 松沢運動場 松沢字宮前 35-1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2,133 

78 松沢児童遊び場 松沢字池平 38 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 466 

 
洪水～火山の欄は、該当欄の異常現象の際に指定緊急避難場所とするものを〇、該当しない場合を×とする。 

※名称欄の※は、水害や土砂災害、火山災害などの危険性が想定されている。 
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３．福祉避難所（拠点施設）（資料 21） 

番 

号 
区分 施設名 所 在 地 電話番号 対象地域 指定避難所の別 避難対象区分 

1 公共施設等 

本宮市民元気いき

いき応援プラザ

(えぽか） 

本宮字千代田 60-1 63-2780 全地域 指定避難所 要配慮者 

2   〃 
多世代交流施設  

あぶくま憩の家 
本宮字立石 39-2 33-1838 〃 〃 〃 

3  〃 
高齢者ふれあいプ

ラザ(荒井) 
荒井字南ノ内 65 34-1616 〃 〃 〃 

4  〃 
高齢者ふれあいプ

ラザ(岩根) 
岩根字下年神 137-1 39-2772 〃 〃 〃 

5  〃 
多世代交流施設  

あだたら憩の家 
和田字石上 127 44-2133 〃 〃 〃 
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第３ 福祉施設・介護施設 

１．特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）（資料 22） 
令和４年 1月 1日現在 

 設置主体 施設名 所在地 定員 
短期 

入所 

電 話 

(FAX) 

1 
社会福祉法人 

あだち福祉会 
※ぼたん荘 本宮字上千束 3 85 15 

63-2600 

(63-2601) 

2 
社会福祉法人 

安積福祉会 
しらさわ有寿園 和田字戸ノ内 158-3 60 10 

64-2121 

(64-2788) 

3 
社会福祉法人 

安積福祉会 
カーサ・コリーナ 和田字戸ノ内 158-1 40 － 

64-2121 

（64-2788） 

注１．「特別養護老人ホーム」とは、65 歳以上であって、身体上又は精神上著しい障害があるため、常時介

護を必要とし、かつ、居宅においてこれを受けることが困難な高齢者が入所する施設をいう。 

２．施設名称に「※」がある施設は水害や土砂災害、火山災害などの危険性が想定されている。 

 
 

２．介護老人保健施設（資料 23） 

令和４年 1月 1日現在 

 設置主体 施設名 所在地 定員 
短期 

入所 

電 話 

(FAX) 

1 
医療法人 

慈久会 

※介護老人保健施設 

「明生苑」 
本宮字南町裡 149 87 5 

34-6799 

(34-6799) 

2 
医療法人 

落合会 

介護老人保健施設 

「まゆみの里」 
青田字花掛 20 96 5 

34-3305 

(34-3307) 

注１．「介護老人保健施設」とは、疾病、負傷等により寝たきりの状態にある高齢者又はこれに準ずる状態

にある高齢者に対し、看護、医学的管理下の介護、機能訓練、その他必要な医療や、その日常生活上の

世話を行うことを目的とする施設をいう。 

※ 浸水想定区域内施設 
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３．認知症高齢者グループホーム（資料 24） 

令和４年 1月 1日現在 

 設置主体 施設名 所在地 定員 
電 話 

(FAX) 

1 株式会社マインド 
※グループホーム 

まいんど花の里 
本宮字蛭田 46-1 9 

33-5002 

(33-2007) 

2 
株式会社 

アフロサービス 

※グループホーム 

みずいろの郷 
本宮字舘町 122-1 9 

34-6003 

(34-6004) 

3 株式会社あいの里 
グループホーム 

みなみ 
糠沢字南箕内 102-3 18 

44-1051 

(44-1051) 

4 株式会社マインド 
※グループホーム 

まいんど万世 
本宮字万世 137-5 9 

34-5090 

(33-2011) 

5 株式会社マインド 
※グループホーム 

まいんど万世二番館 
本宮字万世 134-1 9 

24-9613 

(33-6301) 

6 株式会社マインド 
※グループホーム 

まいんど万世三番館 
本宮字万世 133-1 18 

24-9861 

（24-9862） 

注１．「認知症高齢者グループホーム」とは、中程度の認知症があるが、身辺の自立ができ、共同生活が送れ

る 65 歳以上の高齢者であり、家庭環境等により家庭での介護が困難な者が入所する施設をいう。 

※ 浸水想定区域内施設 

 

 

４．ケアハウス（資料 25）  

令和４年 1月 1日現在 

 設置主体 施設名 所在地 定員 
電 話 

(FAX) 

1 
社会福祉法人 

あだち福祉会 
※なごみ苑 本宮字上千束 3 19 

63-2600 

(63-2601) 

注１．「ケアハウス」とは、自炊ができない程度の身体機能の低下等が認められ、又は高齢等のため独立して

生活するには不安が認められる者であって家庭による援助を受けることが困難な者が利用できる施設

をいう。 

※ 浸水想定区域内施設 
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５．老人デイサービスセンター（資料 26） 

   令和４年 1月 1日現在 

 設置主体 経営主体 施設名 所在地 
電 話 

(FAX) 

1 本宮市 

社会福祉法人 

本宮市社会福祉 

協議会 

本宮デイサービス 

センター 

あぶくま荘 

本宮字立石 39-2 
33-1838 

(33-1838) 

2 本宮市 

社会福祉法人 

本宮市社会福祉 

協議会 

本宮デイサービス 

センター 

あだたら荘 

和田字石上 127 
44-2133 

(44-2134) 

3 
社会福祉法人 

あだち福祉会 

社会福祉法人 

あだち福祉会 

※ぼたん荘デイサービス 

センター 
本宮字上千束 3 

63-2600 

(63-2601) 

4 
社会福祉法人 

安積福祉会 

社会福祉法人 

安積福祉会 

しらさわ有寿園 

デイサービスセンター 
和田字戸ノ内 158-3 

64-2727 

(64-2788) 

5 
株式会社 

アシスト 
株式会社アシスト デイサービス・かなや 糠沢字吞田 11 

24-1068 

（64-2345） 

6 
ふくしま未来 

農業協同組合 

ふくしま未来農業 

協同組合 

JAふくしま未来デイサー 

ビスセンターもとみや 
本宮字中台 20-1 

24-6200 

（24-6255） 

７ 株式会社 明療 株式会社 明療 
デイサービスセンター 

よろこび 
仁井田字西町 74-6 

24-5455 

（24-5560） 

注１．「老人デイサービスセンター」とは、在宅の要介護・要支援高齢者等に対し、通所の方法により、給食、

入浴サービス、日常動作訓練等を提供する施設をいう。 

※ 浸水想定区域内施設 
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６．障がい者（児）施設（資料 27） 

 種  別 施設名 所在地 定員 電 話 

1 
障がい福祉サービス事業所 

(居宅介護・重度訪問介護等) 
本宮市社会福祉協議会 白岩字堤崎 494-22 20 33-2058 

2 
障がい福祉サービス事業所 

(生活介護) 

多機能支援センター 

ビーボ 
和田字戸ノ内 321 30 64-2151 

3 
障がい福祉サービス事業所 

(生活介護) 
すばる 本宮字舞台 53-2 30 33-1447 

4 
障がい福祉サービス事業所 

(生活介護・居宅介護等) 

※スケッチブック 

マカロン 
本宮字鳴瀬 53-3 22 33-1512 

5 

障がい福祉サービス事業所 

(児童発達支援・放課後等デ

イサービス) 

オハナ・おうえん 

じゃー ハナイ 
青田字三ツ池 18-3 10 24-8175 

６ 障がい福祉サービス事業所 地域サービス クレヨン 仁井田字吹上 1-1 20 33-1512 

7 
障がい福祉サービス事業所 

（就労継続支援 B 型） 
チョコ丘のうえ 青田字一本杉 20-3 20 24-6845 

８ 

障がい福祉サービス事業所 

（発達支援・放課後等デイサ

ービス） 

オハナ・おうえんじゃー 青田字戸ノ内 28-1 10 24-8161 

9 
障がい福祉サービス事業所 

（放課後等デイサービス） 
※ぴーす 高木字猫田 27-1 10 24-6699 

※ 浸水想定区域内施設 

 
 

７．障がい者（児）グループホーム（資料 28） 

  令和４年１月 1日現在 

 設置主体 施設名 所在地 定員 電 話 

1 
医療法人 

落合会 

グループホーム 

まゆみ 

本宮字葭ケ入 48 

サンハイツ葭ケ入 206 号 
4 34-3806 

2 
医療法人 

落合会 
第２グループホームまゆみ 

本宮字葭ケ入 48 

サンハイツ葭ケ入 105 号 
4 34-3806 

3 
社会福祉法人 

銀河 
サンハイツ葭ケ入Ⅱ 本宮字葭ケ入 47-2 6 33-6181 

4 
ＮＰＯ法人 

アイ・キャン 

グループホーム 

カサーレ 
和田字戸ノ内 321 6 44-1020 

5 
社会福祉法人 

銀河 
サンハイツ葭ケ入Ⅲ 本宮字葭ケ入 57 6 33-6181 

6 
特定非営利法人 

スケッチブック 

共同生活援助事業所 じぶん

ち 
関下字下関下 141-1 4 33-1512 
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８．保育所（資料 29） 

 保育所名 公・私 所在地 定員 電 話 

1 本宮第１保育所 公 （仮設）荒井字山神 23-1 108 33-2446 

2 たかぎ保育所 公 高木字大学 80-1 128 33-5131 

3 まゆみ保育所 公 本宮字反町 12-1 128 33-1611 

4 もとみや幼児の家保育園 私 仁井田字桝形 42-60 39 34-3640 

5 白沢保育所 公 糠沢字五味内 211 71 44-3117 

6 光明保育園 私 荒井字南ノ内 66-4 45 34-5888 

7 
五百川幼保総合施設 

 (おひさま幼保園) 
公 荒井字山神 23-1 166 33-4370 

8 どんぐり保育園 私 本宮字小幡 14-5 39 33-5905 

※ 幼稚園にも記載している。 

 

９．放課後児童クラブ（資料 30） 

 名称 所在地 定員 電 話 

1 もとみや放課後児童クラブ 
本宮字舘ノ越 48 
（本宮小学校内） 

80 090-2027-9248 

2 まゆみ放課後児童クラブ 
本宮字花町 33-1 
（本宮第 2児童館） 

80 33-5244 

3 五百川放課後児童クラブ 
荒井字西畑 1番地１ 
（五百川小学校内） 

80 080-6052-4423 

4 岩根放課後児童クラブ 
岩根字下年神 12番地 
（岩根小学校内） 

80 080-9071-3585 

5 和田放課後児童クラブ 
和田字久保 171 
（白沢公民館和田分館） 

40 080-6052-4424 

6 糠沢放課後児童クラブ 
糠沢字原 241 
（白沢公民館糠沢分館） 

40 44-4435 

7 白岩放課後児童クラブ 
白岩字馬場 296 

（白岩コミュニティーセンター） 
40 080-6052-4422 

 

１０．児童館（資料 31） 

 名称 所在地 定員 電 話 

1 ※本宮第２児童館 本宮字花町 33番地１ - 33-5244 

※ 浸水想定区域内施設 

  



本宮市地域防災計画（資料編） 

第２章 災害予防対策 

 

53 

第４ 教育施設 

１．幼稚園（資料 32） 

 学  校  名 所 在 地 電 話 

1 本宮市立岩根幼稚園 岩根字下年神 92-1 39-2109 

2 本宮市立和田幼稚園 和田字学校前 3 44-3115 

3 本宮市立糠沢幼稚園 糠沢字原 23 44-3116 

4 本宮市立白岩幼稚園 白岩字馬場 166 44-2216 

5 ※学校法人本宮幼稚園 本宮字東町 2 33-1855 

6 
五百川幼保総合施設※2 

(おひさま幼保園) 
荒井字山神 23-1 33-4370 

※ 浸水想定区域内施設 

※2 保育所にも記載している。 

 

２．小学校（資料 33） 

 学  校  名 所 在 地 電 話 

1 本宮市立本宮小学校 本宮字舘ノ越 48 33-2044 

2 本宮市立本宮まゆみ小学校 本宮字舞台 1 63-2205 

3 本宮市立五百川小学校 荒井字西畑 1-1 33-2461 

4 本宮市立岩根小学校 岩根字下年神 12 39-2010 

5 本宮市立糠沢小学校 糠沢字原 23 44-2006 

6 本宮市立和田小学校 和田字学校前 1 44-2219 

7 本宮市立白岩小学校 白岩字馬場 193-1 44-2005 

 

３．中学校（資料 34） 

 学  校  名 所 在 地 電 話 

1 ※本宮市立本宮第一中学校 本宮字懸鉄 15 33-2249 

2 本宮市立本宮第二中学校 荒井字団子森 28 33-3235 

3 本宮市立白沢中学校 白岩字柳内 835 44-2009 

※ 浸水想定区域内施設 

 

４．県立高等学校（資料 35） 

 学  校  名 所 在 地 電 話 

1 福島県立本宮高等学校 高木字井戸上 45 33-2120 
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第５ 大規模集客施設（学校等を除く） 

１．病院（資料 36） 

名     称 所     在 電 話 病床数 

※医療法人慈久会 谷病院 本宮字南町裡 149 33-2721 １６４ 

医療法人落合会 東北病院 青田字花掛 20 33-2588 ２１２ 

※ 浸水想定区域内施設 

 

２．駅（資料 37） 

名 称 所在地 電 話 備 考 

ＪＲ本宮駅 本宮市本宮字九縄 25 33-3223  

 

３．店舗等（資料 38） 

名     称 所     在 電 話 ＦＡＸ 

※ヨークベニマル(株)本宮舘町店 本宮字舘町 42 33-2211 33-2019 

ヨークベニマル(株)本宮インター店 荒井字久保田 132-8 63-5525 - 

ダイユーエイト 荒井字久保田 132-10-1 63-5581 63-5583 

※(株)リオンドール本宮店 高木字平内 64 63-1311 - 

※シミズストア本宮店 高木字平内 39 63-1310 - 

※ヤマダ電機テックランド本宮店 本宮字舘町 202-1 24-9320 63-1525 

※ザ・ビック本宮店 本宮字万世 208 63-0403  

※ウエルシア福島本宮店 本宮字舘町 194 63-1620  

※薬王堂本宮高木店 高木字舟場 3-1 24-5161  

※ 浸水想定区域内施設 
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第６ 避難要領 

１．水害 

（１）避難指示等の発令の判断基準（資料 39） 

   避難指示等の発令の判断基準（具体的な考え方）は下表のとおりであるが、この運用にあたっ

ては、次の事項に留意する。 

 

・重要な情報については、情報を発表した気象官署、河川管理者等との間で相互に情報交 

換すること（連絡先は（２）の情報入手先を参照）。 

・想定を超える規模の災害が発生することや、想定外の事象が発生することもあることか 

ら、関係機関との情報交換を密に行いつつ、河川の上流部でどのような状況になっている 

か、暴風域はどのあたりまで接近しているか、近隣で災害が発生していないか等、広域的 

な状況把握に務めること。 

   ・堤防の異常等、巡視等により自ら収集する現地情報、レーダー観測でとらえた強い雨の 

   地域、避難行動の難易度（夜間や暴風の中での避難）等、必ずしも数値等で明確にできな 

いものも考慮しつつ、総合的な判断を行うこと。 

 

本宮市における洪水災害時の避難指示等は、以下の基準を参考に、今後の気象予測や河川巡視等

からの報告を含めて総合的に判断して発令する。 

 

洪水予報河川：阿武隈川における洪水の場合の例 

（阿武隈川の水防団待機水位：4.0ｍ、氾濫注意水位 5.0ｍ、避難判断水位：6.3ｍ、 

氾濫危険水位 7.9ｍ） 

区分 判断基準の例（次のいずれかに該当する場合） 

高
齢
者
等
避
難 

（
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

 

 

１：指定河川洪水予報により、阿武隈川の本宮水位観測所の水位が避難判断水位（レベル

３水位）に到達し、かつ、水位予測において引き続きの水位が上昇する予測が発表さ

れている場合 

２：指定河川洪水予報により、阿武隈川の本宮水位観測所の水位が氾濫危険水位（レベル

４水位）に到達する予測が発表されている場合（急激な水位上昇による氾濫のおそれ

のある場合） 

３：国管理河川の洪水の危険度分布（水害リスクライン）で「避難判断水位の超過に相当

（赤）」になった場合 

４：堤防に軽微な漏水・浸食等が発見された場合 

５：上記基準１～４に該当するような状況をもたらす強い降雨を伴う前線や台風等が、夜

間から明け方に接近・通過することが予想される場合(→夜間前に発令する) 

 

避
難
指
示 

（
警
戒
レ
ベ
ル
４
） 

 

 

１：指定河川洪水予報により、阿武隈川の本宮水位観測所の水位が氾濫危険水位（レベル

４水位）に到達したと発表された場合 

２：水害リスクラインで「氾濫危険水位の超過に相当（紫）」になった場合 

３：堤防に異常な漏水・浸食等が発見された場合 

４：上記基準１～３に該当するような強い降雨を伴う前線や台風等が、夜間から明け方に

接近・通過することが予想される場合（→夜間前に発令する） 

５：上記基準１～３に該当するような強い降雨を伴う台風等が、立ち退き避難が困難とな

る暴風を伴い接近・通過することが予想される場合（→立ち退き避難中に暴風が吹き

始めることがないよう暴風警報の発表後速やかに発令する） 

※夜間・未明であっても、発令基準例１～３に該当する場合は躊躇なく発令する 
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緊
急
安
全
確
保 

（
警
戒
レ
ベ
ル
５
） 

 

（災害が切迫） 

１：水害リスクラインで「氾濫している可能性（黒）」になった場合 

２：堤防に異常な漏水・浸食の進行や亀裂・すべり等により決壊のおそれが高まった場合 

３：樋門・水門等の施設の機能支障が発見された場合（支川合流部付近の氾濫のため発令

対象区域を限定する） 

（災害発生を確認） 

４：堤防の決壊や越水・溢水が発生した場合（指定河川洪水予報の氾濫発生情報（警戒レ

ベル５相当情報[洪水]）、水防団からの報告等により把握できた場合） 

※発令基準例１～３を理由に警戒レベル５緊急安全確保を発令済みの場合、発令基準例４

の災害発生を確認しても、同一の居住者等に対し警戒レベル５緊急安全確保を再度発令

しない。具体的な災害の発生状況や考えられる被害、とり得る行動等を可能な限り居住

者等に伝達することに注力する。 

 

 

 

（２）情報の入手先一覧（資料 40） 

情 報 名 入 手 先 電 話 

阿武隈川洪水警報 
福島地方気象台 

024-525-5223(自動音声) 

024-534-6724 

福島河川国道事務所 調査第一課 024-546-4331 

阿武隈川の水位 福島河川国道事務所 024-546-4331 

安達太良川の水位 福島県雨量水位情報(河川整備課) 024-521-7483 

五百川の水位 福島県雨量水位情報(河川整備課) 024-521-7483 

雨量情報 

福島地方気象台 024-534-6724 

福島河川国道事務所 024-546-4331 

福島県雨量水位情報(河川整備課) 024-521-7483 

 

 

（３）避難指示等の伝達方法 

  ① 避難指示等の伝達内容 

    下記の例文を参考に、事態の状況に応じた伝達内容を確認する。 

 

【高齢者等避難】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こちらは、本宮市災害対策本部です。ただ今、○時○分、○○地区に対して高齢者等避難

を出しました。お年寄りの方など、避難に時間がかかる方は、すみやかに安全な場所へ避難

してください。その他の方も避難の準備を始めてください。 

 現在の阿武隈川の水位は、○ｍです。これからも川の水が増える見込みです。危険ですの

で、川には近づかないようお願いします。 
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【避難指示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緊急安全確保】 

 

 

 

 

 

 

 

② 避難指示等の伝達手段・伝達先 

    下記のチェックリストにより、伝達手段・伝達先に漏れがないか確認する。 

 

【住民等への伝達】 

 

 

 

 

 

 

 

【要配慮者等への伝達】 

 

 

 

 

 

 

【防災関係機関への伝達】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 こちらは、本宮市災害対策本部です。ただ今、○時○分、○○地区に対して避難指示を出

しました。直ちに安全な場所へ避難してください。 

なお、近所の方にも声をかけて避難してください。 

 現在の阿武隈川の水位は、○ｍです。これからも増水すると思われます。危険ですので、

絶対河川には近づかないでください。 

 こちらは、本宮市災害対策本部です。ただ今、○時○分、○○地区に対して緊急安全確保

を出しました。（堤防が壊れて／危険水位を越えて）大変危険な状況です。直ちに安全な場所

へ避難を完了してください。 

なお、道路が冠水しておりますので、注意して避難してください。 

□ 防災行政無線（同報系） 

□ 広報車・消防車両 

□ 自主防災組織（地区・自治会）の会長・・・ＦＡＸ、電話 

□ Ｍｏｔ．Ｃｏｍもとみやへの依頼（ＦＭ放送による伝達） 

□ 消防団（分団長）・・・防災行政無線（移動系） 

□ 福島県県北地方振興局県民環境部県民生活課・・・ＦＡＸ（024）521-2855 

電 話（024）521-2709 

□ 郡山北警察署本宮分庁舎・・・電話・ＦＡＸ33-3110 

□ 南消防署・・・ＦＡＸ33-6699、電話 33-2875 

□ 福島河川国道事務所・・・ＦＡＸ、電話 024-546-4331 

□ 避難行動要支援者の事前登録者・・・ＦＡＸ、電話 

□ 要配慮者利用施設・・・ＦＡＸ、電話 

□ 要配慮者の避難所となる施設・・・ＦＡＸ、電話 
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③ 浸水想定区域内の要配慮者利用施設（資料 41） 

 区  分 設置主体 施設名 所在地 
定

員 

電 話 

(FAX) 

1 幼稚園 学校法人本宮幼稚園 学校法人本宮幼稚園 本宮字東町 2 175 
33-1855 

(34-1835) 

2 
介護老人保健 

施設 
医療法人慈久会 

介護老人保健施設 

「明生苑」 
本宮字南町裡 149 87 

34-6799 

(FAX 兼用) 

3 医療機関 池田眼科医院 池田眼科医院 本宮字仲町 22-3  34-4100 

4 〃 上遠野内科医院 上遠野内科医院 本宮字荒町 54  
33-5866 

(34-1596) 

5 〃 渡辺クリニック 渡辺クリニック 高木字高木 19-6  
34-3311 

(34-3318) 

6 〃 
よしだこどもクリニ

ック 

よしだこどもクリニ

ック 
高木字平内 67-15  

34-6418 

(63-2565) 

7 〃 医療法人慈久会 谷病院 本宮字南町裡 149  33-2721 

8 

特別養護老人ホ

ーム（介護老人

福祉施設） 

社会福祉法人 

あだち福祉会 
ぼたん荘 本宮字上千束 3 85 

63-2600 

(63-2601) 

9 
認知症高齢者 

グループホーム 
(株)マインド 

グループホーム 

まいんど花の里 
本宮字蛭田 46-1 9 

33-5002 

(33-2007) 

10 〃 〃 
グループホーム 

まいんど万世 
本宮字万世 137-5 9 

34-5090 

(33-2011) 

11 〃 〃 
グループホーム 

まいんど万世二番館 
本宮字万世 134-1 9 

24-9613 

(33-6301) 

12 〃 〃 
グループホーム 

まいんど万世三番館 
本宮字万世 133-1 18 

24-9861 

（24-9862） 

13 〃 
株式会社 

アフロサービス 

グループホーム 

みずいろの郷 
本宮字舘町 122-1 9 

34-6003 

(34-6004) 

14 ケアハウス 
社会福祉法人 

あだち福祉会 
なごみ苑 本宮字上千束 3 19 

63-2600 

(63-2601) 

15 
老人デイサービ

スセンター 

社会福祉法人 

あだち福祉会 

ぼたん荘デイサービ

スセンター 
本宮字上千束 3  

63-2600 

(63-2601) 

16 
障がい者（児）

施設 

特定非営利活動法人 

スケッチブック 

スケッチブックマカ

ロン 
本宮字鳴瀬 53-3 22 33-1512 

17 
障がい者（児）

施設 
合同会社ぴーす ぴーす 高木字猫田 27-1 10 24-6699 

18 児童館 本宮市 本宮第２児童館 
本宮字花町 33 番地

1 
- 33-5244 
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２．土砂災害 

  （１）対象とする災害及び警戒すべき地域 

◆土石流災害 

  １）警戒すべき地域 

２６ヶ所 

本宮市土砂災害警戒区域一覧表（資料５） ｐ22、23参照 

  ◆急傾斜地崩壊災害 

４１ヶ所 

本宮市土砂災害警戒区域一覧表（資料５） ｐ22、23参照 

  ◆火山災害 

    安達太良山の噴火による降灰後の土石流が予想される地区は、 

以下の条件がすべて重なった場合の予想 

    ●雪の多い時期（真冬）に、沼ノ平火口でマグマ噴火が起き、 

    ●噴火の熱で火口周辺の雪が大量に一気に融けて、 

    ●大規模な火山泥流が発生して、谷沿いに本宮市方向へ流れてきてあふれた場合。 

    安達太良川や五百川に沿って流れてくる予想。 

 

 

（２）避難すべき区域 

   避難指示等の対象となる「避難すべき区域」は下表のとおりであるが、本宮防災マップにて避

難所や避難経路を平常時に確認しておくことが重要であり、この運用にあたっては、次の事項に

留意する。 

 

・「避難すべき区域」は、地質、地形等や過去の被害の実績や被害想定などを踏まえて特定した

もので、土砂災害は突発的に大きな破壊力を持って発生するため、前兆現象等・状況に応じて、

避難指示等の発令区域を適切に判断すること。 

・土砂災害は発生場所や発生時刻を正確に予測することは難しいため、想定を上回る土砂災害

が発生する可能性があることから、警戒避難体制の整備が必要であり、避難することが重要で

ある。 

 

 

  ① 土石流危険渓流（資料 42） 

対 象 地 区 避 難 場 所 所 在 地 電 話 

本宮 

字蛇ノ鼻、字平井 

本宮第一中学校体

育館 
本宮字懸鉄 15 33-2249 

青田 

字愛宕、字空久保、字銭瓶 
青田農構センター 青田字来ノ池 55 33-2684 

岩根 

字下樋、字小山、字北原、字二ツ屋、 

字本郷、字大ノ木立、字細塚、字大森、

字南一枚平、字大谷地、字新林、 

字万太山、字下池ノ入、字水池尻、 

字小塚山、字深沢 

岩根農構センター 岩根字上土渕 6 39-2111 
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② 急傾斜地崩壊危険箇所（資料 43） 

対 象 地 区 避 難 場 所 所 在 地 電 話 

本宮 

字上千束、字小幡、字白川、字戸崎、 

字舘ノ越、字柳ノ内、字大町 

本宮中央公民館 

本宮第一中学校体

育館 

本宮字矢来 39-1 

本宮字懸鉄 15 

33-2611 

33-2249 

荒井 

荒井字南作、荒井字三本松、字羽山、 

荒井字大久保 

本宮第二中学校 荒井字団子森 28 33-3235 

高木 

高木字大石、高木字大岩、高木字久保 
高木地区公民館 高木字舟場 8-1 33-2408 

岩根 

岩根字下樋、岩根字上清水、岩根字小山 
岩根農構センター 岩根字上土渕 6 39-2111 

 

 

③ 火山災害危険箇所  安達太良山の噴火による降灰後の土石流が予想される地区は、 

   以下の条件がすべて重なった場合の予想 

    ●雪の多い時期（真冬）に、沼ノ平火口でマグマ噴火が起き、 

    ●噴火の熱で火口周辺の雪が大量に一気に融けて、 

    ●大規模な火山泥流が発生して、谷沿いに本宮市方向へ流れてきてあふれた場合。 

    安達太良川や五百川に沿って流れてくる予想。 

 

 

（３）避難指示等の発令の判断基準（資料 44） 

発 令 項 目 発 令 基 準 判断基準の補足資料等 

高齢者等避難 

○土砂災害警戒情報が発令されたとき 

○前日までの連続雨量が 100mm以上で、 

かつ当日の雨量が 50mmを越えたとき 

○前日までの連続雨量が 40mm～100mm で、

かつ当日の雨量が 80mmを越えるとき 

○当日の雨量が 100mmを越えたとき 

なお、巡回時等崖崩れの前兆現象を認知

した場合は、避難指示へ移行 

崖崩れの前兆現象 

 ○斜面（擁壁）の亀裂 

 ○ガリー（掘れ溝）侵食の発生 

 ○湧水の発生、増減、濁り等の

変化 

 ○浮石の落下、樹木等の揺れ 

 ○斜面（擁壁）からの異音 

○斜面（擁壁）のふくらみ 

 ○小崩壊の断続的発生等 避難指示 

○土砂災害の前兆現象が認められるとき 

○土砂災害が発生したとき 

○前日までの連続雨量が 100mm以上で、 

かつ当日の雨量が 50mmを越え、時間雨量

30mmを超える見込みのとき 

○前日までの連続雨量が 40mm～100mm で、

かつ当日の雨量が 80mmを越え、時間雨量

30mmを超える見込みのとき 

○当日の雨量が 100mm を越え、時間雨量

30mmを超える見込みのとき 

 

   土砂災害は相当の破壊力を有しており、生命の危険が高いため、降雨指標に基づく土砂災害警

戒情報を可能な限り活用し、災害発生前に避難を完了することが必要である。ただし土砂災害は、

地形や地質の条件、それまでの降雨量等複数の要因が重なり合って発生するため、降雨指標によ

る土砂災害発生危険度が比較的低くても発生する場合もあるので、住民は、前兆現象を確認した
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ら速やかに避難する必要がある。そのため、巡視点検や住民等からの通報により、速やかに前兆

現象の発生事実を把握し、同事実及び避難指示等を速やかに周知・伝達する必要がある。 

   土砂災害の避難について、住民が留意すべき事項は次のとおりである。 

   ◆ 避難所へ避難する際は、他の土砂災害危険区域内の通過は避けること。土石流に関しては

渓流に直角方向にできるだけ渓流から離れること。渓流を渡って対岸に避難することは避け

ることなどに留意すること。 

 

 ※ 前兆現象 

   前兆現象は土石流やがけ崩れなどの土砂災害の発生前に、斜面や渓流で見られる兆候です。 

斜面から小石がぱらぱら落ちる、湧き水が濁る、渓流が急に濁る、雨が降っているのに水位が下 

がるなどの現象がみられるということは、斜面の内部や渓流の上流で既に何らかの現象が起きて 

いるということですので、これらの前兆現象を確認した場合は直ちに避難行動を開始する必要が 

あります。 

   市では住民、警察、消防団等からの通報により当該地区や周辺地区の避難指示発令の判断材料 

とするため、日頃から前兆現象と通報先を住民等によく周知しておくことが必要です。 

   大雨時に、斜面や渓流に近づくことは危険なので注意を促す必要がある。 

 

 

（４）避難指示等の伝達方法  

  ① 避難指示等の伝達内容 

    下記の例文を参考に、事態の状況に応じた伝達内容を確認する。 

    要配慮者に対しては、避難が夜間になりそうな場合、早めの避難指示等により、日没前に避

難完了することが望ましい。 

 

【高齢者等避難】 

 

 

 

 

 

 

【避難指示】 

 

 

 

 

 

 

【緊急安全確保】 

 

 

 

 

 

  

 こちらは、本宮市災害対策本部です。ただ今、○時○分、○○地区に対して高齢者等避難

を出しました。お年寄りの方など避難に時間がかかる方は、すみやかに安全な場所へ避難し

てください。その他の方も避難の準備を始めてください。 

 こちらは、本宮市災害対策本部です。ただ今、〇〇川から水が溢れるおそれがあります。

○時○分、○○地区に対して避難指示を出しました。直ちに安全な場所へ避難してください。 

なお、近所の方にも声をかけて避難してください。 

 こちらは、本宮市災害対策本部です。〇〇川から水が溢れたため、ただ今、○時○分、○

○地区に対して緊急安全確保を出しました。大変危険な状況です。自宅や近くの建物で少し

でも高い場所に移動するなど、直ちに命を守る行動をとってください。 
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② 避難指示等の伝達手段・伝達先 

   下記のチェックリストにより、伝達手段・伝達先に漏れがないか確認する。 

 

【住民等への伝達】 

 

 

 

 

 

 

 

【要配慮者等への伝達】 

 

 

 

 

 

 

【防災関係機関への伝達】 

 

 

 

 

 

 

  

□ 防災行政無線（同報系） 

□ 広報車・消防車両 

□ 自主防災組織（地区・自治会）の会長・・・ＦＡＸ、電話 

□ Ｍｏｔ．Ｃｏｍもとみやへの依頼（ＦＭ放送による伝達） 

□ 消防団（分団長）・・・防災行政無線（移動系） 

□ 福島県県民安全領域災害対策グループ・・・ＦＡＸ、電話 

□ 本宮警察署・・・ＦＡＸ、電話 

□ 南消防署・・・ＦＡＸ、電話 

□ 福島河川国道事務所・・・ＦＡＸ、電話 

□ 避難行動要支援者の事前登録者・・・ＦＡＸ、電話 

□ 要配慮者利用施設・・・ＦＡＸ、電話 

□ 要配慮者の避難所となる施設・・・ＦＡＸ、電話 
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予
備 

第７ 防災行政無線施設等 

１．休日及び勤務時間外通報連絡表（資料 45） 

 

 

                 

 

 

 

          

 

 

 

 

                                

 

 

       福島県総合情報通信ネットワーク 

 

       有線電話 

        

       市防災行政無線（同報系） 

       市防災行政無線（移動系） 

 

 

 
 
 

２．消防施設及び消防団員等の現有勢力（資料 46） 

 

区 分 

消防職員・団員 消 防 ポ ン プ 等 の 現 況 

消防 

職員 
団員 

 数 

消防ポン

プ自動車 

水槽付消

防自動車 

化学消 

自動車  

救 急 

自動車 

救 助 

工作車 
指令車 広報車 

小型ポン

プ積載車 

小型動力 

ポンプ 

南消防署 33     2   1 1 2 1 1 2  2 

本宮市消防団  541 11 1   1 1 1 18 26 

 

 

  

福島地方気象台 

県庁統制局 

市役所日直・警備員 

市  長 副市長 防災対策課長 建設課長 上下水道課長 消防防災係長 

消防団各分団 

消防団長外本部 
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第８ 自主防災組織等 

１．自主防災組織状況（資料 47） 

１／２ 

番号 自 主 防 災 組 織 名 隊 員 数 管内世帯数 

1 本宮第１区町内会 ２００ ２００ 

2 第４区町内会自主防災会 ９０ ９０ 

3 ６区１・２自主防災会 ８５ ８５ 

4 第８区町内会自主防災隊 ８６ ８６ 

5 第９区町内会自主防災会 ２５０ ２５０ 

6 第９区東町内会自主防災組織 １３７ １３７ 

7 桝形団地自治防災会 １３６ １３６ 

8 もとみや台町内会自主防災組織 ３９６ ３９６ 

9 下樋・梅原町内会自主防災組織  ５４  ５４ 

10 高木第４町内会自主防災隊 １８４ １８４ 

11 本宮第１１区町内会自主防災隊 ５７９ ５７９ 

12 高木地区を水害から守る会 １，１１８ １，１１８ 

13 高木第１町内会自主防災隊 １６７ １６７ 

14 白岩８区自主防災組織自衛消防隊 ４５ ４５ 

15 八幡自警消防隊 ２４ ２４ 

16 平郎内地区自警消防隊 １４ １４ 

17 高木第６町内会自主防災隊 ２０２ ２０２ 

18 ６区舘町行政区町内会自主防災組織隊 ８４ ８４ 

19 仁井田９区町内会自主防災団 １１１ １１１ 

20 高木第５町内会自主防災会 ３４ ３４ 

21 本宮市第１３区町内会自主防災会 ３８６ ３８６ 

22 和田１１区自主防災会 ５０ ５０ 

23 １２区自主防災会 ５１８ ５１８ 

24 糠沢１区自主防災会 １３１ １３１ 

25 稲沢７区自主防災会 １６ １６ 

26 松沢地域自主防災組織 ８６ ８６ 

27 池ノ入地区自主防災会 ３１ ３１ 

28 本宮１０区自主防災会 ７２１ ７２１ 

29 高木第２町内会自主防災会 ６３ ６３ 

30 白岩７区自主防災会 ３５ ３５ 

  



本宮市地域防災計画（資料編） 

第２章 災害予防対策 

 

65 

（資料 47）                            ２／２ 

番号 自 主 防 災 組 織 名 隊 員 数 管内世帯数 

31 糠沢５区自主防災会 ５４ ５４ 

32 大久保地区自主防災会 ３２ ３２ 

33 和田４区自主防災会 ３６ ３６ 

34 和田５区自主防災会 ４０ ４０ 

35 糠沢６区自主防災会 ５０ ５０ 

36 １４区町内会自主防災会 １５１ １５１ 

37 ５区自主防災会 ９１ ９１ 

 

 

 

２．日赤奉仕団（資料 48） 

 

分区 奉仕団名 団員数 代表者名 所 在 地 事 務 局 電 話 番 号 

本宮 
本宮赤十

字奉仕団 
83 根本ヒサ子 

本宮字万世 212 
本宮市役所保健福祉部 

社会福祉課 
0243-24-5371 

白沢 
白沢赤十

字奉仕団 
59 川 名 昌 江 
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第９ 市内事業所保有車両 

１．協力事業所（福島県トラック協会県中支部抜粋）（資料 49） 

                                               （令和４年１月１日現在）        １／３ 

 事 業 所 名 住   所 電 話 

1 
アイエイチロジステックサービス(株)  

郡山共配センター 
本宮市荒井字久保田 95-1 63-2230 

2 アクティオトランスポート福島営業所 本宮市糠沢字水上 356-2 24-6577 

3 (株)アサヒセキュリティ郡山営業所 大玉村大山字堂ヶ久保 3-2 62-2345 

4 あだち運送(株) 本宮市荒井字青田原 203-2 36-2437 

5 (有)丸井運送 大玉村大山字仲江 142-4 48-2513 

6 (株)アルプス物流 郡山営業所 本宮市荒井字北ノ内 60-5 34-4111 

7 エヌケープラント(株) 大玉村大山字新潟 47-2 24-8383 

8 (株)エフライン郡山営業所 本宮市荒井字青田原 241-1 24-6161 

9 Ｆ‐ＬＩＮＥ(株) 本宮物流センター 本宮市荒井恵向 13-1 63-5305 

10 エムケー物流(株) 大玉村玉井字矢ノ花 66 34-2153 

11 (株)大内運送 本宮市糠沢字作 395 44-4131 

12 (有)大玉運送 大玉村玉井字前原 112 48-4196 

13 
大友ロジステックスサービス(株) 

福島営業所 
本宮市荒井字西原 2-1 72-0000 

14 (有)オオノトランス 大玉村玉井字前原 50-1 48-4368 

15 岡田陸運(株)本宮営業所 本宮市荒井字恵向 88 24-8235 

16 カメイ物流サービス(株)郡山営業所 本宮市糠沢字水上 21-1 44-4962 

17 カンテツ運輸(株)福島営業所 大玉村大山向原 36-3 48-2008 

18 関東運輸(株)福島営業所 本宮市荒井字青田原 209-8 24－1180 

19 近物レックス(株) 本宮市関下字下関下 66-1 24-5350 

20 (株)クリーン商会 大玉村大山字北新田 28-1 48-3183 

21 (株)クールテックサガワ 本宮市荒井字恵向 25-1 36-1880 

22 高運送(株)福島営業所 本宮市荒井字青田原 209-12 36-2877 

23 佐川急便(株)東北支社郡山営業所 本宮市荒井字久保田 111-1 0570-01-0670 

24 (株)佐藤商事本宮営業所 本宮市荒井字諸子沢 121-1 24-7331 

25 鮫川運送(株)福島営業所 本宮市仁井田字一里壇 104-1 24-8561 

26 (株)澤井商運 本宮市岩根みずきが丘 1-791 024-953-8400 

27 (株)サンファミリー 福島営業所 本宮市荒井字恵向 60-11 36-2331 

28 サンロジステックス郡山営業所 大玉村大山字仲江 320 68-2058 

29 (株)スカイ運輸 本宮営業所 本宮市荒井字狐塚 54-2 36-2533 

30 (有)鈴木運送店 大玉村大山字宮ノ下 124 48-4345 

31 (株)セイコーロジステックス 郡山センター 本宮市荒井字久保田 98-1 63-5620 

32 センコン物流(株)福島営業所 本宮字中台 1-26 34-3443 

33 (株)仙台ピアノサービス福島営業所 本宮市荒井字青田原 209-15 24-1147 

34 (有)ゼスト 本宮市荒井字青田原 209-2 63-5120 

35 (株)太陽流通サービス郡山営業所 郡山市荒井字恵向 121-48 63-1653 
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 事 業 所 名 住   所 電 話 

36 (有)高茂商事 本宮市荒井字青田原 1-19 24-1870 

37 拓進運輸(株)本宮営業所 本宮市荒井字下原 56 36-1220 

38 第一工流(株)福島営業所 本宮市荒井字甲斐 7-1 36-6645 

39 大虎運輸東北(株)福島営業所 本宮市荒井恵向 34-1 63-5065 

40 大和物流(株)福島営業所 本宮市本宮字名郷 12-3 33-4411 

41 司企業(株)福島郡山営業所 本宮市荒井字諸子沢 121-4 24-8121 

42 (株)Ｔライン 本宮市白岩字柳内 258-3 24-1488 

43 東液サービス(株)郡山営業所 本宮市岩根字みずきが丘 1-511 24-7911 

44 東北西部運輸(株) 本宮市荒井字恵向 121-56 63-5855 

45 東北誠和梱包運輸(株)郡山営業所 大玉村大山字檀 114 24-8360 

46 東北センコー運輸(株)福島営業所 本宮市本宮字中野 14-2 63-0355 

47 東北マルハ運輸(株)福島営業所 本宮市本宮字石塚 20 33-5815 

48 豊里運輸(株)福島営業所 本宮市本宮字下台 18-1 24-1331 

49 (株)トライ物流 本宮市荒井字恵向 25-1 24-7288 

50 (株)ナカノサービス福島営業所 本宮市荒井字恵向 13-1 36-5020 

51 浪速運送(株)福島センター 本宮市本宮字南ノ内 65-1 34-1081 

52 日通エネルギー東北(株)福島支店 本宮市本宮字栄田 97 34-3112 

53 (株)日配運輸福島営業所 大玉村大山字檀 115 24-6464 

54 野口運輸(株)本宮営業所 本宮市本宮字名郷 12-5 34-6363 

55 (株)ノースエクスプレス 本宮市荒井字青田原 209-35 36-6686 

56 迫トラック(株)郡山営業所 本宮市関下字関下 1-3 68-3977 

57 (有)八大運輸 大玉村玉井字石山 7-1 48-3602 

58 (株)東日本エア・ウォーター物流郡山営業所 本宮市仁井田字一里壇 24 24-7460 

59 (有)福島物流サービス本社営業所 本宮市荒井字久保田 117-1 24-7052 

60 福島本木運送(株) 本宮市本宮字下台 22-5 33-1121 

61 福島ロジネット(株) 本宮市本宮栄田 106 63-0063 

62 (有)藤沢物流 本宮市糠沢字作 398 44-4250 

63 藤本運輸(株)本宮営業所 本宮市和田字白旗 76-10 44-4757 

64 (株)フィットライトコーポレーション東北 本宮市高木字北ノ脇 5-1 24-6661 

65 
物産ロジステックスソリューションズ(株) 

本宮営業所 
本宮市荒井字恵向 13-1 24-1061 

66 (有)丸井運送 大玉村大山字仲江 142-4 48-2513 

67 (有)丸忠建設工業 大玉村大山字南小屋 88 48-4822 

68 (有)三森興産 福島支店 大玉村大山荒池 15 24-9905 

69 名糖運輸(株)福島物流センター 本宮市荒井字下原１ 36-2745 

70 (有)森運輸 本宮市荒井字青田原 209-3 34-5320 

71 (有)森ロジテム 本宮市荒井字沢田 29 24-1220 

72 山喜陸運(有) 本宮市岩根字三池沢 39-1 39-2124 

73 ヤマト運輸(株)二本松支店 大玉村大山字向原 79-1 080-5044-3502 
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 事 業 所 名 住   所 電 話 

74 吉川運輸(株)福島営業所 本宮市関下字東原 29-2 68-3033 

75 (株)ライフサポート・エガワ東北福島支社 本宮市長屋字長屋平 40 44-4300 

76 (有)酪農運送本宮営業所 本宮市仁井田字一里壇 17 33-2655 

77 ロジトライ東北(株)本宮営業所 本宮市荒井字恵向 60-12 63-5410 

78 桶本興業(株)福島営業所 大玉村大山字向原 114 48-4404 

 

 

２．人員輸送関係（資料 50）  

 事 業 所 名 住   所 電 話 備 考 

１ 協和交通(株) 高木字猫田 53-1 34-4450 バス 

２ ネオス(株) 本宮字南内 34-6 33-1177 レンタカー 

３ 中央タクシー(有) 本宮字小幡 3-1 33-3303 タクシー 

４ 増子タクシー 本宮字上町 31 34-2133 タクシー 
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第 10 自衛隊による災害派遣活動（資料 51） 

 

項   目 活   動   内   容 

被害状況の把握 車両・艦艇・航空機など状況に適した手段による偵察 

避難の援助 
避難者の誘導、輸送等 

死者、行方不明者、負傷者等の捜索援助 

避難者の捜索 

救助 
 緊急を要し、かつ他に適当な手段が無い場合、他の援助活動等に優先して実施 

水防活動  堤防護岸の決壊に対する土のう作成、積込及び運搬 

消防活動  利用可能な消防車、防火用具による消防機関への協力 

障害物の排除 
 施設の損壊又は障害物がある場合の啓開除去、街路、鉄道線路上の転覆トラック、

崩土等の排除、除雪等 

診察・防疫・ 

病害防除等の支援 

 大規模な伝染病等の発生に伴う応急防疫等 

 （薬剤師は市が準備） 

通信支援  自衛隊の通信連絡に支障のない限度において各種有、無線通信支援 

人員及び輸送の 

緊急輸送 

 緊急を要しかつ他に適当な手段が無い場合、緊急患者、医師その他救難活動に必

要な人員及び救援物資の緊急輸送 

 （航空機による輸送は、特に緊急を有する場合に限る。） 

炊飯及び給水の支援  緊急を要し、他に適当な手段がない場合 

救援物資の無償 

貸付又は譲与 

 「防衛庁の管理に属する物品の無償貸与及び譲渡等に関する総理府令」（昭和３３

年総理府令第１号）による。 

（但し、譲与は、県、市その他の公共機関の援助が受けられず、当該物品の譲与を

受けなければ身体生命が危険であると認められる場合に限る。） 

交通規制の支援  自衛隊車両の交通が輻輳する地点における自衛隊車両を対象とする。 

危険物の保安 

及び除去 
 能力上可能なものについて火薬類、爆発物等危険物の保安措置及び除去 

予防派遣 
 風水害等を未然に防止するため緊急を要し、かつ他に適当な手段がない場合の予

防派遣 

その他 
 知事が必要と認め、自衛隊の能力で対処可能なものについて関係部隊の長と協議

し決定する。 
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第３章 災害応急対策 

第１ 医療・救護関係 

１．病院・医療機関（資料 52） 

 

NO 名     称 所     在 電 話 診 療 科 目 病床数 

1 医療法人慈久会 谷病院 本宮字南町裡 149 33-2721 
内・小・外・整・産婦・
耳 

164 

2 医療法人落合会 東北病院 青田字花掛 20 33-2588 内・精・神 212 

3 池田眼科医院 本宮字仲町 22-3 34-4100 眼  

4 いしわたクリニック 荒井字東学壇11-1 63-2826 内・泌・外  

5 医療法人上遠野内科医院 本宮字荒町 54 33-5866 内・呼  

6 医療法人渡辺クリニック 高木字高木 19-6 34-3311 内・胃・外・肛  

7 よしだこどもクリニック 高木字平内 67-15 34-6418 小  

8 医療法人幹正会 よしだ内科 本宮字一ツ屋 1-1 63-2333 内・消・循・呼  

9 やなぎほり皮膚科クリニック 高木字平内 74-1 24-1028 皮・ア  

10 
本宮市国民健康保険白岩診療
所 

白岩字田中 225-8 44-2008 内  

11 もとみや整形外科クリニック 高木字熊ノ木５ 24-7035 整・リ  

12 (医)朝陽会橋本クリニック 白岩字馬場 110-1 64-2552 内・胃・小・ア  

 
 

２．安達歯科医師会本宮地区（資料 53） 

 

NO 名     称 所     在 電 話 診 療 科 目 病床数 

1 荒井歯科クリニック 荒井字久保田 92-1 33-3133 歯  

2 医療法人 鈴木歯科医院 高木字平内 67-5 34-3457 歯  

3 国分歯科医院 本宮字中條 30-8 34-2074 歯  

4 国分歯科医院 本宮字兼谷 54 34-2226 歯  

5 大道寺歯科医院 本宮字下町 50-5 33-3307 歯  

6 のうち歯科クリニック 本宮字万世 132-3 63-2288 歯・小歯  

7 もとみやデンタルクリニック 高木字滝ノ入 51-50 34-4185 
歯・小歯・矯歯 
口外 

 

8 まゆみ歯科クリニック 本宮字万世 209-1 33-3666 歯  

9 あい歯科クリニック 本宮字南町裡 47 33-5888 
歯・小歯・矯歯 
口外 

 

10 白澤歯科クリニック 本宮字万世 164-1 33-3358 歯  

11 白沢中央歯科医院 糠沢字石神 112 44-4360 歯  

12 あさひデンタルクリニック 荒井字東学壇 28-1 63-1711 歯  

13 JA歯科医院もとみや 本宮字戸崎 14-1 24-7980 歯・口外  

 

 

３．医薬品・衛生材料・消毒薬剤調達先（資料 54） 

１／２ 

NO 名     称 所     在 電 話 業 種 区 分 備考 

1 コスモ調剤薬局本宮店 高木平内 67-8 33-6600 薬局  

2 有限会社国崎薬局 本宮字下町 15 34-2013 
薬局・薬局製
造 

 

3 松坂薬局 本宮字下町 55 33-2248 薬局  
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（資料 54）                                     ２／

２ 

NO 名     称 所     在 電 話 業 種 区 分 備考 

4 郡山調剤薬局 本宮店 本宮字荒町 49-9 63-1155 薬局  

5 薬局サン・メリー 本宮店 高木字高木 17-1 34-1551 薬局  

6 コスモ調剤薬局本宮 本宮西店 本宮字一ツ屋 2-4 63-0022 薬局  

7 コスモ調剤薬局本宮 本宮南店 荒井字東学壇 11-5 63-0091 薬局  

8 株式会社 遠藤薬局 本宮字中條 51 34-2061 薬局・薬局製造  

9 株式会社三陽物流センター 荒井字青田原 209-6 36-5550 卸売一般販売業  

10 株式会社アスカム本宮センター 荒井字甲斐 1-1 36-6431 卸売一般販売業  

11 イトー薬舗 本宮字上町 35-4 34-2456 薬種商販売業  

12 そうごう薬局 本宮店 本宮字南町裡 117-3 34-6031 薬局  

13 エール薬局 高木店 高木字平内 74-1 63-2511 薬局  

14 ツルハドラッグ本宮店 荒井字久保 132-8-2 63-5380 薬種商販売業  

15 ツルハドラッグ本宮中央店 本宮字万世 195-1 63-1268 薬種商販売業  

16 ウエルシア福島本宮店 本宮字舘町 194 63-1620 薬種商販売業  

17 イトー薬舗 本宮字上町 35-4 34-2456   

18 みずいろ調剤薬局 本宮字南町 109-17 34-2205   

19 サンドラック本宮店 高木字平内 63-1622   

20 薬王堂 本宮高木店 高木字舟場 3-1 24-5161   

21 もとみや調剤薬局 本宮字大町 1-6 34-1189   
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 TEL 024－959－6723 

 FAX 024－959－6546 

４．福島県災害時医薬品等供給マニュアル（抜粋）（資料 55） 

 

 
このシステムは、災害発生時に県民が必要とする医薬品等（消毒薬含む）を初動期（発生から１～３

日）において確保し、災害により医療機関等から通常ルートでは供給が困難等の理由から、要請があっ

た場合、迅速な供給体制を確保するために、県内の６方部に分け備蓄供給体制を整備するものです。 
 

 供給要請は、管轄の保健福祉事務所（保健所）に行ってください。 

  所轄の保健福祉事務所に連絡が取れない場合の連絡先 

    福島県薬務課              （電話 024－521-7232） 

    福島県医薬品卸組合(東北アルフレッサ）   (電話 024－959-6723) 

災害時医薬品等供給フローチャート 
 

 

 

    ①＇供給要請 

                              ①供給要請 

               連絡調整 

  

・市町村 

要 請 者 
・医療機関（病院、診療所） 

保健福祉事務所（保健

所） 

薬務課 

 TEL 024－521－7232 

 FAX 024－521－7992 

①＇供給要請 

県医薬品卸組合 
＊各地区卸幹事営業所 

等    （在庫） 

②＇供給要請 

④ 支払い 

②供給要請 

①②  ：通常 

①＇②＇：災害が広域、又は保健福祉事務所が被災等の理由で機能不可の場合 

＊各医療圏ごとの保健福祉事務所（保健所）及び各地区卸幹事営業所 
 
県 北 ： 県北保健福祉事務所        (TEL 024-534-4103,  FAX 024-534-4162) 

      ： 株式会社スズケン福島支店        (TEL 024-525-1233,  FAX 024-535-8467) 
 県 中 ： 県中保健福祉事務所              (TEL 0248-75-7817,  FAX 0248-75-7825) 

      ： 東北アルフレッサ株式会社     (TEL 024-959-6614,  FAX 024-959-6135) 
    ： 郡山物流センター 

 県 南 ： 県南保健福祉事務所              (TEL 0248-22-5479,  FAX 0248-23-1252) 
      ： 株式会社バイタルネット白河支店  (TEL 0248-23-2811,  FAX 0248-23-2231) 
  会 津 ： 会津保健福祉事務所              (TEL 0242-29-5512,  FAX 0242-29-5513) 
      ： 東邦薬品株式会社会津営業所      (TEL 0242-27-1771,  FAX 0242-27-0654) 
  相 双 ： 相双保健福祉事務所              (TEL 0244-26-1328,  FAX 0244-26-1332) 
      ： 東北アルフレッサ株式会社     (TEL 0244-22-5141,  FAX 0244-24-1484) 
      南相馬支店 
いわき ： いわき市保健所                  (TEL 0246-27-8590,  FAX 0246-27-8600) 

      ： 株式会社メディセオいわき支店    (TEL 0246-27-2821,  FAX 0246-27-2851) 

福島県災害時医薬品等備蓄供給システム 
 

③災害時医薬品の供給 
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 TEL 024－941－8171 

 FAX 024－959－8172 

 

 
このシステムは、災害発生時に県民が必要とする衛生材料等を、初動期（発生から１～３日）におい

て確保し、災害により医療機関等から通常ルートでは供給が困難等の理由から、要請があった場合、迅

速な供給体制を確保するために、県内の６方部に分け備蓄供給体制を整備するものです。 
 

 供給要請は、管轄の保健福祉事務所（保健所）に行ってください。 

  所轄の保健福祉事務所に連絡が取れない場合の連絡先 

   福島県薬務課                    (電話 024－521-7232） 

   福島県医療機器販売業協会（サンセイ医機）      （電話 024－941-8171） 

 

災害時衛生材料等供給フローチャート 
 

 

 

   ①＇供給要請 

                              ①供給要請 

               連絡調整 

  

福島県災害時衛生材料等備蓄供給システム 
 

・市町村 

要 請 者 
・医療機関（病院、診療所） 

保健福祉事務所（保健

所） 

薬務課 

 TEL 024－521－7232 

 FAX 024－521－7992 

①＇供給要請 

医療機器 

販売業協会 

＊各地区卸幹事営業所 

等    （在庫） 

②＇供給要請 

④ 支払い 

②供給要請 

①②  ：通常 

①＇②＇：災害が広域、又は保健福祉事務所が被災等の理由で機能不可の場合 

＊各医療圏ごとの保健福祉事務所（保健所）及び各地区卸幹事営業所 

県 北 ： 県北保健福祉事務所        (TEL 024-534-4103,  FAX 024-534-4162) 
      ： サンセイ医機株式会社          (TEL 0243-62-0155,  FAX 0243-62-1525) 
      二本松物流センター 
県 中 ： 県中保健福祉事務所              (TEL 0248-75-7817,  FAX 0248-75-7825) 

      ： 株式会社エヌジェイアイ      (TEL 024-933-8936,  FAX 024-933-8243) 
 県 南 ： 県南保健福祉事務所              (TEL 0248-22-5479,  FAX 0248-23-1252) 

      ： 株式会社エヌジェイアイ      (TEL 024-933-8936,  FAX 024-933-8243) 
  会 津 ： 会津保健福祉事務所              (TEL 0242-29-5512,  FAX 0242-29-5513) 
      ： 株式会社三陽会津営業所      (TEL 0242-27-4134,  FAX 0242-28-1134) 
  相 双 ： 相双保健福祉事務所              (TEL 0244-26-1328,  FAX 0244-23-4679) 
      ： サンセイ医機株式会社原町営業所  (TEL 0244-23-4611,  FAX 0244-23-4679) 
 いわき ： いわき市保健所                  (TEL 0246-27-8590,  FAX 0246-27-8600) 

      ： 株式会社三陽いわき営業所     (TEL 0246-27-7631,  FAX 0246-27-3607) 

③災害時衛生材料供給 
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第２ 清掃・衛生施設・関連業者関係 

１．焼却施設（リサイクルプラザ併設）（資料 56） 

（１）名  称    安達地方広域行政組合もとみやクリーンセンター 

（２）所  在    本宮市本宮字作田１１３番地 

（３）電  話    ０２４３－３３－５４９９ 

      Ｆ Ａ Ｘ    ０２４３－３４－３９１１ 

（４）敷地面積    ２４，４８８．００㎡ 

（５）建物面積     ８，２９１．６０㎡ 

   【焼却施設】 

（１）焼却能力    ４０ｔ／２４ｈ×２炉 

（２）処理能力    ①スチール ８．００ｔ／５ｈ 

              ②アルミ  １．８５ｔ／５ｈ 

（３）保管容量    ①カレット   ９４㎥ 

              ②古紙類   １００㎥ 

   【リサイクルプラザ】 

   （１）処理能力    １６ｔ／５ｈ（粗大ごみ、資源ごみを含む） 

   （２）処理方式    選別、圧縮、機密文書等の裁断 

 

 

２．資源施設（資料 57） 

   （１）名  称    安達地方広域行政組合リサイクルセンター 

（２）所  在    本宮市本宮字作田１１３番地 

（３）電  話    ０２４３－３３－５４９９ 

      Ｆ Ａ Ｘ    ０２４３－３４－３９１１ 

   （４）敷地面積    １１，７０３㎡ 

（５）建築面積     １，２０４㎡ 

（６）処理能力    ①缶類処理系統           ３ｔ／５ｈ 

              ②プラスチック製容器包装処理系統  ６ｔ／５ｈ 

 

 

３．埋立処分場（資料 58） 

（１）名  称    安達地方広域行政組合東和クリーンヒル 

（２）所  在    二本松市東和字寺沢６１番地 

（３）電  話    ０２４３－６１－７７７７ 

   Ｆ Ａ Ｘ    ０２４３－６１－７７７８ 

（４）敷地面積    ５６，３９２㎡ 

（５）建物面積       １２０㎡ 

 ア．浸出水処理管理棟 ５１３㎡ 

（６）埋立面積    １３，０００㎡ 

（７）埋立容量   １０３，０００㎥ 

（８）水処理能力       ７０㎥／日 
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４．し尿処理場（資料 59） 

（１）名  称    安達地方広域行政組合あだたら環境共生センター 

（２）所  在    二本松市上竹二丁目１７２番地 

（３）電  話    ０２４３－２２－０９５８ 

      Ｆ Ａ Ｘ      ０２４３－２２－２１２３ 

（４）敷地面積    ９，２３８．８０㎡ 

（５）建物面積    １，２１８．０８㎡ 

（６）処理方式    生物学的脱窒素方式＋高度処理７  

（７）処理能力    ９７kℓ／日（生し尿７４．８kℓ／日、浄化槽汚泥２２．２kℓ／日） 

 

 

５．火葬場（資料 60） 

（１）名  称    安達地方広域行政組合あだたら聖苑 

（２）所  在    二本松市永田三丁目１２３ 

（３）電  話    ０２４３－６２－３４１４ 

      Ｆ Ａ Ｘ    ０２４３－６２－３４２０ 

（４）敷地面積    ２６，３８９㎡ 

（５）建物面積     ２，４４３㎡ 

（６）炉 設 備    火葬炉 ５基 

              汚物炉 １基 

 

 

６．産業廃棄物処理許可業者（資料 61） 

番号 業 者 名 所     在 電 話 備 考 

１ ウッドペッカー(有) 大玉村大山字北新田 28-1 48-3183  

２ 国分農場(有) 大玉村玉ノ井字小高倉 82 43-3888  

３ 豊島硝子(株) 二本松市住吉 42-1 23-2720  

４ (株)クリーン商会 大玉村大山字北新田 28-1 48-3183  

５ (株)二瓶商店 本宮市和田字関宿 10-1 64-2444  

６ 
グリーンリサイクル

(株) 
二本松市小沢字原 115-28 24-8556  

７ (株)サニックス 本宮市荒井字恵向 121-43 63-5193  

 

 

７．し尿収集許可業者（資料 62） 

番号 業 者 名 所     在 電 話 備 考 

１ (有)本宮環境サービス 本宮市青田字山田 5-2 33-2770  

２ (有)協同清運 本宮市青田字孫市 41-5 33-3955  

３ (有)安達清掃公社 二本松市下山田 4-1 22-0951  

４ (有)赤坂 二本松市川崎字赤坂 229 52-2131  
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８．葬儀社（資料 63） 

番

号 
業 者 名 所     在 電 話 備 考 

１ たまのや たまはし 本宮市仁井田字山田 12-2 63-0222  

２ 
ＪＡふくしま未来サー

ビス安達催事センター 
二本松市杉田駄子内 56-4 22-1210  

３ (株)善邦ほうりん 二本松市上竹 2-286-1 0120-43-1194  

４ (有)丸又葬儀社 二本松市槻木 257-5 0120-03-5598  

５ さがみ典礼 本宮市本宮字中台 24-4 34-1194  

 

 

９．水道工事業者（資料 64） 

本宮市水道工事指定店会 

ＮＯ 業 者 名 住       所 電  話 備  考 

１ (有)浜野和水道 本宮市本宮字塩田 49-2 33-2788  

２ (有)本宮設備 本宮市本宮字南町裡 144-1 33-2592  

３ オオナミ(株)  本宮市高木字戸崎 63-3 33-1001  

４ (有)光設工業所 本宮市青田字孫市 2-25 33-1895  

５ (株)タカマツ 本宮市本宮字一ツ屋 12-7 33-5242  

６ (株)小山設備 本宮市本宮字仲町 39 33-3031  

７ (有)須藤住機工業 本宮市本宮字小幡 33-1 34-5528  

８ (有)三和設備 本宮市和田字作田 3-1 44-4542  

 

 

１０．建設業者（資料 65） 

    南達建設業組合                               １／２ 

ＮＯ 業 者 名 住       所 電  話 ＦＡＸ 

1 石橋建設工業(株) 本宮市高木字舟場 22 33-2519 33-6049 

2 川名建設工業(株) 本宮市本宮字田中 47-2 33-2755 33-2757 

3 菅野建設工業(株) 本宮市長屋字征矢田 6 44-2120 44-4102 

4 國新建設(株) 本宮市糠沢字石ケ作 125 44-3876 44-3042 

5 斎藤建設工業(株) 大玉村大山字仲ノ内 123 48-3706 48-3708 

6 (有)友正組 本宮市長屋字屋戸 8 44-4291 44-4292 

7 (株)長谷川建設 本宮市仁井田字上山田 9 33-3330 33-3340 

8 光建設(株) 本宮市本宮字戸崎 7-1 33-2370 33-2380 

9 (株)武藤建設 本宮市本宮字欠下 47-1 33-2530 33-5674 

10 (有)丸忠建設工業 大玉村大山字南小屋 88 48-4822 48-4823 

11 石川工業(株) 本宮市白岩字堤崎 486-3 44-2563 44-3014 

12 根本建設(株)本宮支店 本宮市和田字白幡 76-10 44-4755  

13 (有)津守造園 本宮市荒井字三本松 30 33-5835 34-3873 

14 国分木材工業 本宮市白岩字大岩入 6 44-2058 44-2058 

15 (有)エム・エス・ケー 大玉村玉井字前原 49-12 48-4405 48-3633 

16 (有)アドワーク 本宮市本宮字小幡 63-7 63-2433  
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第３ 災害救助法による救助の程度・方法及び期間早見表（資料 66） 

    （災害救助法適用前はこの基準内で市長が定める） 

（災害救助事務取扱要領 令和 3年 6月 18日）   １／８ 

救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

避 難 所 の

設置（法第

4条第1項） 

 

災害により現

に被害を受け、

又は被害を受

けるおそれの

ある者に供与

する 

 

(基本額） 

避難所設置費 

1人 1日当たり 330円以内 

(加算額） 

 高齢者等の要援護者等

を収容する「福祉避難所」

を設置した場合、当該地域

における通常の実績を支

出でき、上記を超える額を

加算できる 

 

災害発生の日

から 7 日以内 

 

 

１ 費用は、避難所設置、維

持及び管理のための賃金

職員等雇上費、消耗器材

費、建物等の使用謝金、借

上費又は購入費、光熱水費

並びに仮設便所等の設置

費を含む 

２ 避難に当たっての輸送

費は別途計上 

３ 避難所での避難生活が

長期にわたる場合におい

ては避難所で避難生活し

ている者への健康上の配

慮等により、ホテル・旅館

など宿泊施設を借上げて

実施することが可能 

 

避 難 所 の

設置（法第

4条第2項） 

 

災害が発生す

るおそれのあ

る場合におい

て、被害を受け

るおそれがあ

り、現に救助を

要する者に供

与する 

法第 2 条第 2

項による救助

を開始した日

から、災害が

発生しなかっ

たと判明し、

現に救助の必

要がなくなっ

た日までの期

間（災害が発

生し、継続し

て避難所の供

与を行う必要

が生じた場合

は、法第 2 条

第 2 項に定め

る救助を終了

する旨を公示

した日までの

期間） 

 

１ 費用は、災害が発生する

おそれがある場合におい

て必要となる建物の使用

謝金や光熱水費とする。な

お、夏期のエアコンや冬期

のストーブ、避難者が多数

の場合の仮設トイレの設

置費や、避難所の警備等の

ための賃金職員等雇上費

など、やむを得ずその他の

費用が必要となる場合は、

内閣府と協議すること 

２ 避難に当たっての輸送

費は別途計上 
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（資料 66）                                      ２
／８ 

救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

応 急 仮 設

住 宅 の 供

与 

 

 

 

 

 

住宅が全壊、全

焼又は流出し、

居住する住家

がない者であ

って、自らの資

力では住宅を

得ることがで

きない者 

 

 

〇建設型応急住宅 

１ 規模 

  応急救助の趣旨を踏

まえ、実施主体が地域の

実情、世帯構成等に応じ

て設定 

２ 基本額 1 戸当たり 

5,714,000 円以内 

３ 建設型応急住宅の供

与終了に伴う解体撤去

及び土地の原状回復の

ために支出できる費用

は、当該地域における実

費 

 

 

 

災害発生の日

から 20日以内

着工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 費用は設置にかかる原

材料費、労務費、付帯設備

工事費、輸送費及び建築事

務費等の一切の経費とし

て 5,714,000円以内であれ

ばよい 

２ 同一敷地内等に概ね 50

戸以上設置した場合は、集

会等に利用するための施

設を設置できる。（50 戸未

満であっても小規模な施

設を設置できる） 

３ 高齢者等の要援護者等

を数人以上収容する「福祉

仮設住宅」を設置できる 

４ 供与期間は 2 年以内 

 

〇賃貸型応急住宅 

１ 規格  

建設型仮設住宅に準

じる 

２ 限度額  

  地域の実情に応じた

額 

 

災害発生の日

から速やかに

借上げ、提供 

 

１ 費用は、家賃、共益費、

敷金、礼金、仲介手数料、

火災保険等、民間賃貸住宅

の貸主、仲介業者との実情

に応じた額とする 

２ 供与期間は建設型仮設

住宅と同様 

 

炊 き 出 し

そ の 他 に

よ る 食 品

の供与 

１ 避難所に収

容された者 

２ 住家に被害

を受け、若し

くは災害によ

り現に炊事の

できない者 

 

１ １人１日当たり 

 1,160 円以内 

２ 被災地から縁故先（遠

隔地）等に一時避難する

場合３日分支給可（大

人、子供の差なし） 

災害発生の日

から７日以内 

 

食品供与のための総経費を給

食人員日数で除した金額が限

度内であればよい。（１食は 

１／３日） 
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（資料 66）                                      ３／
８ 

救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

飲料水の

供与 

現に飲料水

を得ること

ができない

者（飲料水及

び炊事のた

めの水であ

ること。） 

 

当該地域における通常の

実費 

災害発生の日か

ら７日以内 

 

 輸送費、人件費は別途計上 

被服、寝

具その他

生活必需

品の供与

又は貸与 

全半壊（焼）、

流出、床上浸

水等により、

生活上必要

な被服、寝

具、その他生

活必需品を

喪失、若しく

は毀損等に

より使用す

ることがで

きず、直ちに

日常生活を

営むことが

困難な者 

１ 夏季（４月～９月）冬

季（１０月～３月）の季

別は災害発生の日をも

って決定する。 

２ 下記金額の範囲内 

災害発生の日か

ら１０日以内 

１ 備蓄物資の価格は年度当初の

評価額 

２ 現物給付に限ること 

区  分 
１人 

世帯 

２人 

世帯 

３人 

世帯 

４人 

世帯 

５人 

世帯 

６人以上１人 

増すごとに加算 

全  壊 

全    焼 

流    失 

夏 18,800 24,200 35,800 42,800 54,200 7,900 

冬 31,200 40,400 56,200 65,700 82,700 11,400 

半    壊 

半  焼 

床上浸水 

夏 6,100 8,300 12,400 15,100 19,000 2,600 

冬 10,000 13,000 18,400 21,900 27,600 3,600 

医 療 医療の途を

失った者 

（応急的処

置） 

１ 救護班 

  使用した薬剤、治療

材料、医薬器具破損等

の実費 

２ 病院又は診療所 

  国民健康保険診療報

酬の額以内 

３ 施術者 

  協定料金の額以内 

 

災害発生の日か

ら１４日以内 

 

患者等の移送費は別途計上 
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救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

助 産 災害発生の

日以前又は

以後７日以

内に分娩し

た者であっ

て災害のた

め助産の途

を失った者 

（出産のみ

ならず、死産

及び流産を

含み現に助

産を要する

状態にある

者） 

 

１ 救護班等による場

合は、使用した衛生材

料の実費 

２ 助産師による場合

は慣行料金の 100分の

80 以内の額 

分娩した日か

ら７日以内 

 

妊婦等の移送費は別途計上 

被災者の

救出 

１  現に生

命、身体が

危険な状態

にある者 

２  生死不

明 の 状 態

にある者 

 

当該地域における通常

の実績 

災害発生の日

から３日以内 

 

１ 期間内に生死が明らかにな

らない場合は、以後「死体の捜

索」として取り扱う 

２ 輸送費、人件費は別途計上 

被災した

住宅の応

急修理 

１  住宅が

半壊（焼）若

しくはこれ

らに準ずる

程度の損傷

を受け、自

らの資力に

より応急修

理をするこ

とができな

い者 

２  大規模

な補修を行

わなければ

居住するこ

とが困難で

ある程度に

住家が半壊

（焼）した

者 

 

居室、炊事場及び便所等

日常生活に必要最小限

度の部分 

１世帯当たり 

① 大規模半壊、中規模

半壊又は半壊若しくは

半焼の被害を受けた世

帯 

595,000 円以内 

② 半壊又は半焼に準

ずる程度の損傷により

被害を受けた世帯 

   300,000 円以内 

災害発生の日

から３か月以

内（災害対策基

本法第 23 条の

3 第 1 項に規定

する特定災害

対策本部、同法

第 24 条第 1 項

に規定する非

常災害対策本

部又は同法第

28条の 2第 1項

に規定する緊

急災害対策本

部が設置され

た災害にあっ

ては、６か月以

内） 
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救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

学用品の

供与 

住家の全壊

（焼）流失 

半壊（焼）又

は床上浸水

により学用

品を喪失又

は毀損等に

より使用す

ることがで

きず、就学上

支障のある

小学校児童、

中学校生徒、

義務教育学

校生徒及び

高等学校等

生徒 

 

１ 教科書及び教科書

以外の教材で教育委

員会に届出又はその

承認を受けて使用し

ている教材、又は正規

の授業で使用してい

る教材実費 

２ 文房具及び通学用

品 1人当たり次の金額

以内 

 小学校児童 4,500 円 

 中学校生徒 4,800 円 

高等学校等生徒 

       5,200

円 

災害発生の日

から 

(教科書） 

１か月以内 

(文房具及び通

学用品） 

15 日以内 

 

１ 備蓄物資は評価額 

２ 入進学時の場合は個々の実

情に応じて支給する 

埋 葬 災害の際死

亡した者を

対象にして

実際に埋葬

を実施する

者に支給 

 

１体当たり 

大人（12 歳以上） 

215,200 円以内 

小人（12 歳未満） 

172,000 円以内 

災害発生の日

から 10 日以内 

災害発生の日以前に死亡した者

であっても対象となる 

死体の 

捜索 

行方不明の

状態にあり、

かつ、備考欄

に記載の事

情によりす

でに死亡し

ていると推

定される者 

 

当該地域における通常

の実費 

災害発生の日

から 10 日以内 

１ 輸送費、人件費は別途計上 

２ 災害発生後３日を経過した

ものは一応死亡したものと推

定している 
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救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

死体の 

処理 

災害の際死亡した

者について、死体

に関する処理（埋

葬を除く）をする 

(洗浄、消毒等） 

１体当たり 3,500 円以

内 

(一時保存） 

既存建物借上費： 

     通常の実費 

既存建物以外： 

１体当たり 5,400 円以

内 

(検案） 

救護班以外は慣行料金 

 

災害発生の日

から 10 日以内 

 

 

 

１ 検案は原則として救護

班 

２ 輸送費、人件費は別途計 

 上 

３ 死体の一時保存にドラ

イアイスの購入費等が必

要な場合は当該地域にお

ける通常の実費を加算で

きる 

障害物の

除去 

居室、炊事場、玄

関等に障害物が運

び込まれているた

め生活に支障をき

たしている場合

で、自力では除去

することができな

い者 

 

市町村内において障害

物の除去を行った一世

帯当たりの平均 

137,900 円以内 

災害発生の日

から 10 日以内 

 

 

輸送費及

び賃金職

員等雇上

費（法第 4

条第 1 項） 

 

 

 

 

 

１ 被災者の避難

に係る支援 

２ 医療及び助産 

３ 被災者の救出 

４ 飲料水の供給 

５ 死体の捜索 

６ 死体の処理 

７ 救済用物資の

整理配分 

 

当該地域における通常

の実費 

 

 

 

 

 

 

 

 

救助の実施が

認められる期

間以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送費及

び賃金職

員等雇上

費（法第 4

条第 2 項） 

 

 

 

 

避難者の避難に係

る支援 

 

 

 

 

当該地域における通常

の実費 

 

 

 

 

 

 

救助の実施が

認められる期

間以内 

 

 

 

 

 

 

 

災害が発生するおそれ段階

の救助は、高齢者・障がい者

等で避難行動が困難な要配

慮者の方の輸送であり、以下

の費用を対象とする 

・避難所へ輸送するためのバ

ス借上げ等に係る費用 

・避難者がバス等に乗降する

ための補助員など、避難支援

のために必要となる賃金職

員等雇上費 
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救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

実費弁償 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害救助法施行令

第 4 条第 1 号から

第 4 号までに規定

する者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害救助法第 7条第 1項

規定により救助に関す

る業務に従事させた都

道府県知事等（法第 3 条

に規定する都道府県知

事等をいう。）の総括す

る都道府県等（法第 17

条第 1 号に規定する都

道府県等をいう。）の常

勤の職員で当該業務に

従事した者に相当する

者の給与を考慮して定

める 

 

救助の実施が

認められる期

間以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間外勤務手当及び旅費は

別途に定める額 
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救助の種類 対   象 費 用 の 限 度 額 期  限 備       考 

救助の事

務を行う

のに必要

な費用 

 

 

 

 

 

１ 時間外勤務手

当 

２ 賃金職員等雇

上費 

３ 旅費 

４ 需用費（消耗

品費、燃料費、食

糧費、印刷製本

費、光熱水費、修

繕料） 

５ 使用料及び賃

借料 

６ 通信運搬費 

７ 委託費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救助事務費に支出でき

る費用は、法第 21 条に

定める国庫負担を行う

年度（以下「国庫負担対

象年度」という。）におけ

る各災害に係る左記１

から７までに掲げる費

用について、地方自治法

施行令（昭和 22 年政令

第 16 号）第 143 条に定

める会計年度区分によ

り当該年度の歳出に区

分される額を合算し、各

災害の合計額が、国庫負

担対象年度に支出した

救助事務費以外の費用

の額の合算額に、次のイ

からトまでに掲げる区

分に応じ、それぞれイか

らトまでに定める割合

を乗じて得た額の合計

額以内とすること 

 

 

 

 

 

,  

 

救助の実施が

認められる機

関及び災害救

助費の精算す

る事務を行う

期間内 

 

 

 

 

 

 

災害救助費の精算事務を行

うのに要した経費も含む 

 

 

 

 

※この基準によって救助の適切な実施が困難な場合には、都道府県知事等は、内閣総理大臣に協議し、

その同意を得た上で、救助の程度、方法及び期間を定めることができる。 

 

 

 

  

イ 3千万円以下の部分の金額については 100分の 10 

ロ 3千万円を超え 6千万円以下の部分の金額については 100分の 9 

ハ 6千万円を超え 1億円以下の部分の金額については 100分の 8 

二 1億円を超え 2億円以下の部分の金額については 100分の 7 

ホ 2億円を超え 3億円以下の部分の金額については 100分の 6 

ヘ 3億円を超え 5億円以下の部分の金額については 100分の 5 

ト 5億円を超える部分の金額については 100分の 4 
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第４ 震度階級（資料 67） 

                                    １／５ 

 震度は、地震動の強さの程度を表すもので、震度計を用いて観測します。この「気象庁震度階級関連解

説表」は、ある震度が観測された場合、その周辺で実際どのような現象や被害が発生するかを示すもので

す。この表を使用される際は、以下の点にご注意ください。 

（１） 気象庁が発表する震度は、震度計による観測値であり、この表に記述される現象から決定するも

のではありません。 

（２） 震度が同じであっても、対象となる建物、構造物の状態や地震動の性質によって、被害が異なる

場合があります。この表では、ある地震が観測された際に通常発生する現象や被害を記述してい

ますので、これにより大きな被害が発生したり、逆に小さな被害にとどまる場合もあります。 

（３） 地震動は、地盤や地形に大きく影響されます。震度は、震度計が置かれている地点での観測値で

すが、同じ市町村であっても場所によっては震度が異なることもあります。また、震度は通常地

表で観測していますが、中高層建物の上層階では一般にこれより揺れが大きくなります。 

（４） 大規模な地震では長周期の地震波が発生するため、遠方の比較的低い震度であっても、エレベー

ターの障害、石油タンクのスロッシングなど長周期の揺れに特有な現象が発生することがあり

ます。 

（５） この表は、主に近年発生した被害地震の事例から作成したものです。今後新しい事例が得られた

り、建物、構造物の耐震性の向上など実情と合わなくなった場合には、内容を変更することがあ

ります。 

震度 

階級 

人の体感 

・行動 
屋内の状況 屋外の状況 木造建物 

鉄筋コンク

リート造建

物 

ライフライ

ン・インフ

ラ 

地盤・斜面 

０ 

人は揺れを

感じないが

震度計には

記 録 さ れ

る。 

 

 

 

     

１ 

屋内で静か

にしている

人 の 中 に

は、揺れを

わずかに感

じる人がい

る。 

 

      

２ 

屋内で静か

にしている

人 の 大 半

が、揺れを

感じる。眠

っている人

の中には、

目を覚ます

人もいる。 

 

電灯などの

つり下げ物

が、わずか

に揺れる。 
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震度 

階級 

人の体感 

・行動 
屋内の状況 屋外の状況 木造建物 

鉄筋コンク

リート造建

物 

ライフライ

ン・インフラ 
地盤・斜面 

３ 

屋内にいる

人のほとん

どが、揺れ

を感じる。 

歩いている

人の中には

揺れを感じ

る 人 も い

る。 

眠っている

人の大半が

目 を 覚 ま

す。 

 

棚にある食

器類が、音

を立てるこ

とがある。 

電線が少し

揺れる。 

    

４ 

ほとんどの

人が驚く。 

歩いている

人のほとん

どが揺れを

感じる。 

眠っている

人のほとん

どが、目を

覚ます。 

 

電灯などの

つり下げ物

は大きく揺

れ、棚にあ

る食器類は

音 を 立 て

る。 

座りの悪い

置物が、倒

れることが

ある。 

電線が大き

く揺れる。

自動車を運

転 し て い

て、揺れに

気付く人が

いる。 

  鉄道・高速

道 路 な ど

で、安全確

認のため、

運転見合わ

せ、速度規

制、通行規

制が各事業

者の判断に

よって行わ

れる。 
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震度 

階級 

人の体感 

・行動 
屋内の状況 屋外の状況 木 造 建 物 

鉄筋コンク

リート造建

物 

ライフライ

ン・インフ

ラ 

地盤・斜面 

５ 

弱 

大半の人が

恐 怖 を 覚

え、物につ

かまりたい

と感じる。 

電灯などの

つり下げ物

は激しく揺

れ、棚にあ

る食器類、

書棚の本が

落ちること

がある。座

りの悪い置

物の大半が

倒れる。固

定していな

い家具が移

動すること

があり、不

安定なもの

は倒れるこ

とがある。 

まれに窓ガ

ラスが割れ

て落ちるこ

とがある。 

電柱が揺れ

るのがわか

る。道路に

被害が生じ

ることがあ

る。 

 

耐震性の低

い 住 宅 で

は、壁など

に軽微なひ

び割れ・亀

裂が見られ

ることがあ

る。 

 安全装置の

あるガスメ

ーターでは

遮断装置が

作動し、ガ

スの供給が

停止する。 

まれに水道

管の被害が

発生し、断

水すること

がある。 

停電が発生

することが

ある。 

電話がつな

がりにくい

状態（ふく

そう）が起

こることが

ある。 

 

地盤に亀裂

や液状化が

生じること

がある。 

斜面は落石

やがけ崩れ

が発生する

こ と が あ

る。 

５ 

強 

大半の人が

物につかま

らないと歩

くことが難

しいなど、

行動に支障

を感じる。 

棚にある食

器類や書棚

の本で落ち

るものが多

くなる。テ

レビが台か

ら落ちるこ

とがある。

固定してい

ない家具が

倒れること

がある。 

窓ガラスが

割れて落ち

ることがあ

る。補強さ

れていない

ブロック塀

が崩れるこ

とがある。

据付けが不

十分な自動

販売機が倒

れることが

ある。自動

車の運転が

困 難 と な

り、停止す

る 車 も あ

る。 

 

耐震性の低

い 住 宅 で

は、壁など

に ひ び 割

れ・亀裂が

見られるこ

とがある。 

耐震性の低

い 建 物 で

は、壁、梁

（はり）、柱

などの部材

に ひ び 割

れ・亀裂が

入ることが

ある。 

家庭などに

ガスを供給

するための

導管、主要

な水道管に

被害が発生

することが

ある。 

地域単位で

ガスの供給

が停止する

こ と が あ

る。 

地盤に亀裂

や液状化が

生じること

がある。 

斜面は落石

やがけ崩れ

が発生する

こ と が あ

る。 
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震度 

階級 

人の体感 

・行動 
屋内の状況 屋外の状況 木造建物 

鉄筋コンクリー

ト造建物 

ラ イ フ ラ イ

ン・インフラ 

地盤・斜

面 

６ 

弱 

立ってい

ることが

困難にな

る。 

固定してい

ない家具の

大半が移動

し、転倒する

ものもある。 

ドアが開か

なくなるこ

とがある。 

壁のタイ

ルや窓ガ

ラスが破

損、落下

すること

がある。 

耐震性の低い住

宅では、壁など

のひび割れ・亀

裂が多くなり、

大きなひび割

れ・亀裂が入る

ことがある。瓦

が落下したり建

物が傾いたりす

ることがある。

倒れるものもあ

る。 

耐震性の高い住

宅でも、壁など

に軽微なひび割

れ・亀裂が見ら

れることがあ

る。 

耐震性の低い

建物では、壁、

梁（はり）、柱

などの部材に

ひび割れ・亀裂

が多くなる。 

耐震性の高い

建物でも壁、梁

（はり）、柱な

どの部材にひ

び割れ・亀裂が

入ることがあ

る。 

家庭などに

ガスを供給

するための

導管、主要

な水道管に

被害が発生

する。 

通信業者に

より災害用

伝言ダイヤ

ルや災害用

掲示板など

の提供が行

われる。 

一部の地域

でガス、水

道の供給が

停止し、停

電すること

もある。 

 

地盤は地

割れが生

じること

がある。 

斜面はが

け崩れや

地すべり

が発生す

ることが

ある。 

６ 

強 

立ってい

ることが

できず、

はわない

と動くこ

とができ

ない。 

揺れにほ

んろうさ

れ、動く

こともで

きず、飛

ばされる

こともあ

る。 

固定してい

ない家具の

ほとんどが

移動し、倒れ

るものが多

くなる。 

壁のタイ

ルや窓ガ

ラスが破

損、落下

する建物

が多くな

る。 

補強され

ていない

ブロック

塀のほと

んどが崩

れる。 

耐震性の低い住

宅では、大きな

ひび割れ・亀裂

が入るものが多

くなり、傾くも

のや倒れるもの

も多くなる。 

耐震性の高い住

宅でも、壁など

にひび割れ・亀

裂が見られるこ

とがある。 

耐震性の低い

建物では、壁、

梁（はり）、柱

などに斜めや

Ｘ状のひび割

れ・亀裂が見ら

れることがあ

る。１階あるい

は中間層の柱

が崩れ、倒れる

ものがある。 

耐震性の高い

建物でも、壁、

梁（はり）、柱

などの部材に

ひび割れ・亀裂

が多くなる。 

 

ガスを地域

に送るため

の導管、水

道の配水施

設に被害が

発生するこ

とがある。 

一部の地域

で 停 電 す

る。広い地

域でガス、

水道の供給

が停止する

こ と が あ

る。 

地盤では

大きな地

割れが生

じること

がある。 

斜 面 で

は、がけ

崩れが多

発し、大

規模な地

すべりや

山体の崩

壊が発生

すること

がある。 
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（資料 67）                                     ５／５ 

震度 

階級 

人の体感 

・行動 
屋内の状況 屋外の状況 木造建物 

鉄筋コンクリー

ト造建物 
ライフライン 地盤・斜面 

７ 

立ってい

ることが

できず、

はわない

と動くこ

とができ

ない。 

揺れにほ

んろうさ

れ、動く

こともで

きず、飛

ばされる

こともあ

る。 

固定してい

ないほとん

どの家具が

移動したり、

倒れたりし、

飛ぶものも

ある。 

壁のタイル

や窓ガラス

が破損、落下

する建物が

さらに多く

なる。補強さ

れているブ

ロック塀も

破損するも

のがある。 

耐震性が低

い 住 宅 で

は、傾くも

のや倒れる

ものがさら

に 多 く な

る。 

耐震性の高

い 住 宅 で

も、壁など

の ひ び 割

れ・亀裂が

多くなり、

まれに傾く

こ と が あ

る。 

耐震性の低い

建物では、壁、

梁（はり）、柱

などの部材に

斜めやＸ状の

ひび割れ・亀裂

が多くなる。１

階あるいは中

間層の柱が崩

れ、倒れるもの

が多くなる。 

耐震性の高い

建物でも、壁、

梁（はり）、柱

などにひび割

れ・亀裂がさら

に多くなる。１

階あるいは中

間層が変形し、

まれに傾くも

のがある。 

 

広い地域で

電気、ガス、

水道の供給

が 停 止 す

る。 

地 盤 で は

大 き な 地

割 れ が 生

じ る こ と

がある。 

斜面では、

が け 崩 れ

が多発し、

大 規 模 な

地 す べ り

や 山 体 の

崩 壊 が 発

生 す る こ

とがある。 
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第４章 条例・規程・協定等 

第１ 防災関係 

１．本宮市防災会議条例（資料 68） 

平成 19 年 1 月 1 日  

条例第 18 号  
(趣旨 ) 

第１条  この条例は、災害対策基本法 (昭和 36 年法律第 223 号 )第 16 条第 6 項の規定

に基づき、本宮市防災会議 (以下「防災会議」という。 )の所掌事務及び組織を定め

るものとする。  

(所掌事務 ) 

第２条  防災会議は、次に掲げる事務をつかさどる。  

(1) 本宮市地域防災計画及び水防計画を作成し、及びその実施を推進すること。  

(2) 本市の地域に係る災害が発生した場合において、当該災害に関する情報を収集

すること。  

(3) 前 2 号に掲げるもののほか、法律又はこれに基づく政令によりその権限に属す

る事務  

(会長及び委員 ) 

第３条  防災会議は、会長及び委員をもって組織する。  

２  会長は、市長をもって充てる。  

３  会長は、会務を総理する。  

４  会長に事故があるときは、あらかじめその指名する委員が、その職務を代理す

る。  

５  委員は、次に掲げる者をもって充てる。  

(1) 指定地方行政機関の職員のうちから市長が任命する者  1 人  

(2) 福島県知事の部内の職員のうちから市長が任命する者  1 人  

(3) 福島県警察の警察官のうちから市長が任命する者  1 人  

(4) 市長がその部内の職員のうちから指名する者  9 人  

(5) 教育長  

(6) 消防団長  

(7) 安達地方広域行政組合南消防署長  

(8) 指定地方公共機関の職員のうちから市長が任命する者  3 人  

(9) 市長が特に必要と認めた機関の長  2 人  

６  前項第 8 号の委員の任期は、 2 年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者

の残任期間とする。  

７  前項の委員は、再任されることができる。  

(専門委員 ) 

第４条  防災会議に、専門事項を調査させるため、専門委員を置くことができる。  

２  専門委員は、関係地方行政機関の職員、福島県の職員、本市の職員、関係指定公

共機関の職員、関係指定地方公共機関の職員及び学識経験のある者のうちから、市

長が任命する。  

３  専門委員は、当該専門の事項に関する調査が終了したとき、解任されるものとす

る。  

(議事等 ) 

第５条  この条例に定めるもののほか、防災会議の議事その他防災会議の運営に関し

必要な事項は、会長が防災会議に諮って定める。  

 

附  則  

この条例は、平成 19 年 1 月 1 日から施行する。  
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２．本宮市防災会議委員名簿（資料 69） 

（令和３年１２月） 

番

号 
役 職 職     名 氏  名 住     所 電  話 

1 会 長 本宮市長 高 松 義 行 本宮市本宮字万世 212 33-1111 

2 委員(1 号) 
国土交通省東北地方整備局 

福島河川国道事務所長 
福 島 陽 介  福島市黒岩字榎平 36 024-546-4331 

3 委員(2 号) 福島県県北地方振興局長 宇 佐 見 明 良 福島市杉妻町 2-16 024-521-2709 

4 委員(3 号) 
郡山北警察署本宮分庁舎所

長 
小 林 裕 司 

本 宮 市 本 宮 字 万 世

172-1 
33-3110 

5 委員(4 号) 副市長 渡 辺 正 博  本宮市本宮字万世 212 33-1111 

6 委員(5 号) 本宮市教育長 松 井 義 孝  〃  

7 委員(6 号) 本宮市消防団長 渡 辺 明 弘    

8 委員(7 号) 
安達地方広域行政組合 

南消防署長 
加 藤 幸 夫  本宮市高木字水境 18 33-2875 

9 
委員（8

号） 
NTT 東日本福島支店長 畠 山 良 平  福島市山下町 5-10 024-531-3000 

10 〃 
東北電力ネットワーク株式

会社郡山電力センター所長 
菅 野  淳  郡山市細沼町 1-5 024-932-6314 

11 〃 
福島交通(株) 

郡山支社長 
瀬 谷 賢 次 郡山市向河原町 2-23 024-944-5400 

12 委員(9 号) 
本宮市女性団体連絡協議会

長 
遠 藤 恵 美 子   

13 〃 
6 区舘町行政区町内会自主

防災組織 代表 
浜 崎 光 則    

14 〃 福島地方気象台長 桜 井 美 菜 子 福島市松木町 1-9 024-534-0321 

15 〃 
陸上自衛隊第４４普通科連

隊長 
湯 舟 道 彦  福島市荒井字原宿 1 024-593-1212 

16 委員(4 号) 市民部長 荒 川 貞 伸  本宮市本宮字万世 212 33-1111 

17 〃 建設部長 永 田 達 也  〃 〃 

18 〃 保健福祉部長 辻 本 弘 月  〃 〃 

19 〃 会計管理者 遠 藤 敦 子  〃 〃 

20 〃 総務政策部 秘書広報課長 野々村知賀子 〃 〃 

21 〃 教育部 幼保学校課長 川 名 美 和 子 〃 〃 

22 〃 市民部 白沢総合支所長 国 分 孝 寿  〃 44-2111 

23 〃 産業部 農政課長 根 本 裕 三 郎 〃 33-1111 

任 期：８号委員は、２年  
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３．本宮市災害対策本部条例（資料 70） 

平成 19 年 1 月 1 日  

条例第 19 号  

(趣旨 ) 

第１条  この条例は、災害対策基本法 (昭和 36 年法律第 223 号 )第 23 条第 8 項の規定

に基づき、本宮市災害対策本部 (以下「災害対策本部」という。 )に関し必要な事項

を定めるものとする。  

(組織 ) 

第２条  災害対策本部長は、災害対策本部の事務を総括し、部所の職員を指揮監督す

る。  

２  災害対策副本部長は、災害対策本部長を助け、災害対策本部長に事故があるとき

は、その職務を代理する。  

３  災害対策本部員は、災害対策本部長の命を受け、災害対策本部の事務に従事す

る。  

(部 ) 

第３条  災害対策本部長は、必要と認めるときは、災害対策本部に部を置くことがで

きる。  

２  部に属すべき災害対策本部員は、災害対策本部長が指名する。  

３  部に部長を置き、災害対策本部長の指名する災害対策本部員がこれに当たる。  

４  部長は、部の事務を掌理する。  

(現地災害対策本部 ) 

第４条  現地災害対策本部に現地災害対策本部長及び現地災害対策本部員その他の職

員を置き、災害対策副本部長、災害対策本部員その他の職員のうちから災害対策本

部長が指名する者をもって充てる。  

２  現地災害対策本部長は、現地災害対策本部の事務を掌理する。  

(委任 ) 

第５条  この条例に定めるもののほか、災害対策本部に関し必要な事項は、災害対策

本部長が別に定める。  

 

附  則  

この条例は、平成 19 年 1 月 1 日から施行する。  
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４．本市における災害相互応援協定締結状況（資料 71） 

 

● 福島・宮城・山形広域圏災害時相互応援協定書 

 

 （趣 旨） 

第１条 この協定は、福島地方広域行政圏（福島地方拠点都市地域）、仙南地域広域行政圏、相馬地方広

域市町村圏、亘理・名取広域行政圏及び置賜広域行政圏で構成する市町村において災害が発生し、

被災した市町村（以下「被災市町村」という）独自では十分な応急措置ができない場合に、災害対

策基本法第６７条第１項の規定に基づき、広域圏内において物資等の相互応援に関し必要な事項に

ついて定めるものとする。 

 （広域圏連絡調整市町村） 

第２条 応援事務を迅速且つ円滑に遂行し、かつ各広域圏並びに広域圏内構成市町村との総合調整等を

行うため、各広域圏に連絡調整市町村をあらかじめ定めておくものとする。 

 （連絡責任者） 

第３条 応援に関する責任者として、各広域圏の構成市町村に連絡責任者を置く。 

 （応援の種類） 

第４条 応援の種類は次に掲げるものとする。 

（１）食料、飲料水及び日用品などの生活必需物資の提供 

（２）応急対策及び復旧に必要な物資、資機材等の提供 

（３）応急対策及び復旧に必要な職員の派遣 

（４）その他第３号に掲げるもののほか、特に要請のあった事項 

 （応援要請の手続き） 

第５条 災害発生により応援の要請を必要とする被災市町村は、文書をもって次に掲げる事項を明らか

にし、広域圏連絡調整市町村または被災市町村以外の市町村に対し要請するものとする。 

  但し、緊急を要する場合は、電話等で要請し事後において要請文書を提出するものとする。 

（１）被害の状況及び要請理由 

（２）提供を要請する生活必需物資、資機材等の種類及び数量 

（３）派遣を要請する職員の職種及び人員 

（４）応援の場所及び経路 

（５）応援を必要とする期間 

 （自主応援） 

第６条 被災市町村以外の市町村は、被災市町村の被害が極めて甚大で連絡が取れない場合又は被害市

町村が応援を要請するいとまがないと認められる場合は、要請を待たないで必要な応援を行うこと

ができる。これらの場合においては、前条の要請があったものとみなすものとする。 

 （経費の負担） 

第７条 応援に要した費用は、原則として被災市町村の負担とする。 

 （連絡会議） 

第８条 広域圏相互の情報交換等のほか、この協定に基づく応援を円滑に行うため必要に応じて連絡調

整市町村による連絡会議を開催する。 

 （その他防災協定等との関係） 

第９条 この相互応援協定のほか、別途協定している応援協定など特別の定めがある場合は、その定め

るところとする。 

 （その他） 

第１０条 この協定に定めのない事項及び協定の実施に関し必要な事項は、その都度協議するものとす

る。 

 

 上記協定の成立の証として、本協定書４４通を作成し、５広域圏構成４４市町村がそれぞれ記名押印

の上、各１通を保有するものとする。 

  平成９年１月１６日
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○「福島・宮城・山形広域圏災害時相互応援協定」（４４市町村） 

○「災害時における相互応援協定」（１７市町村：平成７年８月１日） 

 ※下記のうち福島地方広域行政圏（福島地方拠点都市地域１７市町村） 

 

市町村名 電  話 ＦＡＸ 市町村名 電  話 ＦＡＸ 

福島地方広域行政圏内 相馬地方広域市町村圏 

◎福 島 市 024-536-3731 024-536-4370 ◎相 馬 市 0224-37-2121 0244-34-4196 

◎二 本 松 市 0243-23-1111 0243-22-5411 ◎原 町 市 0244-24-5231 0244-23-0311 

伊 達 市 024-575-1111 024-576-7199 南 相 馬 市 0244-24-5232 0244-23-0311 

 桑 折 町 024-582-2111 024-582-2479  新 地 町 0244-62-2111 0244-62-3194 

 国 見 町 024-585-2111 024-585-2181  飯 館 村 0244-42-1611 0244-42-1601 

 川 俣 町 024-566-2111 024-566-4066 亘理・名取広域行政圏 

 飯 野 町 024-562-2111 024-562-2259  名 取 市 022-384-2111 022-384-2111 

 大 玉 村 0243-48-3131 0243-48-3137 ◎岩 沼 市 0223-22-1111 0223-24-0897 

 本 宮 市 0243-33-1111 0243-34-3138 ◎亘 理 町 0223-34-1111 0223-34-7341 

    山 元 町 0223-37-1111 0223-37-4144 

   置賜広域行政圏 

   ◎米 沢 市 0238-22-5111 0238-22-0498 

   ◎長 井 市 0238-84-2111 0238-83-1070 

    南 陽 市 0238-40-3211 0238-40-3242 

    高 畠 町 0238-52-1111 0238-52-1543 

    川 西 町 0238-42-2111 0238-42-2724 

仙南地域広域行政圏内  白 鷹 町 0238-85-2111 0238-85-2128 

◎白 石 市 0224-25-2111 0224-24-4861  飯 豊 町 0238-72-2111 0238-72-3827 

 角 田 市 0224-63-2111 0224-62-4829  小 国 町 0238-62-2111 0238-62-5464 

  蔵 王 町 0224-33-2211 0224-33-4159 

 

「◎」の市町村は 福島・宮城・山形広域圏災害時 

         相互応援協定に基づく、各広域 

         圏の「連絡調整市町村」 

 

 七 ケ 宿 町 0224-37-2111 0224-37-2468 

 大 河 原 町 0224-53-2111 0224-53-3818 

 村 田 町 0224-83-2111 0224-83-2952 

 柴 田 町 0224-55-2111 0224-55-4172 

 川 崎 町 0224-84-2111 0224-84-2111 

◎丸 森 町  0224-72-2111 0224-72-1540 
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● 郡山市・本宮市・大玉村災害相互応援協定 

 

 この協定は、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第６７条第１項の規定に基づき、郡山市、

本宮市、大玉村（以下「協定市村」という。）の区域において、火災・水災・震災その他の災害（以下「災

害」という。）が発生した場合に、被災した市村（以下「被災市村」という。）の応援要請にこたえ、他

の協定市村が被災市村の応急対策及び復旧対策を円滑に遂行するため、次のとおり協定を締結する。 

 （応援の種類） 

第１条 応援の種類は、次に掲げるとおりとする。 

 （１）食糧、飲料水及び生活必需物資並びにその供給に必要な資器材の提供 

 （２）被災者の救出、医療、防疫、施設等の応急復旧等に必要な資器材及び物資の提供 

 （３）救援及び救助活動に必要な車両等の提供 

 （４）救助及び応急復旧に必要な職員の派遣 

 （５）前各号に掲げるもののほか、特に要請があった事項 

 （応援要請の手続） 

第２条 応援を要請しようとする被災市村（以下「応援要請市村」という。）は、次に掲げる事項を明ら

かにし、第６条に定める連絡担当部課を通じて、電話又は電信等により、他の協定市村に応援を要請

し、後日速やかに文書を送付するものとする。 

 （１）被害の状況 

 （２）前条第１号から第３号までに掲げる応援を要請する場合にあっては、物資等の品名、数量等 

 （３）前条第４号に掲げる応援を要請する場合にあっては、職員の職種及び人員 

 （４）応援場所及び応援場所への経路 

 （５）応援の期間 

 （６）前各号に掲げるもののほか、必要と認める事項 

（応援の実施） 

第３条 応援を要請された市村（以下「応援市村」という。）は、極力これに応じ、応援活動に努めるも

のとする。 

２ 前条の規定にかかわらず、協定市村の区域において激甚な災害が発生したことが明らかな場合は、

協定市村は、自らの判断により自主応援活動を実施することができる。 

 （応援経費の負担） 

第４条 応援活動に要した経費は、応援要請市村の負担とする。ただし、被害状況等を勘案し、特段の

事情が認められるときは、応援要請市村と応援市村が当該経費の負担について協議して決定する。 

 （災害補償及び損害賠償） 

第５条 応援業務に従事した職員（以下「応援職員」という。）が、応援業務により負傷し、疾病にかか

り、若しくは障害の状態となり、又は死亡した場合における公務災害補償に要する経費は、応援市

村の負担とする。 

２ 応援職員が応援業務上第三者に損害を与えた場合において、その損害が応援業務の従事中に生じた

ものに係る賠償については応援要請市村が、応援要請市村への往復の途中において生じたものにつ

いては応援市村がそれぞれ負担するものとする。 

 （連絡担当部課） 

第６条 協定市村は、あらかじめ相互応援のための連絡担当部課をそれぞれ定め、災害が発生したとき

は、速やかに情報を相互に交換するものとする。 

 （資料の交換） 

第７条 協定市村は、この協定に基づく応援が円滑に行われるよう、毎年１回地域防災計画その他参考

資料を相互に交換するものとする。 

 （その他） 

第８条 この協定の締結に関し定めのない事項については、協定市村が協議して定めるものとする。 
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 （協定の発効） 

第９条 この協定は、平成１９年７月３日から効力を発生する。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書を３通作成し、協定市村それぞれ記名押印の上、各自その 

１通を保有する。 

 

  平成１９年７月３日  

 

 

連絡担当部課 

市町村名 担当部課・係 電話番号 ＦＡＸ 

郡 山 市 総務部消防防災課 防災係 024-924-2161 024-935-0683 

本 宮 市 市民部防災対策課 消防防災係 0243-24-5365 0243-34-2724 

大 玉 村 住民税務部住民生活課 生活安全係 0243-48-3131 0243-48-3137 
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● 上尾市との災害時相互応援に関する協定書 

 

（趣旨）  

第 1 条  この協定は、本宮市及び上尾市（以下「協定市」という。）のいずれかの団体  

の区域において、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）第２条第 1 号で規定

する災害が発生した場合に、被害を受けた市（以下「被災市」という。）単独では、 

十分に被災者の救援等の応急措置が実施できないと認められるときに、同法第６７  

条第１項の規定に基づき、被災市が応援要請する応急措置を円滑に遂行するため  

必要な事項について定めるものとする。  

（応援の内容）  

第２条  応援の内容は、次のとおりとする。  

（１）  食料、飲料水及び生活必需品並びにその供給に必要な資機材の提供  

（２）  救援及び救助活動に必要な車両及び資機材等の提供  

（３）  被災者の救出、医療及び防疫並びに施設の応急復旧に必要な物資及び資機材  

の提供  

（４）  救援及び災害復旧に必要な職員の派遣  

（５）  被災者の一時受け入れ  

（６）  前各号に揚げるもののほか、要請のあった事項  

（応援の要請手続き）  

第３条  被災市は、次の事項を明らかにし、文書により応援を要請するものとする。  

ただし、緊急の場合は、電話、電信等により応援を要請し、後日、速やかに文章を  

提出するものとする。  

（１）  被害の状況  

（２）  前条第 1 号から第 3 号までに揚げる応援を要請する場合にあっては、物資、  

車両及び資機材の種類、品名、数量等  

（３）  前条第 4 号に揚げる応援を要請する場合にあっては、職員の職種、人数及び  

業務内容  

（４）  応援場所及び応援場所への経路  

（５）  応援の期間  

（６）  被災者の一時受け入れを要請する場合にあっては、一時避難を希望する者の人  

数及び期間  

（７）  前各号に揚げるもののほか、必要な事項  

（自主的活動）  

第４条  応援を行う市（以下「応援市」という。）は、災害の際に通信途絶等により被

災市から前条の要請がない場合は、速やかにその被害状況について自主的に情報収集

を行うものとする。  

２  応援市は、前項の情報収集により被害が甚大であることを判断し、かつ、被災市と

連絡できない場合は、自主的に応援活動を実施するものとする。  

３  応援市は、被災直後自主的な応援活動のための職員を派遣する場合においては、派

遣職員が消費し、又は使用する物資等を携行させるよう努めるものとする。  

４  応援市は、前項の規定により職員を派遣した場合は、被災市から前条に基づく応援

要請があったものとみなすこととする。  

（応援のため派遣された職員の指揮）  

第５条  応援市から派遣された職員は、被災市の長の指揮の下に活動するものとする。 

（経費の負担）  

第６条  応援に要する経費は、原則として被災市の負担とする。  

２  被災市が前項に規定する経費を支弁する暇がなく、立替支弁を要請した場合は、  
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応援市は、一時立替支弁するものとする。  

３  応援市から派遣された職員が応援業務により負傷し、疾病にかかり、又は死亡し  

た場合における公務災害補償に要する経費は、応援市の負担とする。  

４  応援市から派遣された職員が業務上第三者に損害を与えた場合において、その損害  

が応援業務の従事中に生じたときにあっては応援を受けた被災市が、被災市への  

往復の途中において生じたときにあっては応援市が、賠償の責任を負うものとする。 

（連絡担当部局）  

第７条  協定市は、相互応援のための窓口として連絡担当部局を定め、連絡責任者を  

 置くものとする。  

２  連絡担当部局は、この協定に基づく応援の円滑化を図るため、災害が発生したと  

きは速やかに緊密な情報交換を行うものとする。  

（体制の整備）  

第８条  協定市は、この協定に基づく応援を円滑に行うため、必要な体制の整備に努め

るものとする。  

（情報の交換）  

第９条  協定市は、この協定に基づく応援が円滑に行われるよう、地域防災計画その  

他必要な資料を相互に交換するとともに、災害対策に係る情報を随時交換し、災害   

対策について研究するものとする  

（交流の促進）。  

第１０条  協定市は、この協定に基づく応援が円滑に行われるようにするため、日常  

ごろから、教育団体、青少年団体、自治会等を含めた市民レベルの幅広い交流促進に

努めるものとする。  

（有効期限）  

第１１条  この協定の有効期限は、協定を締結した日から平成２６年３月３１日まで  

とする。ただし、この期間満了の日１月前までに申出がないときは、この期間は、さ

らに３年間延長されるものとし、その後において期間が満了したときも同様とする。 

（協議）  

第１２条  この協定に定めのない事項及び協定に関して疑義が生じたときは、その都度

協定団体で協議して定めるものとする。  

 

この協定書の成立を証するため、本書２通を作成し、本宮市長及び上尾市長が署名の上、

それぞれ１通を保有する。  

平成２３年１１月１１日  
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● 全国へそのまち協議会加盟市町村災害時の相互応援に関する覚書 

 

（目的） 

第１条 この覚書は、全国へそのまち協議会規約に基づき、当協議会加盟市町村（以下「加盟市町村」

という。）のいずれかの市町村域内において災害が発生し、被災した市町村（以下「被災市町村」とい

う。）で十分な応急措置が実施できない場合、加盟市町村が相互に応援し、応急対策及び復旧活動に万

全を期することを目的として締結する。 

（連絡体制） 

第２条 加盟市町村の相互応援に関する連絡担当課は、協議会の事務を担当する課とする。なお、災害

の状況等により連絡担当課を変更する場合は、速やかに他の加盟市町村に連絡を行うものとする。 

（応援の種類） 

第３条 応援の種類は、次のとおりとする。 

（1） 食糧、飲料水及びその他生活必需品の提供 

（2） 被災者の救助、医療救護及び防疫に必要な資機材及び物資の提供 

（3） 応急対策、復旧活動等に必要な職員の派遣 

（4） 前各号に掲げるもののほか、応急対策及び復旧活動に必要と認められる事項 

（応援の要請） 

第４条 応援を要請しようとする被災市町村は、災害の概要を明らかにして、第２条に定める連絡担当

課を通じて口頭、文書等で応援を要請するものとする。 

（応援の実施） 

第５条 応援を要請された加盟市町村は、要請の内容に基づき、可能な範囲で応援に努めるものとする。 

２ 加盟市町村は、必要と認めたときは応援要請がない場合でも、自主的に応援をすることができる。 

（応援経費の負担） 

第６条 応援に要する経費は、原則として応援を要請する被災市町村が負担するものとする。ただし、

加盟市町村が自主的に応援をした場合は、原則として加盟市町村が負担するものとする。 

２ 前項の規定によりがたい場合は、被災市町村と応援を実施した加盟市町村の間で協議して定めるも

のとする。 

（情報等の交換） 

第７条 加盟市町村は、この覚書に基づく相互応援が円滑に行われるよう、必要な情報、資料等を相互

に交換するものとする。 

（協議） 

第８条 この覚書に定めのない事項及び実施に関して必要な事項は、加盟市町村が協議して定めるもの

とする。 

 

平成３０年９月４日 

 

北海道富良野市長   北   猛 俊 

福島県本宮市長    高 松 義 行 

栃木県佐野市長    岡 部 正 英 

群馬県渋川市長    髙 木   勉 

山梨県中央市長    田 中 久 雄 

兵庫県西脇市長    片 山 象 三 

奈良県吉野町長    北 岡   篤 

岡山県吉備中央町長  山 本 雅 則 

熊本県山都町長    梅 田   穰 

沖縄県宜野座村長   當 眞   淳 
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● 郡山市と本宮市との連携中枢都市圏形成に係る連携協約 

 

郡山市及び本宮市は、こおりやま広域連携中枢都市圏（以下「圏域」という。）を形成するた 

め、地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 252 条の２第１項の規定により、次のとおり連携協約 

を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この連携協約は、郡山市及び本宮市が連携することで、人口減少・少子高齢社会にあっても、

活力ある地域経済を維持するとともに、住民が安心して快適な暮らしを営むことができる圏域を形成

することを目的とする。 

 

（基本方針） 

第２条 郡山市及び本宮市は、前条に規定する目的を達成するため、次条に規定する取組について、相

互に役割分担をして連携を図るものとする。 

 

（連携する取組等） 

第３条 郡山市及び本宮市が相互に連携する取組、当該取組の内容及び役割分担は、別表に掲げるとお

りとする。 

２ 前項の取組に基づき実施する具体的な事業については、郡山市及び本宮市が協議して別に定める。 

 

（費用分担） 

第４条 前条第２項の事業を実施するために要する費用の分担については、郡山市及び本宮市が協議し

て別に定める。 

 

（協議） 

第５条 郡山市長及び本宮市長は、連携する取組について連絡調整、情報交換又は意見交換を行うため、

定期的に協議を行うものとする。 

 

（協約の変更及び廃止） 

第６条 この連携協約を変更し、又は廃止しようとする場合は、郡山市及び本宮市の協議によるものと

する。この場合において、郡山市及び本宮市は、地方自治法第 252 条の２第４項の規定により、あら

かじめ議会の議決を経るものとする。 

 

この連携協約の締結を証するため、本連携協約書２通を作成し、郡山市及び本宮市が記名押印の上、

それぞれ各１通を保有する。 

 

平成３１年１月２３日 

令和 ２年７月 ８日 一部変更 

 

郡山市           

郡山市長  品 川 萬 里 

 

本宮市           

本宮市長  高 松 義 行 
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● 災害時の情報交換に関する協定   

 

国土交通省東北地方整備局長（以下（甲）という。）と、本宮市長（以下（乙）という。）とは、災害

時における各種情報の交換等に関し、次のとおり協定する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、重大な災害が発生し又は発生のおそれがある場合において、甲及び乙が必要とす

る各種情報の交換等について定め、もって、適切な災害対処に資することを目的とする。 

 

（情報交換の開始時期） 

第２条 甲及び乙の情報交換の開始時期は、次のとおりとする。 

  一 本宮市内に重大な災害が発生し又は発生のおそれがあるとき 

  二 本宮市災害対策本部が設置されたとき 

  三 その他甲及び乙が必要と認めたとき 

 

（情報交換の内容） 

第３条 甲及び乙の情報交換の内容は、次のとおりとする。 

  一 一般被害状況に関すること 

  二 公共土木施設（道路、河川、ダム、砂防、都市施設等）被害状況に関すること 

  三 その他必要な事項 

 

（災害対策現地情報連絡員（リエゾン）の派遣） 

第４条 第２条の各号のいずれかに該当し、乙の要請があった場合又は甲が必要と判断した場合には、

甲から乙の災害対策本部等に災害対策現地情報連絡員を派遣し情報交換を行うものとする。なお、

甲及び乙は、相互の連絡窓口を明確にしておき派遣に関して事前に調整を図るものとする。 

 

（災害対策現地情報連絡員（リエゾン）の受入れ） 

第５条 乙は、甲から派遣される災害対策現地情報連絡員の活動場所として災害対策本部等に場所を確

保するものとする。 

 

（平素の協力） 

第６条 甲及び乙は、必要に応じ情報交換に関する防災訓練及び防災に関する地図等の資料の整備に協

力するものとする。 

 

（協議） 

第７条 本協定に疑義が生じたとき又は本協に定めのない事項については、その都度、甲及び乙が協議

のうえ、これを定めるものとする。 

  

本協定は２通作成し、甲及び乙が各１通を保有する。 

   

平成２３年５月１９日 

 

甲 仙台市青葉区二日町９番１５号 

  国土交通省 東北地方整備局長 徳山 日出男 

 

乙 福島県本宮市本宮字万世 212 

            本宮市長 高松 義 行 
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● 災害時における宿泊施設の提供に関する協定 

 

 本宮市（以下「甲」という。）と有限会社 千鶴荘（以下「乙」という。）は、地震・風水害その他の災

害又は武力攻撃事態等（以下「災害等」という。）の発生時における高齢者等の特段の配慮が必要な方へ

の宿泊施設及び入浴の提供等（以下「宿泊施設の提供等」という。）に関する協定を次のとおり締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害等発生時において、高齢者等特段の配慮が必要な方の避難を甲が速やかに実

施するため、乙の甲に対する協力に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（要請） 

第２条 甲は、災害等発生時において、特段の配慮が必要な方の避難所の確保及び速やかな避難につい

て、乙に対し、協力を要請することができる。 

２ 甲の要請の方法は、乙に対し、次に掲げる事項を記載した協力要請書（様式１）をもって行うもの

とする。ただし、緊急を要する場合は、電話、ＦＡＸ等により要請し、事後速やかに文書を送付する

ものとする。 

（１）要請を行った者の職・氏名及び担当者の職・氏名 

（２）要請理由 

（３）要請内容 

（４）履行の場所 

（５）履行の期日又は期間 

（６）その他必要な事項 

（要請する業務の範囲） 

第３条 前条の規定による要請に基づき、乙が実施する業務の範囲は、概ね次に掲げるものとする。た

だし、これにより難い場合は、甲乙協議の上別途定めるものとする。 

（１）乙が所有する宿泊施設「ホテルフォーシーズ」への宿泊及び入浴の提供 

（２）前号の業務を実施するにあたっての空室等の状況の把握及び調整 

（３）その他必要とする事項 

２ 宿泊施設等への入所者に対する健康状態のモニタリング、体調管理、発熱や咳の症状が出た方への

対応等は、甲が当該宿泊施設等へ職員等を派遣し実施するものとする。ただし、これにより難い場合

は甲乙協議の上別途定めるものとする。 

（実施） 

第４条 乙は、甲から第２条の規定による協力の要請を受けたときは、要請事項を実施するための措置

を速やかにとるものとする。 

２ 乙は、前項の規定により業務を実施した場合は、甲に対し、その状況を次に掲げる事項を記載した

業務実施報告書（様式２）により報告するものとする。ただし、緊急を要する場合は、電話、ＦＡＸ

等により報告し、事後速やかに文書を提出するものとする。 

（１）履行の場所 

（２）受入人数、提供部屋数その他の履行内容 

（３）履行の期日及び期間 

（４）その他必要な事項 

（受入対象者） 

第５条 宿泊施設等への受入対象とする特段の配慮が必要な方とは、次のとおりとする。 

（１）高齢者や妊婦、障がい者等の避難行動要支援者及び新型コロナウイルス感染症のリスクが高

い方で、甲が必要と認めた方 

（２）その他上記（１）に規定する方の家族等甲が必要と認めた方 

（受入対象期間） 

第６条 宿泊施設等への受入対象期間は、原則として、甲による避難準備・高齢者等避難開始の指示を

契機として、宿泊施設等へ第５条に規定する受入対象者が入所した日から退所する日までの間とす

る。ただし、これにより難い場合は甲乙協議の上別途定めるものとする。 
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（宿泊施設等への対象者の割振り） 

第７条 宿泊施設等への対象者の割振りは甲が行うものとする。 

２ 甲は、前項の割振りを災害等発生後速やかに行えるよう、受入施設、受入可能人数、受入手順等に

ついて、事前に乙との連絡調整を行うものとする。 

（経費） 

第８条 甲は、第３条の規定により乙が実施した業務に係る経費（以下「経費」という。）を負担するも

のとする。 

２ 前項の規定により甲が負担する経費は、次のとおりとする。 

（１）１泊 1人あたり６，６００円（消費税込） 

（受入実績の報告と経費の請求） 

第９条 乙は、業務が完了したときは、速やかに次に掲げる事項を記載した受入実績報告書（様式３）

を甲に提出するとともに、請求書により甲に対して経費を請求するものとする。 

（１）氏名、性別及び年齢 

（２）住所 

（３）宿泊期間及び泊数 

（４）金額 

（５）対象者の要件（上記第５条） 

（６）特記事項 

（経費の支払い） 

第１０条 甲は、前条の規定により乙から経費の請求があった場合は、請求書を収受した日から３０日

以内に支払うものとする。 

（連絡調整体制の整備） 

第１１条 甲及び乙は、災害等発生における円滑な協力体制が図られるよう、平時から受入に関する連

絡調整体制の整備に努めるものとする。 

（その他） 

第１２条 この協定に定めのない事項又はこの協定に定める事項に関し疑義や変更が生じた場合は、甲

乙協議の上決定するものとする。 

（協定の有効期間・解除） 

第１３条 この協定の有効期間は、協定締結日から１年間とする。ただし、有効期間満了の日から１か

月前までに、甲乙いずれからも文書による協定解除の意思表示がないときは、更新されたものとし、

その後においても同様とする。 

 

この協定の締結を証するため、本書を２部を作成し、甲乙記名押印の上、各自その１部を保有する。 

 

令和２年９月１６日 

 

甲 福島県本宮市本宮字万世 212 

本宮市 

本宮市長  高松 義行 

 

乙 福島県本宮市本宮字南町裡 29 

有限会社  千鶴荘 

代表取締役 北沢 忠義 
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別表（第３条関係） 

１ 圏域全体の経済成長のけん引に関する取組 

取 組 内 容 郡山市の役割 本宮市の役割 

(1)産学金官民一体と

なった経済成長の推

進体制の構築 

産学金官民一体となっ

た経済戦略の策定等

や、国の成長戦略実施

のための体制整備等に

取り組む。 

本宮市と連携して、産

学金官民一体となった

経済成長の推進体制の

構築に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、産

学金官民一体となった

経済成長の推進体制の

構築に取り組む。 

(2)新規創業の促進及

び地域産業の振興 

新産業・新事業の創出、

人材育成、産業イノベ

ーションの実現等、新

規創業の促進及び地域

産業の振興に取り組

む。 

本宮市と連携して、新

規創業の促進及び地域

産業の振興に主体的に

取り組む。 

郡山市と連携して、新

規創業の促進及び地域

産業の振興に取り組

む。 

(3)地域資源を活用し

た地域経済の裾野拡

大 

地場産品の販路拡大、

６次産業化の推進等、

地域資源を活用した地

域経済の裾野拡大に取

り組む。 

本宮市と連携して、地

域資源を活用した地域

経済の裾野拡大に主体

的に取り組む。 

郡山市と連携して、地

域資源を活用した地域

経済の裾野拡大に取り

組む。 

(4)戦略的な観光施策

の推進 

観光客の誘致、圏域全

体の観光資源を活用し

たプロモーション等、

戦略的な観光施策の推

進に取り組む。 

本宮市と連携して、戦

略的な観光施策の推進

に主体的に取り組む。 

郡山市と連携して、戦

略的な観光施策の推進

に取り組む。 
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２ 高次の都市機能の集積・強化に関する取組 

取 組 内 容 郡山市の役割 本宮市の役割 

(1)高度な医療サービ

スの提供 

病院機能の充実・強化

等、高度な医療サービ

スの提供に取り組む。 

本宮市と連携して、高

度な医療サービスの提

供に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、高

度な医療サービスの提

供に取り組む。 

(2)高度な中心拠点の

整備・広域的公共交

通網の構築 

主要駅周辺等の整備や

広域的な交通体系の整

備、空港の利用促進等、

高度な中心拠点の整

備・広域的公共交通網

の構築に取り組む。 

本宮市と連携して、高

度な中心拠点の整備・

広域的公共交通網の構

築に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、高

度な中心拠点の整備・

広域的公共交通網の構

築に取り組む。 

(3)高等教育・研究開発

の環境整備 

高等教育・研究開発機

関と連携し、人材の育

成や産業の活性化等、

高等教育・研究開発の

環境整備に取り組む。 

本宮市と連携して、高

等教育・研究開発の環

境整備に主体的に取り

組む。 

郡山市と連携して、高

等教育・研究開発の環

境整備に取り組む。 
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３ 圏域全体の生活関連機能サービスの向上に関する取組 

取 組 内 容 郡山市の役割 本宮市の役割 

(1)地域医療・福祉・子

育ての充実 

在宅医療・介護の連携

促進、高齢者・障害者等

への支援、子育て環境

の充実等に取り組む。 

本宮市と連携して、地

域医療・福祉・子育ての

充実に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、地

域医療・福祉・子育ての

充実に取り組む。 

(2)教育・文化・スポー

ツの振興 

学校教育や生涯学習、

文化・スポーツ活動の

推進等、教育・文化・ス

ポーツの振興に取り組

む。 

本宮市と連携して、教

育・文化・スポーツの振

興に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、教

育・文化・スポーツの振

興に取り組む。 

(3)広域的な土地利用

の促進 

圏域の特性を生かした

都市空間の形成や土地

利用のあり方に関する

調整等、広域的な土地

利用の促進に取り組

む。 

本宮市と連携して、広

域的な土地利用の促進

に主体的に取り組む。 

郡山市と連携して、広

域的な土地利用の促進

に取り組む。 

(4)地域振興 地域を担う人材の育成

やコミュニティの強

化、にぎわいの創出等、

地域振興に取り組む。 

本宮市と連携して、地

域振興に主体的に取り

組む。 

郡山市と連携して、地

域振興に取り組む。 

(5)災害対策・住民の安

全安心確保 

災害発生時における相

互応援の円滑化や広域

連携による地域防災力

の向上、減災・防災体制

の強化等、住民の暮ら

しの安全安心確保に向

けた各種対策に取り組

む。 

本宮市と連携して、災

害対策・住民の安全安

心の確保に主体的に取

り組む。 

郡山市と連携して、災

害対策・住民の安全安

心の確保に取り組む。 

(6)環境対策の推進 気候変動への対応や、

自然エネルギーの導入

促進等、環境対策の推

進に取り組む。 

本宮市と連携して、環

境対策の推進に主体的

に取り組む。 

郡山市と連携して、環

境対策の推進に取り組

む。 

(7)地域公共交通の充

実 

公共交通の利用促進や

生活交通の確保等、地

域公共交通の充実に取

り組む。 

本宮市と連携して、地

域公共交通の充実に主

体的に取り組む。 

郡山市と連携して、地

域公共交通の充実に取

り組む。 
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取 組 内 容 郡山市の役割 本宮市の役割 

(8)ＩＣＴインフラの

整備 

ＩＣＴプラットフォー

ムの構築やＩＣＴの効

果的な利活用に取り組

む。 

本宮市と連携して、Ｉ

ＣＴインフラの整備に

主体的に取り組む。 

郡山市と連携して、Ｉ

ＣＴインフラの整備に

取り組む。 

(9)道路等の社会イン

フラの整備・維持 

広域的な交流や地域間

の連携を支える道路等

の社会インフラの整

備・維持に取り組む。 

本宮市と連携して、道

路等の社会インフラの

整備・維持に主体的に

取り組む。 

郡山市と連携して、道

路等の社会インフラの

整備・維持に取り組む。 

(10)地域の生産者や消

費者等の連携による

地産地消 

食の安全を確保した消

費の定着や、地場産品

の販売促進等、地域の

生産者や消費者等の連

携による地産地消に取

り組む。 

本宮市と連携して、地

域の生産者や消費者等

の連携による地産地消

に主体的に取り組む。 

郡山市と連携して、地

域の生産者や消費者等

の連携による地産地消

に取り組む。 

(11)圏域内外の住民と

の交流・移住促進 

多様な交流の促進や移

住・定住に向けた情報

発信、受入体制の構築

等、圏域内外の住民と

の交流・移住促進に取

り組む。 

本宮市と連携して、圏

域内外の住民との交

流・移住促進に主体的

に取り組む。 

郡山市と連携して、圏

域内外の住民との交

流・移住促進に取り組

む。 

(12)圏域マネジメント

能力の強化 

人材の育成や多様なネ

ットワークの構築等、

圏域マネジメント能力

の強化に取り組む。 

本宮市と連携して、圏

域マネジメント能力の

強化に主体的に取り組

む。 

郡山市と連携して、圏

域マネジメント能力の

強化に取り組む。 
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第５章 本宮市水防計画 

第１ 総則 

１．目的 

この水防計画は、水防法（昭和２４年法律第１９３号）第４条の規定に基づき、福島県知事か

ら水防管理団体に指定された本宮市が、同法第３３条第１項の規定に基づき、本宮市内における

水防事務の調整及びその円滑な実施のために必要な事項を規定し、本宮市の地域にかかる河川、

湖沼の洪水等の水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽減し、もって市民の安全を保持

することを目的とする。 

 

２．水防計画 

この計画は、本宮市水防計画として、本宮市防災会議が作成及びその実施を推進する。 

 

 

第２ 水防組織 

１．水防本部 

水防法第１０条、第１１条、第１６条及び気象業務法第１４条の２の規定に基づき、水防に関

係のある特別警報・警報・注意報等又は地震等により、洪水等のおそれがあると認められるとき

から、そのおそれがなくなったと認められるときまで、水防本部を設置し、水防事務を処理する

ものとする。 

（１）設置基準 

      次のア～ウに該当したとき、及び水防本部長が必要であると認めたときに設置する。 

ただし、注意報の場合は諸状況を判断の上、水防本部長が特に必要であると認めた場合

に限り設置するものとする。 

    ア 次の気象注意報及び警報、特別警報が発表されたとき。 

            注 意 報：大雨、洪水の各注意報 

            警  報：大雨、洪水の各警報 

       特別警報：大雨特別警報 

    イ 水防法第１０条第２項及び第１１条第１項による洪水予報が発表されたとき。 

    ウ 水防法第１６条第１項による水防警報が発表されたとき。 

    エ その他水防本部長が必要であると認めたとき。 

（２）事務局 

      水防本部の事務局は防災対策課に置くものとする。 

（３）水防本部の係員の非常参集 

      事務分担する係員は、水防本部の業務開始の指令を受けたときは、直ちに本部に参集し

水防本部長の指揮を受けるものとする。 



本宮市地域防災計画（資料編） 

第５章 本宮市水防計画 

 110 

 

 

 

２．水防本部の組織 

（１）水防本部組織表 

水防本部の組織は、水防本部組織表による。 

なお、災害対策基本法（昭和３６年法律第２２３号）の規定により、本市に災害対策本

部が設置された場合は、災害対策本部の組織に入り水防事務を処理する。 

 

 

      総 括 班  防災対策課・政策推進課 

情報収集班  生活環境課・市民課 

総 括 部 広報通信班  秘書広報課 

救護・物資班  社会福祉課・高齢福祉課 

     避難住民・安全班  生涯学習センター・保健課・国際交流課 

水防管理者     活動支援班  総務課・監査委員事務局 

市 長 

福 祉 班  市民課・子ども福祉課 

各公民館・各保育所・各幼稚園 

        五百川幼保総合施設 

厚 生 部 要配慮者支援班  社会福祉課・高齢福祉課・保健課 

給水・給食班  会計課・学校給食センター 

水防本部長 

副市長             調 査 班  財政課・税務課・農政課・議会事務局 

調 査 部         商工観光課・農業委員会事務局   

巡 視 班  放射能対策課・教育総務課・幼保学校課 

     

本 部 付      建 設 部 応急措置班  建設課・建築住宅課・都市整備課 

    教 育 長                      

 内水対策班  上下水道課 

 

白沢総合支所部 

 

 

 

 

 

地域支援班  

産業建設班  

白沢総合支所 

建設課・農政課 
本 部 付 

消防団長 
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（２）水防事務分掌 

本部の事務分掌は、次のとおりである。 

 

本宮市水防本部の事務分掌 

部名 班   名 分    掌    事    務 

総 
 
 
 

括 
 
 
 

部 

総 括 班 

1 水防本部長の命令伝達に関すること。 

2 各部との連絡調整に関すること｡ 

3 国・県等に対する報告に関すること。 

4 消防機関との連絡調整に関すること。 

5 水防本部の記録に関すること。 

6 水防本部の庶務・財務に関すること。 

7 警察署との連絡に関すること｡ 

8 その他各班の所掌に属さないこと。 

情報収集班  1 災害情報の収集及び集約に関すること。 

広報通信班  1 広報・情報伝達に関すること。 

救護・物資班 
1 救護所の設置・運営に関すること。 

2 支援物資等受付・配分に関すること。 

避難住民・安全班 
1 避難者の名簿作成に関すること。 

2 避難者の安全確保に関すること。 

活動支援班  

1 非常招集、職員動員に関すること。 

2 出動職員の給食に関すること。 

3 被災職員に関すること。 

厚
生
部 

福 祉 班 

1 避難所の確保・管理に関すること。 

2 罹災者の寝具・収容等に関すること。 

3 罹災者に対する援護対策に関すること。 

4 義捐金等の受付配布に関すること。 

要配慮者支援班 

1 要配慮者の支援に関すること。  

2 環境衛生･食品衛生の保持に関すること。  

3 伝染病の予防・医薬品・衛生資材の確保、配分に関すること。 

給水・給食班 
1 断水時における飲料水の供給に関すること。 

2 給食に関すること。 

調
査
部 

調 査 班 
1 被害状況（公有財産・農作物等を含む。）調査に関すること。 

2 罹災世帯及び世帯人員の調査に関すること。 

巡 視 班 1 河川周辺・内水被害の巡視に関すること。  

建
設
部 

応急措置班  

1 水防活動指導、資機材の調達・受払に関すること。 

2 被害地の応急対策に関すること。 

3 建設業組合との連絡調整に関すること。 

内水対策班  1 雨水排水ポンプ場の監視・稼動、情報の収集に関すること。 
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白
沢
総
合 

支
所
部 

地域支援班  

1 災害情報の収集及び集約に関すること。 

2 広報・情報伝達に関すること。 

3 非常招集、職員動員に関すること。 

4 出動職員の給食に関すること。 

産業建設班  

1 河川等の巡視に関すること。 

2 被害状況（公有財産・農作物等を含む。）調査に関すること。 

3 被害地の応急対策に関すること。 

 

 

第３ 重要水防区域 

  重要水防区域並びに溜池調書 

（１）直轄管理河川・・・・・・・別表－１（Ｐ122） 

（２）県管理河川・・・・・・・・別表－２（Ｐ123） 

（３）市管理河川・・・・・・・・別表－３（Ｐ123） 

（４）溜池・・・・・・・・・・・別表－４（Ｐ124） 

 

 

第４ 水防施設 

１．水防倉庫の資器材備蓄基準 

（１）水防資材取扱要領 

    ア 資材の使用に際しては、水防以外の如何なる工事にも使用することを許さないものとす

る。 

    イ 資材の受払いについては、帳簿を常に記入しておかなければならない。 

（２）水防倉庫 

     次の基準をもとに、危険区域の実態に即応した、必要な器具資材等を備えておくものとす

る。 

 

   品名、規格  単 位   数 量   品名、規格  単 位 数 量 

器 
 
 
 
 

具 

  スコップ   丁   ６０ 

資 
 
 
 
 

材 

  丸太  ( 2.0m)   本     ５０ 

  掛矢   〃   ３５    〃  ( 2.5m)   〃    １００ 

  唐ぐわ   〃   ４０    〃  ( 3.5m)   〃     ５０ 

  ペンチ   〃   ２０   土のう袋   袋   ２,０００ 

  おの   〃   １０  ビニールシート   枚     １０ 

  なた   〃   １５   縄   丸     ２０ 

  鋸   〃   １５   鉄線   Kg     ２０ 

 鎌   〃   １５    

 （備 考） 

  ＊ 竹材、モッコ、その他、水防工法上必要な資機材若干量も備蓄しておくこと。 

  ＊ 低湿地帯で土のう用土砂の採取不可能な地区については、土砂を備蓄しておくこと。 

  ＊ 資器材の規格については、実情に応じて変更すること。 
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２．調達可能水防資材 

備蓄資材の使用または損傷により不足を生じた場合の補充及び緊急時の補給に備えるため、水

防資材取扱業者と予め連絡調整をしておくものとする。 

なお、各分団において状況の急変等により水防本部に要請する時間的余裕がないときは、各分

団長は当該地域の業者により調達するものとする。この場合は、その旨を水防管理者あて報告す

るものとする。 

 

３．輸送 

（１）水防資材、器具の輸送のためトラックなどの運搬具を整備し、必要に際して緊急輸送に

当たらせるものとする。 

（２）緊急のため運搬車両の不足を生じ、やむを得ない場合は官民を問わずあらゆる輸送機関

をこれに優先せしめるものとし、この場合警察署長等に連絡応援を求めるものとする。 

 

４．費用負担と公用負担 

（１）費用負担（法第４１条、第４２条） 

水防管理団体は、その管轄区域の水防に要する費用は各々当該水防管理団体が負担する

ものとする。ただし、他の水防管理団体に対する応援のために要する費用の額及び負担の

方法は、応援を求めた水防管理団体との間で協議によって決める。 

又、水防管理団体の水防によって当該水防管理団体の区域の関係市町村以外の市町村が

著しく利益を受けるときは当該水防に要した費用は、当該水防により著しく利益を受ける

市町村が負担するものとする。ただし、その費用の額及び負担の方法は両者の協議によっ

て定める。 

（２）公用負担（法第２８条） 

水防のため必要あるときは、水防管理者、水防団長、又は消防機関の長は、次の権限を

行使することができる。ただし、損失を受けた者に対し、時価により損失を補償しなけれ

ばならない。 

     必要な土地の一時使用 

     土石、竹林、その他の資材の使用 

     車両、その他の運搬具又は、器具の使用 

     工作物その他の障害物の処分 

    ア 公用負担権限証明書 

水防法第２８条により公用負担を命じる権限を行使する者は、水防管理者、水防団長又

は、消防機関の長にあっては、その身分を示す証明書をその他これらの者の委任を受けた

者にあっては、次のような証明書を携行し、必要ある場合は、これを提示すべきものとす

る。 
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  第   号 

公用負担権限証明書 

 

                    本宮市消防団 

 

   上記の者    区域における水防法 

  第２８条第１項の権限行使を委任するこ 

  とを証明する。 

   令和  年  月  日 

 

         本宮市長           印 

 
 水 防 法 

 第28条 水防のため緊急の必要があると 

  きは、水防管理者、水防団長又は消防 

  機関の長は、水防の現場において、必 

  要な土地を一時使用し、土石、竹木そ 

  の他の資材を使用し、若しくは収用し、 

  車両その他の運搬用機器を使用し、又 

は工作物その他の障害物を処分するこ 

  とができる。 

 ２ 水防管理団体は、前項の規定により 

  損失を受けた者に対し、時価により損 

  失を補償しなければならない。 

   

イ 公用負担命令票 

水防法第２８条の規定により公用負担を命ずる権限を行使する際は、原則として次のよ

うな命令票を目的別の所有者又は、これらに準ずるべき者に手渡して、これをなすものと

する。 

 

  第   号 

                 公 用 負 担 命 令 票 

 

    １ 目的物      種 類                数 量 

    ２ 負担の内容  使用、収用、処分 

       令和  年  月  日 

                                様 

                                         本宮市長                  印 

                                         事務担当者                印 
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第５ 水位、雨量の観測所 

１．水位観測所 

（１）水防活動に必要とする量水標 

 番 

 号 
河 川 名 

量水標 

の名称 

位  置 水防団 

待機水位 

氾濫 

注意水位 
通 報 先 管 理 者 

大字 字 

１ 阿武隈川 本宮水位 本 宮 下 町 4.00ｍ 5.00ｍ 国土交通省 国土交通省 

２ 安達太良川 本宮雨量水位 本 宮 上千束 1.30ｍ 2.00ｍ 二本松土木事務所 二本松土木事務所 

３ 五百川 荒井水位 荒 井 諸小沢 3.50ｍ 4.80ｍ 二本松土木事務所 二本松土木事務所 

 

２．雨量観測所 

（１）水防活動に必要とする観測所 

番号 管 理 機 関 観 測 所 名 所    在    地 観測員名 

１ 福島県 本宮雨量水位 本宮市本宮字上千束58-23 二本松土木事務所 

 

（２）その他の観測所 

番号 管 理 機 関 観 測 所 名 所    在    地 観測員名 

１ 本宮市 
本宮市役所 

白沢総合支所 
本宮市白岩字堤崎494-22 

本宮市役所 

白沢総合支所 

２ 国土交通省 
本宮 

（国道4号線） 
本宮市青田 

国土交通省 

福島河川国道事務所 
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第６ 気象情報、水防情報の連絡 

１．水防通信連絡 

（１）水防関係機関連絡表 

通  報  先 局  名 番  号 摘  要 

  福島県二本松土木事務所 二本松 0243  ( 22)1151  

  国土交通省福島河川国道事務所 福 島 024   (546)4331  

  国土交通省福島河川国道事務所郡山出張所 郡 山 024   (943)6591  

 

（２）庁内水防用務連絡表 

課  名 庁内電話番号 課  名 庁内電話番号 

防災対策課 24-5365 内線 1119 農  政  課 24-5385 内線 1146 

財  政  課 24-5305 内線 1131 商工観光課 24-5381 内線 1141 

建  設  課 24-5391 内線 1176 上下水道課 24-5413 内線 1161 

白沢総合支所 44-2111 内線 2500  

 

（３）退庁後水防用務連絡系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日直・警備員 

建設課長 

防災対策課長 

消防防災係長 

上下水道課長 

白沢総合支所長 

本宮市消防団 

副団長          防災もとみや 51 

副団長          防災もとみや 52 

庶務部長         防災もとみや 60 

訓練部長         防災もとみや 70 

訓練部長         防災もとみや 71 

船舶部長         防災もとみや 76 

ラッパ隊長        防災もとみや 90 

福島県総合情報通信ネットワーク 

有線電話⇒携帯電話 

本宮市防災行政無線（携帯無線） 

福島地方気象台 

県庁統制局 

団長           防災もとみや 50 



本宮市地域防災計画（資料編） 

第５章 本宮市水防計画 

 117 

２．通報と伝達の系統図 

（１）水防用気象予警報伝達系統図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水防警報伝達系統図 

 
 
 福島県水防本部 

（県土木部） 

(県災害対策課) 

 

) 

 
 

 

             水防管理団体             有線電話 
          
          
      

 

本宮市 防災対策課 

 

             
           防災行政無線（同報系） 

             

                                

                                                               
 

 水

門

管

理

者 

 

 住

 

民 

 

 

 

水

防

団 

 

                   担当課を通して連絡 

                   

 

 

浸
水
想
定
区
域
内 

の
要
配
慮
者
利
用 

施
設 

防災対策課 

（時間外は日直

室） 

農政課 

内線 1146 

建設課 

内線 1176 

上下水道課 

内線 1161 

白沢総合支所 

内線 2500 

福島県総合情報通信ネットワーク 

有線（内線）電話 

本宮市防災行政無線（携帯無線） 

水門管理者 

本宮第２分団長      防災もとみや 162 

本宮第３分団長      防災もとみや 163 

本宮第６分団長      防災もとみや 166 

本宮第８分団長      防災もとみや 168 

本宮市消防団 

副団長          防災もとみや 51 

副団長          防災もとみや 52 

庶務部長         防災もとみや 60 

訓練部長         防災もとみや 70 

訓練部長         防災もとみや 71 

船舶部長         防災もとみや 76 

ラッパ隊長        防災もとみや 90 

団長           防災もとみや 50 

本宮第１分団長      防災もとみや 161 

福島地方気象台 

県庁統制局 

福島県総合情報通信ネットワーク 
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第７ 水防警報 

水防法第１６条第１項により国土交通大臣並びに県知事が水防警報を行う指定河川等、及び

警報要領は次のとおりである。 

１．国土交通大臣が行う水防警報 

（１）阿武隈川 

    ア 水防警報を行う区域 

 

 

  河川名     区   域 
  

阿武隈川 

 

左岸 福島県須賀川市前田川字二枚橋地先          須賀川市乙字大橋から 

右岸   〃  石川郡玉川村大字竜崎字滝山地先 

 

   左岸    〃 二本松市上川崎字畑中地先         移川合流点まで 

   右岸   〃 二本松市小セ川地先 

 

   左岸 福島県福島市黒岩字房ノ内地先              福島市蓬莱橋から 

   右岸   〃 福島市小倉寺字加登内地先 

 

   左岸 宮城県伊具郡丸森町耕野字岩 92番の 1地先   福島・宮城県境まで 

   右岸 福島県伊達市梁川町舟生字明神前地先 

 

    イ 水防警報の対象となる水位観測所 

河川名 観測所 所 在 地 氾濫注意水位 氾濫危険水位 

 阿武隈川 須賀川   須賀川市江持 4.50m 7.70m 

   〃 阿久津  郡山市阿久津町 5.50m 7.90m 

   〃 本 宮   本宮市本宮 5.00m 7.90m 

 

    ウ 水防警報発表者 

      発表責任者  東北地方整備局 福島河川国道事務所長 

 

    エ 対象量水標の水防警報の範囲 

河川名 
量水 

標名 
待  機 準  備 出  動 解  除 

その他特に 

必要な事項 

阿武隈川 本宮 水位 4.00m 

に達し氾濫注

意水位以上に

達すると思わ

れるとき 

水位 4.50m 

に達しなお上

昇のおそれが

あるとき 

水位 5.00m 

に達しなお上

昇のおそれが

あるとき 

水防作業の必

要がなくなっ

たとき 

適宜洪水情報

を通知する 
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第８ 水防活動 

１．水防巡視 

（１）水防本部長は、洪水予報などの通知を受けたときは、直ちに各河川の消防分団長に対し

その通報を通知し、必要団員を河川及び水門、樋門等の巡視を行うよう指示するものとす

る。また、河川水位が［第５の１］水位観測所の水防団待機水位又は氾濫注意水位に達し

たときは、直ちに関係消防団長に通知するとともに、福島県水防信号規則（昭和２４年規

則第９１号）に定める「水防信号」により周知し、さらに必要な団員を招集し、警戒、水

防活動に当たらせるものとする。 

（２）分団の水防受持区域 

担当分団 受け持ち区域  人員 集合場所 責任者 

本宮 

第１分団 

鳴瀬・太郎丸・上町・中条・下町 

の区域を流れる河川、及び支流 
25人 

本宮 

第１分団屯所 

本宮 

第１分団長 

本宮 

第２分団 

荒町･仲町･大町･弁天･作田･大貫 

の区域を流れる河川、及び支流 
25人 

本宮 

第２分団屯所 

本宮 

第２分団長 

本宮 

第６分団 

仁井田の区域を流れる河川、 

及び支流 
25人 

本宮 

第６分団屯所 

本宮 

第６分団長 

本宮 

第７分団 

高木の区域を流れる河川、 

及び支流 
25人 

本宮 

第７分団屯所 

本宮 

第７分団長 

白沢 

第１分団 
糠沢の区域を流れる河川 25人 

白沢 

第１分団屯所 

白沢 

第１分団長 

白沢 

第２分団 
和田の区域を流れる河川 25人 

白沢 

第２分団屯所 

白沢 

第２分団長 

 

（３）各分団長は洪水予報の通知を受けたときは、随時河川、堤防を巡視し、量水標による水

位の変化と水門の状況などを水防管理者に報告するものとする。 

なお、水位が氾濫注意水位に達したときは、水防管理者の指示に基づき水防信号の第１

信号により地域住民に周知するものとする。 

（４）各分団長は、河川の水位が氾濫注意水位に達したときは、常時河川、堤防を巡視し洪水

の恐れを察したときは、直ちにその状況を水防管理者に報告するとともに水防管理者の指

示に基づき第２信号を打鐘し、団員を召集し水防活動にあたらせるものとする。 

（５）各分団長は、堤防の決壊又はこれに準ずべき事態が発生し、水防のため地域内住民の出

動を求める必要があるときは、直ちに水防管理者に報告するとともに水防管理者の指示に

基づき第３信号を打鐘するものとする。 

（６）各分団長は、洪水の危険が切迫し、直ちに地域内住民の避難立ち退きを必要と認めると

きは直ちに水防管理者に報告するとともに水防管理者の指示に基づき第４信号を打鐘し、

安全な場所に避難誘導を開始するものとする。 
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２．出動及び水防作業 

（１）水防管理者が管下の消防団を非常配備につかせるための指令は次の場合に発するものと

する。 

 ア 水防管理者が自らの判断により必要と認める場合。 

 イ 水防警報指定河川等にあっては知事等からの警報を受けた場合。 

 ウ 緊急にその必要があるとして知事からの指示があった場合。 

（２）水防法第１７条による水防団の出動段階は次のとおりである。 

第１段階 待機 水防団の足止めを行うもの。 

                     （概ね水防に関係する気象情報等が発せられ、洪水が予想される場合。） 

第２段階 準備 水防活動の準備を通知するもの。 

                    （概ね河川の水位が水防団待機水位に達し、なお上昇のおそれがあり、水防

活動の必要が予想されるとき。） 

第３段階 出動 水防団の活動を通知するもの。 

                     （概ね河川の水位が氾濫注意水位に達し、なお上昇するおそれがあるとき。） 

第４段階 解除 水防活動の終了を通知するもの。 

                     （概ね水防警報等が解除され、かつ河川が氾濫注意水位以下になる等、水防上

の危険が解消されたとき。） 

（３）水防作業の留意点 

 ア 水防団員は、出動前には家事を整理し、出動した後は部署を遵守すること。 

 イ 作業中は上司の命令に従い、団体行動をとり、常に所在を明らかにすること。 

 ウ 命令及び情報の伝達は特に迅速、正確及び慎重に期し、私語を慎み、「漏水」「破堤」

等の想像による言葉などでみだりに人身を動揺させてはならない。 

 エ 洪水時において堤防に異常が起る時期は、滞水時間にもよるが、概ね水位が最大のとき、

又はその前後である。しかし、法崩れ、陥没等は通常減水時に生ずる場合が多いので、洪

水の最盛期を過ぎても十分減水するまで厳重に警戒すること。 

 オ 地震後の水防活動においては、堤防の漏水、沈下の状況に特に留意するものとし、河川

の水位に応じ被害の拡大を防止すべく適切な措置をとるものとする。 

 

３．水防通報及び避難場所 

（１）決壊等の通報 

堤防が決壊し、又はこれに準ずべき事態が発生した場合、水防法第２５条の規定により、

直ちにその旨を二本松土木事務所及び氾濫すべき方向の隣接水防管理団体並びに東北地方

整備局福島河川国道事務所に通報するものとする。通報を受けた土木事務所はこれを水防

本部、警察その他必要な機関に連絡するものとする。 

（２）避難のための立退き 

水防管理者が必要と認めたときは、各種の広報手段によって、水防法第２９条の規定に

よる立ち退き又はその準備を指示する。水防管理者は、予定立ち退き先、経路及び可能水

防措置をあらかじめ定めておくものとする。 
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（３）水防通報及び避難場所 

 番 

 号 
  河川名 

  決壊予想位置 
 戸数  人員  避難場所 

 大 字     字 

 １  阿武隈川  高  木  猫田､長畑他 ５１ １５４  高木地区公民館、総合体育館 

 ２    〃  仁井田  葉山､石田 ２ ５  仁井田地区公民館 

 ３    〃 本  宮  弁天 ７ ２１  多世代交流施設あぶくま憩の家 

 ４  安達太良川 本  宮  欠下､千代田 ４０ １２０ 
 本宮まゆみ小学校 

本宮第一中学校体育館 

５ 

５ 
   〃 本  宮  馬場 ５６ １６８  本宮小学校 

 ６    〃 本  宮  矢来 １２０ ３６０ 
 本宮まゆみ小学校  

本宮第一中学校体育館 

  ７  百 日 川 本  宮  柳ノ内 ２ ７  多世代交流施設あぶくま憩の家 

 ８ 

 
 五 百 川  仁井田  葉山､一里壇 ５ ５  仁井田地区公民館 

 

４．水防解除 

水位が氾濫注意水位以下に減じ、水防警戒の必要がないと認めたときは、水防解除を命じこれ

を一般に周知させる。 

 

５．水防活動の報告 

（１）各分団長は、水防活動終了後２日以内に別記様式により水防管理者に報告しなければな

らない。 

（２）水防管理者は土木事務所経由で知事に水防活動を報告するものとする。 

 

 

第９ 水防演習 

水防法第３２条の２により毎年消防団等による水防訓練を行うものとする。 

 

１．実施期日 

６月～８月 

２．実施内容 

 （１）水防訓練 

水防工法、救助、広報等の訓練 

 （２）水防のＰＲ 

       水防の重要さをポスター、パンフレット、しおり等で住民にＰＲする。 
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別表－１ 直轄管理河川 

阿武隈川 【令和３年度評定】 

番 

号 

距離標 

重 要 水 防 区 域 予想される 

危険概要及び 

評価種別 

対策水防工法 地区名及び 

左右岸の別 

延 長 
ｍ 

1 
67.6K+100 

68.0K+125 

本  宮 

左  岸 

   486 

   486 

 堤防高 

 Ｂ 
積土のう 

2 
68.0K+125 

68.2K +50 
〃 

   124 

   124 

 堤防高 

 Ｂ 
積土のう 

3 68.0K+125 〃 工作物 
昭代橋 

 Ｂ 
 

4 
68.2K +95 

68.4K +25 
〃 

   128 

   128 

 堤防高 

 Ｂ 
積土のう 

5 68.4K +80 〃 工作物 
 安達橋 

Ｂ 
 

6 
69.4K+ 55 

69.4K+135 
〃 

    82 

    82 

 堤防高 

 Ａ 
 積土のう 

7 
63.6K+175 

64.4K+ 80 

白沢下流 

右  岸 

   721 

   721 

 堤防高 

 Ａ 
積土のう 

8 
67.0K+ 50 

68.0K+145 

本  宮 

右  岸 

 1,071 

 1,071 

危険個所 67.2K 

Ｂ 
積土のう 

9 68.4K+160 〃 工作物 
百目木樋管 

Ａ 
 

10 
67.6K+ 90 

67.6K+165 

本  宮 

左  岸 

100 

100 
旧河道  

11 
68.2K+100 

68.4K+ 20 
〃 

128 

128 
新堤防  

12 
68.4K+ 25 

69.0K+ 95 
〃 

723 

723 
新堤防  

13 
69.0K+160 

69.4K+ 55 
〃 

162 

162 
新堤防  

14 
68.0K+145 

68.4K+100 

本  宮 

右  岸 

359 

359 
新堤防  

15 
68.4K+120 

68.4K+180 
〃 

 59 

 59 
旧河道  

16 
68.6K+135 

69.8K+ 15 
〃 

1,001 

979 
新堤防  

17 
69.6K+170 

69.6K+190 
〃 

 22 

 22 
旧河道  

 注)上段は評定延長、下段は重複を除いた延長 
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別表－２ 県管理河川 

番 

号 
  河川名 

消防 

分団名 

重 要 水 防 区 域  予想される 

 危険概要 

戸数・氾濫面積 

被災予想 

区域 
左右岸 

の別 

位    置 延 長 

ｍ 字   名 

１  安達太良川 

本宮 

第１分団 

第２分団 

両岸 
本宮字下町 

（千代田橋） 
   900 

  溢 水 

  78戸･3ha 

本宮字南町裡 

本宮字馬場 

２  百日川 
本宮 

第２分団 
両岸 

本宮字柳ノ内 

本宮字弁天 
   720 

   溢 水 

  32戸･2ha 

本宮字柳ノ内 

本宮字弁天 

３ 五百川 
本宮 

第８分団 
両岸 

関下字大柳 

関下字向川原 
   600 

   溢 水 

  8戸･8ha 

仁井田字瀬戸川 

仁井田字下ノ原 

４  五百川 

本宮 

第５分団 

第６分団 

両岸 
仁井田字一里壇 

荒井上字恵畑 
2,500 

溢 水 

11戸･8ha 

仁井田字一里壇 

荒井字葉山 

５  仲川 
白沢 

第１分団 
両岸 糠沢字小田部    800 溢 水 糠沢字小田部 

６ 朝日出川 
白沢 

第３分団 
両岸 白岩字田中  溢 水 白岩字田中 

 

別表－３ 市管理河川 

 番 

 号 
  河川名 

消防 

分団名 

重 要 水 防 区 域 
 予想される 

 危険概要 

被災予想 

区域 
左右岸 

の別 

  位    置 延 長 

ｍ   字   名 

 １  作田排水路 
本宮 

第２分団 
両岸 本宮字作田    600    溢 水 

本宮字作田 

本宮字大貫 

 ２  百目木排水路 
本宮 

第７分団 
両岸 高木字百目木    300    溢 水 

高木字百目木 

高木字舟場 

 ３  堂川 
本宮 

第６分団 
両岸 仁井田字一里壇    600    溢 水 

仁井田字一里壇 

仁井田字葉山 

 ４  矢沢川 
本宮 

第８分団 
両岸 岩根字矢沢    100    洗  掘 

岩根字輪ケ渕 

岩根字矢沢 

 ５  関下排水路 
本宮 

第８分団 
両岸 関下字下関下    200    洗 掘 

関下字下関下 

関下字諸子沢 
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別表－４ 溜池 

番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 受益面積 

（ｈａ） 
型式 貯水量 

（㎥） 
堤 高 

（ｍ） 
堤 長 

（ｍ） 
要改修 

内 容 

１ 蛇ノ鼻上ノ池  阿武隈川・安達太良川 本宮字蛇ノ鼻 71 ６０  土堰堤 24,000 5.5  81    

２ 蛇ノ鼻中ノ池  〃 本宮字蛇ノ鼻 74 ６０  〃 55,000 6.4  153    

３ 蛇ノ鼻下ノ池  〃 本宮字天ケ 63-2  ６０  〃 19,000 7.0  89    

４ 宮ノ池  阿武隈川・瀬戸川 本宮字平井 339  ５  〃 5,900 2.9  65    

５ 兼谷池  阿武隈川 本宮字兼谷 ４  〃 5,900 3.5  50    

６ ヒシ池  阿武隈川・瀬戸川 本宮字平井 78 ５  〃 2,900 2.3  66    

７ 年中池  〃 青田字年中 １１  〃 7,000 13.0  90    

８ 錫杖池  〃 青田字殕森 538  １１  〃 3,500 4.5  76    

９ 新池  〃 青田字西原 ６  〃 17,000 8.3  275    

１０ 大谷池  〃 青田字大谷 537  ５０  〃 59,000 3.8  288    

１１ 金亀池  〃 青田字右城久保  ５  〃 2,000 3.1  69    

１２ 銭亀池  〃 青田字右城久保  ５  〃 5,000 3.6  97    

１３ 戸張池  〃 青田字戸張 １０  〃 17,000 5.5  101    

１４ 蔵内池  〃 青田字蔵内 38 ７  〃   2.2  60    

１５ 大池  阿武隈川・五百川 岩根字池ノ下 ４０  〃 59,000 7.5  26   

１６ 静ケ池  〃 岩根字深沢  ６  〃 5,000 4.4  108    

１７ 三池  〃 岩根字三合原  ５  〃 5,000  4.3  124    

１８ 荒池  〃 岩根字三合原  ６  〃 9,000  5.9  108    

１９ 二ツ池上  〃 岩根字蛇沢  ５  〃 10,000  6.7  127    

２０ 茗荷池  〃 岩根字入茗荷 ２６  〃 2,000  5.1  83    

２１ 鳥足池  阿武隈川 高木字水境 17  １０  〃 9,000  6.6  30    

２２ 明戸石池  〃 高木字明戸石  ２０  〃 3,000    53    

２３ 大池  〃 高木字重石１  ２０  〃 14,000  12.0  67    

２４ 重石池  〃 高木字重石 14  ２０  〃 12,000  12.0  77    

２５ 新池  〃 高木字中滝 42  １０  〃  2,000  4.0  40    

２６ 中滝池  〃 高木字中滝 40  １０  〃  7,000  7.0  47    

２７ 滝ノ入池  〃 高木字中滝 33  １０  〃  3,000  5.5  89    

２８ 中前田池  阿武隈川・五百川 岩根字中前田 37 ２２  〃  2,600 2.2  50    

２９ 東前田池  〃 岩根字東前田 39 ２  〃  1,000 2.0  22    

３０ 二ツ池下  〃 岩根字蛇沢  ５  〃  6,500  5.2  95    

３１ 長筬池  阿武隈川・瀬戸川 青田字長筬 31 ２  〃  2,100  3.2  60    

３２ 小池  〃 青田字小池 47-1  ２  〃  800 1.8  45    

３３ 作田上ノ池  阿武隈川 字作田１  ２  〃  1,100 2.2  38    

３４ 作田下ノ池  〃 字作田 23  ２  〃  1,300  2.7  34    

３５ 寺池  〃 高木字舟場 56 ２  〃  2,000 2.6  66    

３６ 白旗溜池  阿武隈川・仲川 和田字白旗 28  ２３５  〃 11,900  7.2  95    
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番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 受益面積 

（ｈａ） 
型式 貯水量 

（㎥） 
堤 高 

（ｍ） 
堤 長 

（ｍ） 
要改修 

内 容 

３７ 真光寺大池  〃 和田字西明内 144  ２  〃  4,300  3.5  66    

３８ 返シ内池  〃 和田字返シ内 38  ５  〃  4,300  3.5  58    

３９ 中島池  〃 和田字戸ノ内 177  ３ 〃  1,700  4.0  24    

４０ 小舘池  阿武隈川 ･浅川 和田字小舘 132  ５ 〃  4,100  3.0  35    

４１ 桜内池  阿武隈川・仲川 和田字久保入 56  ３  〃  2,800  4.0  35    

４２ 荒池  〃 糠沢字礼堂 23  ７  〃  9,000  3.0  90    

４３ 礼堂池  〃 糠沢字礼堂  ２  〃  1,200  3.8  44    

４４ 八幡田池  〃 糠沢字葭池 164  ３  〃  2,600  4.0  45    

４５ 池端池  〃 糠沢字羽黒 337  ２  〃  500 2.0  34    

４６ 東笹田池  〃 糠沢字東笹田 65  ４  〃  1,500  2.5  47    

４７ 尽沢池  〃 糠沢字石ケ作 61  ３  〃  1,700  3.3  34    

４８ 西笹田池  〃 糠沢字西笹田 115  ９  〃  7,100  2.6  60    

４９ 狢池  〃 糠沢字高松 226  ４  〃  500 3.0  32    

５０ 高松池  阿武隈川 糠沢字高松 100  ４  〃  300  2.7  31    

５１ 長屋平大池  阿武隈川・白岩川 長屋字大池 18  ２０  〃  29,600  4.3  94    

５２ 滝池  〃 長屋字滝池 18  １５  〃  21,900  4.8  81    

５３ 田平池  〃 長屋字田平 20  １６  〃  16,100  4.8  76    

５４ 谷戸池  〃 長屋字桑原前 1  ５  〃  4,000  4.3  47    

５５ 沢口池  〃 白岩字沢口 227  ６３  〃  19,500 7.0 71    

５６ 屋戸池  〃 白岩字高槻 28  ７  〃  4,300  2.8  35    

５７ 鏡田池  〃 白岩字寺内 55  ２  〃  3,800  3.2  65    

５８ 梶内池  〃 白岩字梶内 2  ８  〃  1,800  4.0  31    

５９ 狐石池  〃 白岩字梶内 191  ８  〃  6,900  4.5  52    

６０ 蟹沢池  〃 白岩字梶内 227  ４ 〃  1,100  4.5  48    

６１ 栗ノ木平池  〃 白岩字柳内 58  ２  〃  9,700  4.6  91    

６２ 赤池  〃 白岩字柳内 445  ４  〃  6,100  3.5  55    

６３ 屋戸ケ入池  〃 白岩字柳内 678  ２  〃  1,100  3.2  23    

６４ 金池  〃 白岩字黒内 152  ２  〃  1,500  3.7  33    

６５ 芦ケ沼池  〃 白岩字宮ノ下 13  １０  〃  11,400  4.0  105    

６６ 竹ノ作池  阿武隈川・朝日出川 白岩字竹ノ作 188  ５  〃  3,200  3.3  37    

６７ 大岩入池  〃 白岩字大岩入 153  １０  〃  15,000  13.5  44    

６８ 陣場池  〃 白岩字陣場 18  ３  〃  1,800  3.2  33    

６９ 平郎内池  阿武隈川・白岩川 松沢字平郎内 86  ２  〃  1,000  2.7  30    

７０ 安達疏水溜池  阿武隈川・仲川 和田字西明内 128  ３７  〃  34,800  11.0  78    

７１ 大谷戸溜池  〃 和田字大谷戸 65  ３  〃  2,700  18.5  42    

７２ 菖蒲田池  阿武隈川・白岩川 長屋字井ノ上後 55 ３  〃  800 3.0  31    

７３ 埋内中池  〃 白岩字埋内 860  ２  〃  500 1.6  39    
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番号 池 沼 名 水系名支線名 所 在 地 受益面積 

（ｈａ） 
型式 貯水量 

（㎥） 
堤 高 

（ｍ） 
堤 長 

（ｍ） 
要改修 

内 容 

７４ 塩ノ崎池  〃 白岩字塩ノ崎 993  １３  〃  3,800  4.6  80    

７５ 岳山池  〃 白岩字塩ノ崎 992  ４  〃  3,000  6.6  54    

７６ 雨堤池  阿武隈川・朝日出川 稲沢字雨堤 127  ３  〃  100 2.5  32    

７７ 大柳池  〃 稲沢字飛内 212  ４  〃  500 3.0  43    

７８ 上喜多池  〃 稲沢字上喜多 174  ６ 〃  700 3.6 49    

７９ 道法内池 阿武隈川・白岩川 長屋字道法内 6 ５  9,100 4.0 69  

８０ 鴨内池 阿武隈川・仲川 糠沢字鴨内 １  600 3.5 36  

８１ 熊野前池 〃 和田字西明内 ２  700 2.0 31  

８２ 五味池 阿武隈川・白岩川 白岩字沢口 357 １  1,100 2.7 63  

８３ 小田部池 阿武隈川・仲川 糠沢字小田部 81 １  500 2.5 26  

８４ 諏訪池 〃 和田字諏訪 24 １  200 2.0 24  

８５ 団子森池 阿武隈川・朝日出川 稲沢字後品竹 175 １  500 1.8 30  

８６ 長屋荒池 阿武隈川・白岩川 長屋字荒池 １  1,000 2.4 60  

８７ 長作池 阿武隈川・仲川 和田字返シ内 ２  2,200 3.5 40  

８８ 堤崎 阿武隈川・白岩川 白岩字堤崎 798 １  1,000 2.2 50  

８９ 堀ノ内ため池 阿武隈川・仲川 和田字掘ノ内 2 ３  2,000 7.7 51  

９０ 白久保池 阿武隈川・白岩川 白岩字梶内 585 ２   1.0 45  

９１ 宮前池 阿武隈川・小浜川 稲沢字階 29   60 2.9 13  

９２ 松ケ作池 阿武隈川・白岩川 白岩字松ケ作   2,900 5.0 53  

９３ 狐石上池 〃 白岩字梶内 585 ２   1.0 45  
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